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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　第一章　聖夜（Ⅴ）







　闇やみ。

　一面の闇。

　触れられるものはなに一つとして存在しない、漆黒の世界。

　そこにゆらゆらとたゆたいながら、彼はじっと『外』の様子を窺うかがっていた。

　彼がそこに潜ひそんでいることを知るものは、ただ一人だけ。

　彼を生み出した、主だけ。

　今、彼が見つめている人物たちは、誰だれも彼の存在に気づいてはいない。

　月つき森もり冬とう馬まも、香か沙ざ薙なぎ桂けいも、そして『長おさ』も。

　ニヤリ、と彼は真っ白な牙きばを剝むいた。

　軽く尻尾しつぽを揺り動かすと、あたりの闇がかすかに波打った。

　まだだ。

　まだ、動くには早い。

　彼が手に入れてくるようにと主より命じられたものは、『長』の手の上にある。

『長』が手にしている以上、奪い取ることは限りなく不可能に近い。

　だが、好機は必ず訪れる。

　胎児のように身体からだを丸め、彼は静かにその時を待った。




　白くしなやかな指の間から、ぴちゃぴちゃと赤い雫しずくが滴したたっている。

　手の中にある肉塊を愛めでるように撫なでながら、桜さくらは笑んでいた。

　月森相そう馬まの胸から抉えぐり取ったそれは、未いまだ生温かい。

「いつまで、そうやって犬の心臓を撫で回しているつもりだ？」

　いくらか離れた正面に立っている桂が、剣けん吞のんな声で言った。

　彼の蒼あおい瞳ひとみから放たれている殺気は刃物のように鋭するどく、氷よりも冷たい。

　彼の隣となりには冬馬がいるが、こちらは両りよう膝ひざをついてうなだれたまま動く気配がない。

「不ふ甲が斐いない汝なんじのために、余が自ら出向いて手に入れてやったのだ。少しばかり愛でても罪にはなるまい？」

　艶つやっぽく微笑すると、桂の殺気がより鋭くなった。

　肩を竦すくめ、桜は心臓に目をやった。

　この心臓を得るために、桜は百数十年ぶりに肝きもを冷やした。

　心臓の主であった月つき森もり相そう馬まは、四肢を切断されてもなお戦意を失わず、桜さくらを道連れにしようと自じ爆ばくした。

　心臓を抉えぐり取って空間転移で逃れるのがあと半はん瞬しゆんでも遅かったら、桜は浅くない傷を負わされていただろう。いかに桜といえど、黄おう金ごん狼おおかみの生命の炸さく裂れつを間近で浴びればただではすまない。

──蘭らんの死に様も、似たようなものであったな。

　永遠に在り続けることを放棄した愚かな姉の最期を思い返し、桜は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　我が子を守るために挑んできた蘭の執念は凄すさまじく、獣じゆう人じんの精せい鋭えいを擁ようしていたにもかかわらず、桜は苦戦を強いられた。

──子の命の懸かかった親ほど始末の悪い生き物はいない、ということか。

　忌いま々いましい。桜は内心で唾だ棄きした。

　相馬の自じ爆ばくのおかげで、殺すつもりであった縁ゆかりにまで逃げられてしまった。

──腹立たしくはあるが、縁は後回しだ。あれの始末などいつでもできる。

　放っておいたところで、再び刃は向むかってくるような気概はもう縁にはないだろう。万が一刃向かってきたとしても、脅威となるような相手ではない。所しよ詮せんは子供だ。

「さて……」

　相馬の心臓から、前方の青年たちに視線を移す。

──どちらにするか？

　交互に見やる。

　龍りゆう人じんと香か沙ざ薙なぎの一族の間に生まれた桂けいの肉体には、龍人をも凌りよう駕がする強大無比な力と、永遠の若さ──桜が真の神となるために求めた二つのものが眠っている。

　一方の冬とう馬まには、月と心を重ねることのできる者が月より与えられるという、古き月の力が秘められている。

　伝説によれば、古き月の力は絶大な力とともに不老をももたらしてくれるという。

──古き月の力……捨て難いが、やはり選ぶべきは桂か。

　古き月の力には、不明な点が多い。桜がこの世に生を受けた頃ころには既に伝説となっていた力で、文献の類たぐいも全くといっていいほど残されてはいない。

　月と心を重ねるという言葉の意味も、わかっていない。

　古き月の力で不老を手に入れられるという絶対の保証がない以上、冬馬は桂の肉体を奪い損ねた場合の控えにしておくべきだろう。

　それに桂の母親は桜の双ふた子ごの姉だ。精神を移す器うつわとしては、やはり血族の肉体の方が馴な染じむに違いない。思っていると、

「いい加減にしろ」

　桂が太刀たちの切っ先を向けてきた。

「ふふっ、そういきり立つな」

　桂けいの殺気など微み塵じんも意に介さず、桜さくらは笑った。

「愛めでるのも飽きた。そろそろこれに、永遠への扉とびらを開く鍵かぎになってもらうとしよう」

　心臓を撫なでる手を止めた桜は、その手を心臓にかざすようにして厳おごそかな声で言った。

「転変せよ」

　すると心臓がカッと光った。離れていた桂が腕で目を覆おおうほどの眩まぶしい光だったが、桜は目を細めもしない。

　ややあって光が失うせると、心臓は珠たまになっていた。

　大人の拳こぶしよりも一回りほど大きく、色は濃のう厚こうな金。透明感も輝かがやきもほとんどないので、お世辞にも美しいとはいえない。

「それが『最さい後ごの月つき』か……！」

「そう……余が永遠の存在となるための、鍵だ」

　闘たたかいで果てた黄おう金ごん狼おおかみの心臓が変化して生まれるという宝ほう珠じゆ、『最後の月』──桂の『涅ね槃はんの月つき』、冬とう馬まの『久く遠おんの月つき』の元となったこの宝珠には、用いた者に秘められた力のすべてを解放するという能力がある。解放できる力に限界がないというのが、二つの指輪との違いだ。

　桜は慈いつくしむような目で、その金色の珠の表面に指を滑らせた。

「それを……貰もらう！」

　言こと葉ば尻じりを叩たたきつけるように吐いて、桂が突進してきた。

「烈火な性分は相変わらずか……猛たけらずとも、これはくれてやるというのに」

　先に貸し与えねばならない者がいるから、今すぐにというわけにはいかないが。

　桂の足元──桜の方に向かって伸びている彼の影に一いつ瞬しゆんだけ目をやり、桜は薄うすく笑った。

「殺すわけにはいかぬが、こうしてまみえるのも久方ぶりのこと……戯たわむれてみるか」

　白い肌に映える真っ赤な唇をなめて、桜は『最後の月』から手を離した。

『最後の月』は桜の頭の横にふわりと移動し、そこに滞空した。

「はっ！」

　走りながら、桂が片腕を突き出した。蒼あおい光を帯びた衝しよう撃げき波はが真っ正面から桜を叩き、紅こう玉ぎよくのような髪が大きくなびいた。

「そよ風、だな」

　今の衝撃波には大岩を粉砕するほどの威力があったが、桜は身じろぎもしない。

　衝撃波を放ちつつ間合いを詰めていた桂が、桜の眉み間けんを狙ねらって突きを繰くり出す。

　せせら笑って、桜は迫る切っ先を手の甲で払いのけた。と、その太刀たちと桂が、いきなり濃こい煙になって目の前に広がった。

「──！」

　喫きつ驚きようした桜の頰ほおを、煙の中から伸び出た白刃がかすめた。ちぎれた数本の髪が、ぱらっと宙に舞う。半身を撚ひねっていなければ顔を刺し貫かれていた。

「具現分身か……！」

　煙をかい潜くぐって現れた桂けいが、「正解だ」と言わんばかりに笑みを閃ひらめかせる。

　具現分身。その名のとおり、魔ま力りよくを具現化して己の分身を生み出すという高等妖よう術じゆつだ。

　桂はこの術を用い、駆け出す直前に一体の分身を目の前に生み出していた。分身と同時に駆け出した桂は、まず分身に攻こう撃げきさせ、太刀たちが払いのけられるとすぐに分身を消した。そして分身が消滅する際に生じる煙をめくらましにして、本体で攻撃してきたのだ。

　鋭するどい呼気を発して桂が太刀を振るう。白刃が、今度は桜さくらの首に迫る。

　桜はそれを大きく飛びすさってかわすと、指先だけで頰ほおに触れた。ぬるりとした生温かな感触。

「余の顔に傷を……！」

　桜は、ぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らした。

　嘲あざけりの笑みを浮かべる桂。彼の頭上には、『最さい後ごの月つき』が浮いている。

「下げ賎せんが……！　戒いましめてくれる！」

　激怒した桜は、雷光をも凌しのぐ速さで桂に肉にく薄はくした。あまりの速さに桂は反応すらできない。

　桂の顔面を鷲わしづかみにした桜は、その細腕からは想像もつかないような力で彼を押し倒した。

　まともに後頭部から氷に叩たたきつけられ、桂は声にならない悲鳴をあげた。

　桂の顔面から手を離した桜は、傲ごう然ぜんと彼を見下ろしながら肩を激しく上下させた。呼吸が乱れているのは怒りのためだ。

　頭の半分を氷に陥没させ、桂は昏こん倒とうしている。

「まだだ……まだ余の溜りゆう飲いんは下がっておらぬ。骨という骨をすべて砕き、のたうち回らせてくれる……！」

　腕を振りかぶった瞬しゆん間かん、桜の視界をなにかが塞ふさいだ。

「──!?」

　それが金色の体毛に覆おおわれた拳こぶしであると桜が理解したのは、その拳をまともに貰もらった直後のことだった。

　鈍い衝しよう撃げきが鼻から脳天を突き抜ける。

「が……あっ！」

　大きくのけ反った桜の瞳ひとみに、瞳と同じ赤い空が映った。




　誰だれかが泣いていた。

　誰が泣いているのだろう？

　どこから聞こえてくるのだろう？

　よく、わからない。

　子供の声に似ている、と冬とう馬まは思った。

　小さな小さな、子供の声。

　ずっと遠くから聞こえてくるようでもあるし、すぐ耳元で聞こえているようでもある。

　どこか痛くて泣いているのだろうか。それとも哀かなしいことがあったのだろうか。

　慰なぐさめてあげたいと思った。だが、どうすればいいのだろう。

　声をかけてあげればいいのだろうか。

　でも、泣いているその子がどこにいるのか、冬馬にはわからなかった。

　なにも見えなくて。

　その子が泣いている声の他ほかには、なにも聞こえなくて。

　どうしてなにも見えず、なにも聞こえなくなっているのだろう。

（ああ、そうか。俺おれが目を閉じているから、なにも見えないんだ。俺がなにも聞きたくないと思っているから、なにも聞こえてこないんだ）

　哀しいことがあった。とても哀しいことが。だから、見ることも聞くこともやめてしまった。

（君は……）

　目を閉じてうつむいたまま、冬馬は泣いているその子に声をかけてみた。

（君も、哀しいことがあったの？）

　うん、とその子が頷うなずいた気がした。

（どうしたら、泣きやんでくれるのかな？）

　なにも答えてくれない。

　でも、なんとなく──本当になんとなくだが、冬馬にはその子が泣いている理由がわかった気がした。どうすれば泣きやんでくれるのかも。

　うつむいていた顔をあげ、ゆっくりと目を開ける。

　赤い世界が目の前に広がった。




　氷原の中央に桜さくらがいた。

　仰向けに倒れている桂けいを、桜は傲ごう然ぜんと見下ろしている。

　桜の顔の前には金色の珠たまが浮いている。

　それが、かつて父の胸で脈動していたものであると──『最さい後ごの月つき』であると、冬馬にはすぐにわかった。

　立とうとした冬馬の胸に、ズキンと痛みが走った。肋ろつ骨こつが折れているのだ。吐と瀉しや物に血が混じっているから、内臓にも結構なダメージを受けているようだ。だが、立てないほどの傷ではない。

　立ちあがった冬馬は、深く息を吸い込みながら全身に獣じゆう気きを巡らせた。

　獣気が傷の痛みをやわらげ、意識を冴さえさせてゆく。

「今は……」

　空を仰いで、冬とう馬まはそっと瞼まぶたを閉じた。そして、

「今はまだ、俺おれは泣くわけにはいかない」

　小さな、しかしはっきりとした声で言った。

「全部終わったら、いっぱい哀かなしむから……だから……」

　指先が掌てのひらに食い込むほどに強く拳こぶしを握る。

「見守っていてくれ、親父おやじ」

　心が絶望に蝕むしばまれないように。

　憎しみに引きずられて、為なすべきことを見失ってしまわないように。

　目を開けて空から正面に視線を移した冬馬は、細く鋭するどく息を吸って駆け出した。

　桜さくらとの距離は瞬またたく間もなくゼロになる。そして繰くり出した拳は桜の鼻っ柱に突き刺さり、

「が……あっ！」

　桜は大きくのけ反ぞった。真紅の髪が宙に広がる。冬馬はその一房をつかむと、桜の上体を引き戻して腹に拳を叩たたき込んだ。

　目を剝むいた桜の口から、唾だ液えきが散る。

　左手で髪をつかんだまま、冬馬は桜の腹を連打した。

　身をよじろうとする桜だが、冬馬はそれを許さない。髪を引っ張り、無理やり前傾姿勢を取らせて腹を殴る。拳がめり込む度に桜の口から短い呻うめきが洩もれる。

　十発殴ったところで、桜はガクッとうなだれた。

　冬馬は、今度は桜の前髪をつかみ、強引に首をもたげさせた。そしてパッと髪を離すと、また鼻っ柱に渾こん身しんの拳を見舞った。

　後方に吹っ飛んでゆく桜。すかさず冬馬は左腕を突き出した。

　掌の前に数えきれないほどの金色の光の点が生まれる。

「はあっ！」

　裂れつ帛ぱくの声を発すると、光の点は極細の矢となって一斉に迸ほとばしった。

　矢は一本たりとも外れることなく桜に命中すると、眩まばゆい金色の炎となった。

　全身を炎に包まれた桜は、受け身も取らずに背中から氷に激突した。

　その時には、冬馬は既に次の行動に移っていた。

　力いっぱいに地を蹴けり、数十メートルの高みに至る。そこで冬馬は右腕を高く掲げた。

　広げた掌の中心には、小さな光が灯ともっている。金色ではない。朱、水色、紫──様々な色が複雑に入り混じった極彩色の光だ。

　今ならば自分の意志で古き月の力を撃うてるという確信が、冬馬にはあった。なぜそう感じるのかは、冬馬自身にもよくわからないのだが。

　光の点はぐんぐん輝かがやきを増しながら膨ふくれあがり、人の頭の十倍はあろうかという大きさの球になった。

「消えろ、桜さくら！」

　咆ほう哮こうにも似た声をあげて、冬とう馬まは腕を振り下ろした。

　極彩色の光球は高速で空を滑り下りると、桜を捉とらえて炸さく裂れつした。

　閃せん光こうが一面に広がり、轟ごう音おんが響ひびき渡る。

　冬馬は爪つま先さきから軽やかに着地すると、ふーっと長い息を吐いた。

「手て応ごたえはあったけど、倒せてはいないな……」

　もうもうと立ち込める爆ばく煙えんの向こうに注意を向けつつ、冬馬は呟つぶやいた。

　これまで無我夢中の状態でしか扱うことのできなかった古き月の力を、任意で撃うつことができた。直ちよく撃げきさせることもできた。しかし桜は生きている。倒すどころか、ダメージらしいダメージさえ与えられてはいない。気配と匂においでそれがわかる。

「驚おどろいたぞ……」

　追撃をかけるべく踏み出そうとした瞬しゆん間かん、煙の向こうから声が聞こえた。

「怒りで我を忘れて躍おどりかかってくるであろうと踏んでいたが……存外、頭は冷えているようだな」

　その台詞せりふの直後、横手から突風が吹きつけてきた。立ち込めていた煙が、あっという間に吹きちぎられる。そして露あらわになった桜の姿に、冬馬は奥歯を嚙かみしめた。

　長い髪に半分を覆おおわれた桜の顔に、表情はない。苦痛に歪ゆがんでいるわけでもなければ、笑みが浮かんでいるわけでもない。片方の口の端から血が伝ってはいるものの、それ以外に傷らしい傷は見当たらない。髪に覆われていない方の頰ほおに切り傷があるが、これは桂けいがつけたものだ。

──あれだけ喰くらわせて、ダメージなし……か……。

　ラグナウルフであった父から、かすり傷の一つさえ負うことなく心臓を奪った男の力は、やはり尋常ではない。

　戦せん慄りつと、それを遥はるかに上回る怒りが込みあげてきて、冬馬は拳こぶしをわななかせた。

「余が憎いか、月つき森もり冬馬？」

　指先で口の端の血を拭ぬぐって、桜が問いかけてきた。

「父を殺した余が憎いか？」

　冬馬は答えない。口をきつく引き結び、喉のどの奥から迫せりあがってくる怒りの咆哮を飲み下す。

　今ここで声を張りあげてしまったら最後、自分は憎しみにかられて暴れ狂うだけの獣けものと化してしまうだろう。それがわかっているから、冬馬は懸けん命めいに負の感情を抑え込んだ。

　拳のわななきが、全身へと移り広がってゆく。

「激情には振り回されぬ……か」

　つまらなそうに髪を搔かきあげた桜は、

「余を撃った極彩色の光……あれが古き月の力か？」

　別の問いを投げかけてきた。

「試しに浴びてみたが、たいした威力ではなかったな。あの程度では──」

　言葉の途中で、細められていた桜さくらの目が急に大きく見開かれた。

「──!?」

　何事かと冬とう馬まが身構えた次の瞬しゆん間かん、桜の身に異変が起きた。

　紅こう玉ぎよくさながらの美しい髪が、いきなり真っ白に変色したのだ。

「な……？」

　驚おどろきと呻うめきが混ざった声を洩もらしたのは、桜。異変はさらに続いた。

　美び貌ぼうに次々と深い皺しわが刻まれてゆく。

「ぐ……あ……」

　桜は両手で皺だらけの顔面を覆おおった。白くしなやかだったはずの指も、枯れ枝のように節くれだっている。

　醜みにくい、老人の姿だった。

　絶句する冬馬の前で、桜はがっくりと崩れ落ちた。

──あれが桜の本当の姿なのか……？

　先の猛攻で外見上の若さを保つ術が解けたということなのだろうか。凝ぎよう視ししていると、

「ぬかったわ……」

　桜がしわがれた声を出した。

「古き月の力……思いのほかに毒気があるらしい……」

　ゆっくりと立ちあがり、顔から手を離す。うつむいているため表情は窺うかがえない。

「月つき森もり冬馬……」

　名を呼ばれた冬馬は、桜に向ける視線をぐっと鋭するどくした。

「余の老いた姿を見ることが許されるのは、燐りんのみ……貴様は贖あがないきれぬ罪を犯したぞ……」

　うつむいたまま、桜は歩き出した。ゆらゆらと身体からだを揺らしながら、一歩、また一歩と近づいてくる。

　桜からこれまでとは質の異なるプレッシャーを感じ、冬馬は喉のどの奥で唸うなった。

　吐き気がする。身体中の細胞が桜と闘たたかうことを拒絶している。

　逃げ出したい思いにかられながらも、冬馬はその場に踏み留とどまった。

──受け身に回ったら駄目だ。古き月の力ならダメージを与えられる。攻め続けて──。

　考えていると、うつむいていた桜の顔がバッとあがった。刹せつ那な、ドンと重い物が叩たたきつけられるような音とともに、冬馬の周囲の氷が陥没した。

「──！」

　目には見えない力が全身を軋きしませる。

──重力か……！

　不可視の力の正体に、冬とう馬まはすぐに気がついた。桜さくらの術によって冬馬の周囲の重力だけが通常の数十倍に増幅されたのだ。

「ぐ……っ！」

　歯を食いしばってこらえながら、冬馬は前に踏み出した。

　氷が陥没しているのは冬馬を中心とした半径一メートル半ほどの範はん囲い内だけ。つまりその範囲内から出さえすれば、超重力からは解放されるということだ。

　三歩歩いたところで冬馬はつんのめった。超重力の範囲から抜け出したのだ。

──桜は……？

　詰まっていた息を吐きつつ顔をあげた冬馬は、そこに白く濁にごった二つの瞳ひとみを見た。

　すぐ目の前に桜がいた。

「……くっ！」

　咄とつ嗟さに冬馬は右の拳こぶしを放った。考えるよりも先に身体からだが動いていた。しかしその拳は、桜の顔面まであと数センチというところで受け止められてしまった。

　みしっ。桜の手に力が込められ、拳が軋きしみをあげる。

──拳が砕かれる……！

　思った瞬しゆん間かん、石が割れるような音がした。

「ぐああ──がっ！」

　冬馬の叫びは、半ばで短い呻うめきに変えられた。桜の右手が冬馬の喉のどを鷲わしづかみにしたのだ。左手はなおも冬馬の拳を捉とらえている。

　振りほどこうとする冬馬だが、桜の膂りよ力りよくがそれを許さなかった。

　そのまま押し倒され、冬馬は氷に背中と後頭部を打ちつけた。その拍子に首がさらにきつく絞められ、冬馬の意識は弾はじけそうになった。

「月つき森もり冬馬……貴様は桂けいの肉体を奪い損ねた場合の控えにするつもりであったが……気が変わった……」

　冬馬に覆おおいかぶさる形になった桜が、絞り出すような声で言った。長い白髪が冬馬の顔にもかかる。と、その白髪が、さあっと音をたてて鮮あざややかな真紅に変色した。

　驚おどろく冬馬の眼前で、桜の肌が、瞳が、精せい緻ちな絵画や彫像のような美しさを甦よみがえらせた。

「貴様はもう要いらぬ！　八つ裂きにしてくれるわ！」

　喉を絞める桜の手に凶悪なまでの力が込められ、冬馬は喘あえいだ。殴るなり鈎かぎ爪づめを刺すなりして反はん撃げきしたかったが、満足に腕を動かすこともできない。

──このままじゃ、絞め殺される前に喉が握り潰つぶされる……！

　視界が白く霞かすんでゆく。そんな中、冬馬は思いがけない光景を目撃した。

　喘いで首を反らした視線の先──倒れている桂と、浮遊している『最さい後ごの月つき』のちょうど真ん中あたりに、一匹の犬が、ちょこんと「お座り」していたのだ。

　目も鼻もない真っ黒な犬。一体、いつからそこにいたというのか。

──あれは、響ひびきさんの影えい獣じゆう……!?

　思うが早いか、笑むように白い牙きばを剝むいて、影獣──シャドウウルフが闇やみを具現化した使い魔ま──が跳ちよう躍やくした。

　影獣は浮遊していた『最さい後ごの月つき』をくわえると、宙で器用に身を撚ひねって着地し、何処いずこかへと走り去っていった。その姿が完全に見えなくなるまで五秒もかからなかった。

　驚おどろきが、失われかかっていた冬とう馬まの意識を冴さえさせた。

──どうして、響さんが『最後の月』を持ち去るんだ……？

　桜さくらの指示だろうか。だとすると妙だ。桜の目的は力を解放した桂けいの肉体を奪うことであり、そのために『最後の月』を桂に与えるつもりであったはずだからだ。

　響が『最後の月』を持ち去ったことに気づいていないのか、気づいていながら捨て置いているのか、桜は悪鬼の形ぎよう相そうで冬馬の首を絞め続けている。

　半ば感覚がなくなりかけていた左腕を気迫で動かし、冬馬は桜の喉のどに鈎かぎ爪づめを喰くい込ませた。白磁の肌に血が滲にじみ、桜のまなじりはさらに吊つりあがった。

「きさ──があああっ！」

　桜の怒声は、冬馬の全身から噴ふきあがった極彩色の光によって、途中から絶叫に変わった。

　たまらず離れる桜。すぐさま飛び退のき、冬馬は立て続けに古き月の力で攻こう撃げきしようとした。しかし呼吸がひどく乱れていたために、それはできなかった。

「……おのれ……一度ならず二度までも……」

　怒りに肩と声を震ふるわせながら、桜は手の甲で頰ほおを拭ぬぐった。その手と頰は焼けただれて肉が露あらわになっている。

「もはや貴様は八つ裂きでは飽き足らぬ……骨のかけらも残さぬよう灼やき尽くしてくれるわ！」

　桜は声を響ひびかせると、焼けただれた手を胸の前に持ちあげた。その掌てのひらの上に淡い光に包まれたなにかが現れる。

　それは鳥の羽根だった。桜の髪や瞳ひとみに勝るとも劣らないような、美しい真紅の羽根。

　冬馬は、その羽根の名を知っていた。

「朱雀すざく扇せん……」

　桂の魔ま剣けん・絶ぜつや燐りんの迦か陵りよう頻びん伽がと同様、蘭らんが桜を討とうとする者のために遺のこした五つの武具の一つだ。その秘められた能力は──。

「来たれ」

　桜が朱雀扇を高く掲げる。刹せつ那な、膨ぼう大だいな量の炎が桜の周囲に発生した。あたりの空気が一いつ瞬しゆんにして炎天の砂漠のように熱くなる。

　炎は瀑ばく布ふのようにごうごうと唸うなりながら桜の頭上に集まると、そこで巨大な鳥の形を成した。

　その数──十五羽。

　あれは神鳥だ。かつて陣じん内ない甲こう牙がとの闘たたかいでその姿と威力を目まの当たりにしたことのある冬とう馬まは、「くっ」と呻うめいて後ずさった。

　力を極めた鬼族の戦士だけが召しよう喚かんできるという炎の巨鳥──神鳥。その召喚と使役を可能にする。それが朱雀すざく扇せんの能力であった。

　桜さくらの周囲や上空を悠々と飛び交う十五羽の神鳥たち。その翼つばさがはためく度に熱と火の粉こが振り撒まかれる。

「熱く貴たつとき太陽の使者たちよ、彼かの者を喰くらえ！」

　声高に桜が命じると、三羽の神鳥たちが応こたえるように高く鳴いた。向かってくる。

　迎げい撃げきしようと掌てのひらを構え、冬馬はためらった。

　迂う闊かつに攻撃すれば神鳥を爆ばく発はつさせてしまう。

──どうする……!?

　避さけるか、爆発させることを覚悟で撃うつか。冬馬は一いつ瞬しゆんのうちに思考を巡らせた。

　攻撃するのは確かに危険だが、避けたところでどこまでも追ってくるのは目に見えている。結局のところ、攻撃して消滅させるしかないのだ。

　意を決し、冬馬は掌に意識を集中した。極彩色の光の点が掌の中心に灯ともる。

──古き月の力なら……！

　横一列に並んで向かってくる三羽の神鳥たちの中央の一羽めがけ、冬馬は古き月の力を撃った。

　色彩鮮あざやかな光の奔流が、真っ正面から神鳥とぶつかり合う。

　刹せつ那なのせめぎ合いの末、極彩色の光と炎の巨鳥は互いの存在を打ち消し合った。

──思ったとおりだ。古き月の力なら、神鳥を爆発させずに消滅させられる！

　あわよくば神鳥を貫通して桜にまで届くかもしれないという期待もあったが、さすがにそれは叶かなわなかった。

　古き月の力──ラグナウルフの力とは全く質の異なる、不思議な力。蘭らんが教えてくれたとおりの強い力ではあるが、期待していたような絶対的な威力はない。

　事実、二度も直撃させたにもかかわらず、桜に致命傷を与えることはできていない。

──これが古き月の力の限界なのか、俺おれが力を発揮しきれていないだけなのか……。

　冬馬は軽く頭を振った。今はあれこれと考えている場合ではない。消滅させた神鳥は一羽で、残る二羽は変わらず迫ってきているのだ。

　再び正面に掌をかざし、冬馬は仰天した。

　なんと真っすぐ向かってきていた神鳥たちが、急に進路を違えて衝しよう突とつしたのだ。

　冬馬は反射的に耳を伏せた。変身した人じん狼ろう族は、そうすることで鼓膜を守れる。

　次の瞬間、氷原全体を揺るがすような爆発音が起こった。神鳥二羽分の膨ぼう大だいな炎が、大きな津波となって押し寄せてくる。

　翻ひるがえった冬とう馬まは、太刀たちにすがるようにして立っている桂けいの姿を視線の先に捉とらえた。

　迷うことなく、冬馬は彼の許もとに走った。




　空気が熱い。

　目を覚ました桂は、その異常なまでの熱さに顔をしかめた。

「な……んだ……？」

　額ひたいに手をやって頭を振る。鉛が詰められたように重くなっている頭は、少し動かすだけでずきずきと痛んだ。

　手元に転がっていた太刀をつかみ、それを杖つえ代わりにして立ちあがる。脚に思うように力が入らない。立つのに難なん儀ぎしていると、轟ごう音おんが鼓膜に襲おそいかかってきた。

「──ぐっ！」

　片耳を塞ふさいで顔をあげた桂は、一直線に突っ込んでくる人影に気づいて目を剝むいた。

　人影の向こうには巨大な赤い壁かべがそびえている。その壁の正体も判然としないうちに、人影──冬馬の肩が桂の胸板にぶつかった。

「な──」

「喋しやべるな、舌を嚙かむぞ！」

　声をあげようとした桂を、冬馬が刺すような口調で制した。が、その声は密着状態で発せられたにもかかわらず、桂の耳にはひどく遠く聞こえた。先の轟音で聴覚が狂っているのだ。

　桂の懐ふところに入ってきた冬馬は、桂を肩に担ぎあげて跳ちよう躍やくした。

　瞬またたく間に、二人は数十メートルの高みに達する。

　そこで桂は、驚おどろくべき光景を目まの当たりにした。大きな津波──それも赤々とした炎の津波が、ごうごうと唸うなりながら真下を通過してゆくではないか。その炎が赤い壁として見えたのだ。

　肌に火がつくような熱気が容赦なく噴ふきあがってくる。冬馬に助けられていなかったら、間違いなく炎に吞のみ込まれていた。そして火傷やけどではすまない傷を負っていただろう。

　ぎりっ、と桂は歯を嚙み鳴らした。そう、自分は助けられたのだ。敵であるはずの男に。

　氷原の半分近くを覆おおった炎の津波は、数秒足らずで消失した。が、氷原からすべての炎が消えたわけではない。なおも炎が逆巻いている場所が一カ所ある。

　その中心に桜さくらがいた。

──朱雀すざく扇せんで神鳥を呼んだか……！

　桜の周囲を飛び交う炎の巨鳥の姿に、桂は内心で毒づいた。

「降りるぞ」

　言った冬馬は、桜から優に二百メートルは離れたところに着地した。

　冬馬の足が地に着くや否や、桂は太刀の柄つかを冬馬の肩に叩たたき入れた。そこにはちょうど燐りんにつけられた傷があった。

　短く呻うめいて、冬とう馬まは半ば投げ捨てるようにして桂けいを下ろした。

　桂はすぐさま身を起こすと、太刀たちを冬馬の喉のど元もとに突きつけた。

「なぜ俺おれを助けた!?　俺を助ける理由など、貴様にはないはずだ！」

　強い口調で問う。自身の声まで音量や方向が狂って聞こえ、桂は苛いら立だちを覚えた。煩わずらわしいことこのうえないが、しばらくはこの状態が続くだろう。

　喉に刃やいばを突きつけられているというのに、冬馬に怯おびえている様子は微み塵じんもない。ただじっと桂の目を見据えている。

「答えろ！」

　二度目の問いかけに、冬馬が口を開く。

「あんたが死ぬと、哀かなしむ女性たちがいる」

　その余りに意外な返答に、桂はきょとんとなった。冬馬の喉に向いていた太刀の切っ先が心持ち下がる。

「それに、俺とあんたは同じだから」

「な……に……？」

「立派な理由だろ？」

　冬馬は目だけで小さく微笑ほほえむと、手の甲でそっと太刀を払いのけて、桜の方へと駆けて行った。

　凍りついたような表情で、桂は遠ざかってゆく金色の背中を見送った。




　煮えたぎるような空気の中を疾走しながら、冬馬は懸けん命めいに呼びかけていた。

　己に秘められた力──すなわち、古き月の力に。

　古き月の力は、まだ完全に目覚めてはいない。自らの意志で攻めの力として撃うてるようにはなったが、扱えているのは力の一端にすぎない。冬馬にはそれがはっきりとわかるようになっていた。

──今のままじゃあ、桜に手傷を負わせることはできても倒すことはできない。だから……。

　だから、目覚めてくれ。俺に桜を倒させてくれ。

　大切な人を取り戻すために。もうこれ以上、誰だれも失わずにすむように。

　それは、祈りにも似た呼びかけだった。

　桜の白い手に握られた父の心臓が、冬馬の脳裏をかすめる。

　痛みに耐えるように、冬馬は目元を歪ゆがめた。その時、どこかで子供の泣き声がした。

　すぐ耳元で聞こえるようでもあり、遥はるか遠くから聞こえてくるようでもあるその声は、先程うつむいていた際に聞こえてきた声と同じだった。

「この声……」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、前方から熱い風が吹きつけてきた。風圧も凄すさまじく、声に気を取られていた冬とう馬まは吹き飛ばされそうになった。踏ん張りつつ正面を見る。桜さくらを守しゆ護ごするように飛び交っていた十二羽の神鳥──そのうちの五羽が、大きく羽ばたきながら向かってきていた。

　冬とう馬まは古き月の力で応じた。左の掌てのひらから放たれた極彩色の光が神鳥の一羽を道連れにして消滅する。

　間髪入れず、冬馬は掌に意識を集中した。身体からだの奥底から湧わきあがってくる古き月の力が、全身を血液のように巡って掌へと集まってゆく。

「消えろおっ！」

　掌から極彩色の光が奔はしった。それも立て続けに三度も。

　放った光と同じ数の神鳥が光とともに消え去った。

　仲間を消されて怒ったのか、残った一羽が甲高い声をあげた。刹せつ那な、その紅ぐ蓮れんの両りよう翼よくから直径一メートルほどの火球が数十個ずつ撃うち出された。

　弾丸のような速さで飛来する火球群を、冬馬は真上に跳ちよう躍やくして避けた。しかし火球群は軌道を変えて追ってきた。

──しつこいな。

　心中で吐き捨てると、冬馬は火球群に左手を向けた。極彩色の光の点が無数に瞬またたく。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの声とともに、百本を超える光の矢が疾走を開始した。矢は迫りくる火球群を貫通すると、やはり軌道を変えて冬馬に迫っていた神鳥の全身に突き刺さった。

　貫かれた火球群はシャボン玉のように弾はじけて消え、神鳥もまたかすかな火の粉こだけを残して消滅した。

「残り……七羽！」

　虚空に獣じゆう気きの塊を生み出し、その上に立った冬馬は、そこであることを思いついた。

──神鳥を逆手に取ってやる！

　眼下に立つ桜は七羽の神鳥に囲まれている。もし、その神鳥たちが桜の側そばで一斉に爆ばく発はつしたら──。

　桜は召しよう喚かん者だ。神鳥の炎で彼がダメージを受けることはないかもしれない。だが、かつて陣じん内ない甲こう牙がは自らの召喚した神鳥によって致命傷を負った。試してみる価値は十二分にあるだろう。

　冬馬は、また掌の前に無数の光の点を瞬かせた。光の色は眩まばゆい金色。神鳥を爆発させるのが目的であるから、古き月の力で攻こう撃げきする必要はない。

「いくぞ！」

　金色の矢を撃うとうとした瞬しゆん間かん、真っ正面に神鳥が現れた。飛来してきたのではない。音もなくいきなり現れたのだ。冬馬の視界は紅蓮に染まった。

「ぐ……っ！」

　神鳥の発する熱気を間近で浴び、冬とう馬まは呻うめいた。体毛が火に強くなかったら一いつ瞬しゆんにして全身火だるまになっていただろう。それほどに熱い。

──術で転移させたのか……！

　瞬間的に他ほかの場所に渡る能力は、神鳥にはなかったはずだ。桜さくらが空間転移の術で送り込んできたのだろう。

　冬馬は攻こう撃げきを諦あきらめ、獣じゆう気きの塊を蹴けって退こうとした。しかし、

──囲まれた……！

　神鳥が現れたのは正面だけではなかった。左右に背後、さらには上方、下方にまで神鳥が現れ、その緋ひ色の翼つばさを広げていた。

　退路は、ない。

　冬馬が焦しよう燥そうに口元を歪ゆがめると、六羽の神鳥──計十二枚の翼が膨ふくれあがった。火球を撃うつつもりだ。

　包囲されたこの状態で数百個もの火球を浴びせかけられたら、ひとたまりもない。

　冬馬は戦せん慄りつに身を竦すくめた。直後、十二枚の翼から大量の火球が撃ち出された。

「やられるものか！」

　恐怖の一切を吐き出すように、冬馬は咆ほう哮こうした。刹せつ那な──。

　ごうっ。冬馬の全身から極彩色の光が噴ふき出した。

　光は、火球群と六羽の神鳥とを一瞬にして消し去った。

「やった……」

　周囲一面が極彩色に霞かすむ中、冬馬は弱々しい声を出した。魂が身体からだから離れてしまったかのように全身に力が入らない。

　任意で撃てるようになったとはいえ、未いまだ全解放することもできていなければ使い慣れてもいない力を一度に大きく放出したのだ。反動があっても不思議ではない。

　ぐらりと身体が傾く。獣気の塊から足を踏み外し、冬馬はそのまま落下した。

　その時、視界の片隅に炎が見えた。桜に従っていた神鳥の最後の一羽が体当たりを仕掛けてきたのだ。

　意識は鮮せん明めいだったが、どうすることもできなかった。




　手が震ふるえていた。切せつ羽ぱがかちゃかちゃとせわしなく音をたてている。

──俺おれは、なぜ震えている？

　冬馬と神鳥たちの闘たたかいを蒼あおい瞳ひとみに映しながら、桂けいは自問した。

　恐怖によって震えているのだろうか。

　神鳥の怖さ、厄介さは桂も知っているし、そんな神鳥を一撃で、しかも爆ばく発はつさせることなく消してしまう冬馬の力も充分に化け物じみている。

　恐怖で震ふるえている──その部分は間違いなくあるだろう。だが、桂けいを真に震えさせているのは、もっと別の感情だ。

──俺おれはなぜ震えている？　なぜ、こうも震えが止まらない……!?

　二度目の自問をした時、耳じ朶だに冬とう馬まの声が甦よみがえった。

（あんたが死ぬと、哀かなしむ女性たちがいる）

（それに、俺とあんたは同じだから）

　その声とともに、苛いら立だちが湧わきあがってくる。

　切れるほどに強く、桂は唇を嚙かみしめた。

　憎むべき犬の吐いたそれらの言葉は、意志とは無関係に耳朶の奥で繰くり返された。

（あんたが死ぬと、哀しむ女性たちがいる）

（それに、俺とあんたは同じだから）

「ふざけたことを……」

　桂の口から、怒気をはらんだ低い声が洩もれた。

　桂は気づき始めていた。己を震えさせている感情──それが苛立ちと、そして戸惑いであることに。

（あんたが死ぬと、哀しむ女性たちがいる）

（それに、俺とあんたは同じだから）

　冬馬の言葉が甦る度に、苛立ちと戸惑いが募ってゆく。

「犬と俺が同じなどと……」

　冬馬の姿を追って空に視線を移した桂は、

「……！」

　冬馬が複数の神鳥に囲まれているのを見て、息を吞のんだ。

　前後左右だけでなく、上や下まで塞ふさがれている。あれでは逃れようがない。

　距離があるうえ炎に邪じや魔まされているため冬馬の姿はほとんど見えないが、それでも彼が怯ひるんでいることはわかった。

　桂は、だらりと下げていた太刀たちを素早く構えた。それは無意識のうちに取った行動だった。

　踏み出そうとして、気づく。

──俺は、なにをしようとしている……？

　冬馬を助けようとでもいうのか。

　冬馬は人じん狼ろう族だ。十年がかりの計画を潰つぶしてくれた張本人でもある。

　そんな男を助ける道理がどこにある？

　あるはずがない。

　放っておけばいい。神鳥に灼やき殺される様を見て嘲あざ笑わらってやればいいのだ。

　だが、しかし──。

　音が鳴るほどに強く、桂けいは歯を食いしばった。次の瞬しゆん間かん、空で極彩色の光が炸さく裂れつした。

　腕で目を覆おおわずにはいられないほどの強い閃せん光こうに、桂は「うっ」と呻うめいた。

　閃光が薄うすれて顔の前から腕を下ろした桂が目にしたのは、極彩色に霞かすんだ空と、そのただ中に立つ冬とう馬まの姿だった。六羽の神鳥は影も形もない。

「あれだけの数の神鳥を、一いち撃げきで消し去ったというのか……？」

　あり得ない。月つき森もり冬馬は確かに人じん狼ろう族最強の種──黄おう金ごん狼おおかみだ。しかし、いくら黄金狼といえど、神鳥六羽をまとめて消し去るなどということができるはずがない。黄金狼の力の範はん疇ちゆうを大きく超えている。

　呆ぼう然ぜんと見つめていると、虚空に立っていた冬馬の身体からだがぐらりと傾き、落ちた。それと同時に、桂の視界に神鳥が入り込んできた。桜さくらの傍らに残っていた最後の一羽が仕掛けてきたのだ。

　その神鳥が向かっている先は──冬馬。

「ちい……っ！」

　舌打ちして、桂は地を蹴けった。その姿がフッとかき消える。空間転移だ。

　一瞬の後、桂は空中に現れた。左腕を真横に伸ばし、真っ逆さまに落ちてきた冬馬を受け止める。肩が外れそうな衝しよう撃げきに顔を歪ゆがめていると、正面から熱風が襲おそいかかってきた。

　神鳥は、もうすぐそこまで迫っていた。

「目障りだ、失うせろ！」

　吠ほえて、桂は太刀たちを振るった。刀身から迸ほとばしった光が神鳥の頭部に深々と突き刺さる。

　絶叫にも似た声をあげる神鳥。その瞬間には、桂は空間転移で神鳥の前から退いていた。冬馬とともに。

　地上に転移するや否や、桂は周囲に防御結界を張った。刹せつ那な、上空に紅ぐ蓮れんが広がった。桂の攻撃で神鳥が爆ばく発はつしたのだ。

　大小様々な炎の塊が雨のようにあたりに降り注ぐ。炎は桂たちにも容赦なく降ってきたが、すべて結界によって遮断された。

　炎の雨が収まるのを待ってから、桂は結界を解いた。

「……今度は、俺おれが助けられたみたい……だな……」

　桂の腕に支えられるようにして立っていた冬馬が、呻き混じりの声を出した。桂の聴覚はいまだ元に戻っておらず、その声も音量と方向が狂って聞こえた。

「笑わせるな」

　嫌悪たっぷりに吐き捨てて、桂は冬馬を突き飛ばした。多少よろめきはしたが、冬馬は倒れることなくしっかりと立った。二人は向かい合う。

「神鳥をまとめて消した貴様の力……使い道の一つもあるだろうと拾ったまでの話だ」

　冬馬の鼻先に太刀を突きつけて、桂は言った。

「貴様の力、奴やつを殺すためにせいぜい利用させてもらう」

　桂けいの言葉に、冬とう馬まは一いつ瞬しゆん目をしばたたかせた。そして──。

「ああ、それでいいと思う」

　微笑ほほえむように小さく口元を歪ゆがめた。

「余を殺す算段でもしているのか？」

　桂が冬馬の鼻先から太刀たちを下ろそうとしたその時、桜さくらの声が聞こえた。

　聴覚が狂っているためにその声がどこから届いたのかがわからず、桂がきょろきょろしていると、「あそこだ」、冬馬が鼻先で桂の背後を示した。

　振り返ると、中空に立つ桜と目が合った。人差し指と中指の間に挟んだ真紅の羽根を揺り動かしながら、傲ごう然ぜんと桂たちを見下ろしている。

「女を奪われた者同士、存外気が合ったか？　二人掛かりでも、余は一向に構わぬぞ？」

　ふふっ、と微笑する桜。

　そんな桜を睨ねめつけながら、桂は冬馬に問いかけた。

「あの珠たまは……『最さい後ごの月つき』はどこだ？」

「持ち去られたよ。響ひびきさんの影えい獣じゆうに」

　予想もしていなかった答えに、桂は思わず振り返った。

「響……だと？　なぜ奴やつが『最後の月』を持ち去る!?」

　わからない、と冬馬は首を横に振った。

「桜の命令なのか、あの人自身の意志による行動なのか、それさえわからないけど……けど、もしかしたら──」

「益やく体たいのない話はそれまでだ」

　桜の声と、ごおっという音が冬馬の言葉を遮った。

　桜の方に向き直り、桂は舌打ちした。

　灼しやく熱ねつの風が全身を撫なでつける。まるで桜を称たたえるかのように、彼のまわりを新たに召しよう喚かんされた三羽の神鳥が舞っていた。

　じりじりと後ずさりつつ、桂は噴ふき出してきた汗を手の甲で拭ぬぐった。

「香か沙ざ薙なぎ」

　冬馬の真横まで下がったところで、冬馬が声をかけてきた。

「神鳥は俺おれが引き受ける。あんたは防御に徹てつしながら、その剣で桜を斬きるチャンスを窺うかがってくれ。俺たちが桜に勝つ方法は、多分それしかない」

「犬が俺に指図をするな」

　つっけんどんに応こたえながらも、桂は冬馬の提案に心中で同意していた。

　桂が手にしている太刀──魔ま剣けん・絶ぜつは、魔力そのものや霊れい的存在をも含めたあらゆる物を斬ることができる。桜の防御能力がいかに高かろうと、絶による攻撃が命中すれば一撃で桜を倒すことも不可能ではない。

　冬とう馬まと共きよう闘とうすることへの抵抗は強いが、今だけはこらえる。

　敵でもなんでも利用できるものはすべて利用する。そして桜さくらを殺す。

　一族を皆殺しにした人じん狼ろう族への復ふく讐しゆうは、後回しでいい。

　内心で己に言い聞かせつつ、桂けいは太刀たちを構えた。炎の色を照り返し、曇くもりのない刀身がぎらっと光る。

「ゆくぞ、下げ賎せんども」

　炎の向こうで桜が悪鬼の笑みを浮かべ、神鳥たちが高らかに鳴いた。

　それが死し闘とうの始まりを告げる鐘かねとなった。

　桂は左に、冬馬は右に、それぞれ駆け出した。

　この時、桂も冬馬もまだ気づいてはいなかった。

《蘭らんの封ふう界かい》に、異変が起こり始めていたことに──。




　その異変に最初に気づいたのは、冬馬たちが闘たたかっている場所から十キロ近くも離れた砂漠にいた二人の青年──南なん原ばら鷹たか秋あきと柚ゆず本もと真ま矢やであった。

　鷹秋と真矢は、約束の時間を過ぎても落ち合うと決めた場所に戻ってこなかった冬馬と相そう馬まを探すため、彼らが向かった方面へと走っていた。

　鷹秋も真矢も、全身に傷を負っていた。体毛はすっかり血で汚れてしまっている。並の人狼族なら立っていることもままならないほどの傷だが、それでも二人の走りは力強い。

　冬馬や相馬、それになにより深み雪ゆきの生命が懸かかっているのだ。へこたれてなどいられない。

「ったく、月つき森もりの野郎も親父おやじさんも、どこまで行っちまったんだ！」

　走りながら、鷹秋は声を荒げた。かなりの距離を走ってきたにもかかわらず、深雪を見つけるどころか、冬馬や相馬の匂においさえ捉とらえられていない。

　冬馬たちも深雪も、敵に殺されてしまったのかもしれない。この広大な異空間には、自分たち以外の仲間はもう誰だれもいないのかもしれない。

　湧わきあがってくる不安を、鷹秋はぶるぶると首を振って追い払った。これまでに同じ動作をもう何度繰くり返したかわからない。

「……ちくしょうっ！」

　吐き捨てたその時だった。ぱらっ、と鷹秋の鼻先になにかが落ちてきた。

「……ん？」

　立ち止まって、鷹秋は鼻先からそれをつまみあげた。

「なんだ、こりゃ？」

　子供の爪つめよりも小さなそれは、陶器かガラスの破片のように見えた。硬質で、色は真紅。今立っている砂漠や頭上に広がっている空と、ちょうど同じ色だ。

　陽ひに透かすようにしてまじまじと見ていると、

「止まるな。休んでるヒマがあったら、姉さんを探せ」

　先行していた真ま矢やが戻ってきた。

「別に休んじゃいねえよ。こいつが鼻の頭に降って──」

　かけらを真矢に見せようとして、鷹たか秋あきは目を瞬またたかせた。差し出したとたん、かけらが淡雪のように溶け消えてしまったのだ。

「なんだ、今のは？」

「わからねえ。なにもしてないのに消えちまった。雪って感じじゃなかったが……」

　訝いぶかっていると、またあの陶器ともガラスともつかない赤いかけらが、今度は真矢の肩に降ってきた。

「……？」

　真矢がつまみあげると、かけらは先と同じように消えてしまった。

　二人は顔を見合わせると、揃そろって空を仰ぎ──そして仰天した。

「空が……」

「……揺れてる？」

　奇妙な光景だった。地面が揺れてそう見えているわけではない。紛まぎれもなく、空それ自体がぐらぐらと揺れていた。

　ぱらぱらっ。三度、赤いかけらが降ってきた。それも一つや二つではない。数十、数百──空のそこかしこから、無数に降り注いでくる。

　ほとんどは空中で消えたが、いくつかが鷹秋たちの頭や肩の上に落ちてきた。

「空のかけら、ってことなのか……？　こいつは……」

　かけらの一つを指先で弄もてあそびながら、鷹秋は呟つぶやいた。と、空を見ていた真矢が息を吞のむ気配が伝わってきた。

　鷹秋が空に目をやると同時に、それは起こった。

　乾いた高音が響ひびくとともに、空に一本の白い筋が走ったのだ。

「空にひびが入りやがった……」

　鷹秋も真矢も、目を丸くした。

「空が揺れてるのは、このあたりだけなのか……？」

「亀き裂れつがずっと向こうにまで続いているから、多分違う」

「ってことは、このクソだだっ広い空間の空全部が、同じように揺れてるかもしれないってことか？」

　真矢はその問いには答えず、考え込むような素振りをみせた。

「もしかしたら──」

　真矢がなにかを言おうとしたその時、突きあげるような衝しよう撃げきが二人を襲おそった。

「うおっ!?」

　つんのめりそうになった鷹たか秋あきは、反射的に青せい龍りゆう刀を地に突き刺した。もっとも下は砂なので、青龍刀はほとんど支えにはならなかったが。

「今度は地じ震しんかよっ！」

　踏ん張りながら、鷹秋は怒鳴った。震度にすれば六か七はあるだろう、かなり強い地震だ。真ま矢やも懸けん命めいにバランスを取っている。

　幸い、地震は五秒足らずで収まってくれた。

「一体、なにがどうなってやがるんだ？　空が揺れたり地面が揺れたり……」

　砂から青龍刀を引き抜いて肩に担ぎ、鷹秋はまた空を見た。

　空の揺れはなおも続いていた。いつの間にか亀き裂れつが三筋に増えている。

「きっと、そうだ」

　唐突に真矢が言った。

「あん？」

「この空間そのものが、崩れようとしているんだ」

　淡々とした口調で、真矢はとんでもないことを言った。

「な……」

「それしか考えられない。そうでもなかったら、空にひびが入ったりはしないはずだ」

　確かに、と鷹秋は思った。

「けどよ、おまえの言うとおり、この空間そのものが崩れ始めてるとして、その原因はなんなんだ？」

「そこまでわかるか。少しは自分の頭で考えろ。たまには頭も使っておかないと、ダブりにダブって妹と同級生になるぞ」

「……」

　真矢の返答に、鷹秋は片方の拳こぶしをわなわなと震ふるわせた。「キレるな。俺おれは大人だ」と内心で繰くり返す。ここで怒っても体力の無駄になるだけだ。

「崩ほう壊かいの原因はわからないけど、一つだけはっきりしていることがある」

「……なんだよ、そりゃ？」

「一刻も早く姉さんを見つけて脱出しなくちゃいけないってことだ。崩れ落ちてきた空に潰つぶされるなんて、僕ぼくは絶対に嫌だ」

「……だな。俺だって御免だ」

　震わせていた拳を下ろし、鷹秋はひび割れた空を凝ぎよう視しした。

　真矢の言うとおり、この異空間が崩れ始めているとして──果たして空が落ちてくるまでにあとどれだけの時が残されているのか、鷹秋たちには見当もつかない。

「行くぜ。サボってるヒマは、一秒だってねえからな」

　頷うなずく真矢。二人は再び走り出した。

　冬とう馬またちがこちらの方面へ向かった、という手掛かりしかなく、いくら走ったところで冬馬たちや深み雪ゆきに出会えるという保証はどこにもないが、今はただ走るしかない。

　走り出してすぐに、また砂の大地が揺れ始めた。先程のような激げき震しんではなく、走ることにも支障ない程度の揺れなのだが、今度のは十秒経たっても一分経ってもやまなかった。

──真ま矢やの推測は大当たりみてえだな。この空間はもうじき崩れる。

　時とともに拡大している空の亀き裂れつ。降りやむことのない細かな赤い空のかけら。そして地震。それらが、この術によって創成された空間の崩ほう壊かいを鷹たか秋あきに確信させた。

──見つけなくちゃなんねえのは、月つき森もりたちや深雪さんだけじゃねえ。この空間からの脱出方法だってわかってねえんだ。そいつも見つけねえとな……。

　走りながら鷹秋が考えていると、不意にある匂においが鼻び孔こうに飛び込んできた。

「──見つけた！」

　鋭するどく言って鷹秋が足を止めると、すぐに真矢も立ち止まった。

「月森の匂いだ！」

　ようやく鼻に引っ掛かってくれた。

「……？」

　鷹秋よりも嗅きゆう覚かくの劣る真矢にはまだ感知できないらしく、険しい目つきで鼻をひくつかせている。

「まだ七、八キロは離れてるな。多分、あの山のあたりだ」

　軽くあごをしゃくって、鷹秋は地平線の彼方かなたに連なって見える氷山を示した。

「姉さんもそこにいるのか？」

「どうだかな……」

　真矢の問いに、鷹秋は曖あい昧まいに答えた。冬とう馬まの匂いを捉とらえはしたが、そこに深雪や相馬の匂いはない。代わりに知らない匂いが二人分ある。

──月森の奴やつ、敵に挟まれちまってるのか……。

　急がなければならない理由が増えた。冬馬と行動をともにしていたはずの相馬の匂いがないことも気になる。

「僕ぼくの鼻には、まだなんの匂いも引っ掛かっていないんだ。説明しろ」

「説明してる時間が勿もつ体たいねえ。もう一、二キロも走りゃあ、嫌でも嗅かぎ取れる。急ぐぜ！」

　乱暴に返して、鷹秋は駆け出した。憮ぶ然ぜんと口元を歪ゆがめた真矢がその後に続く。

　彼らの耳に氷山の方向からくぐもった爆ばく発はつ音が聞こえてきたのは、それから間もなくのことだった。




　闘たたかいは激戦であり、またそれ以上に苦戦であった。

　甲高く鳴いて神鳥が迫る。右と左と、そして正面から。

　翼つばさのはためきが起こす熱風に耐えながら、冬とう馬まは距離が一番近い左からの神鳥に極彩色の光を放ち、相そう殺さいした。すぐさま振り返る。百個近い数の火球が弾丸のような速さで飛んでくるのが見えた。

　迎げい撃げきは間に合わないと判断し、ひとまず冬馬は跳ちよう躍やくした。火球群は追尾してくる。

　すうっと胸いっぱいに息を吸い込み、冬馬は咆ほう哮こうした。つんざくような咆哮は衝しよう撃げき波となって火球群を炸さく裂れつさせ、冬馬と地上の間に紅ぐ蓮れんのカーテンが広がった。

　そのカーテンを突き破って、二羽の神鳥が現れる。

　冬馬は掌てのひらの前に極彩色の点を無数に瞬またたかせると、矢の雨として撃うち出した。二羽の神鳥はそれを全身に浴びて消滅する。

──今ので、何羽目だったんだろう？

　内心でそう洩もらした冬馬の意識には、靄もやがかかっていた。息も乱れている。

　獣じゆう人じんの力の源である獣気と古き月の力は、全く質が異なる。

　神鳥とは古き月の力を中心にして闘たたかってきたため、獣気はそれほど消耗していないのだが、度重なる古き月の力の使用は、冬馬の身体からだにダメージを与えていた。

　反動によって身体中の骨や筋肉、内臓が軋きしみ、悲鳴をあげている。病びよう巣そうに全身を蝕むしばまれた冬馬の肉体にとって、古き月の力は諸もろ刃はの剣だった。

──力が解放しきれているわけでもないのにこの様ざまじゃあ、我ながら先が思いやられるな。もっと力のコントロールが上手うまくなれば、反動も抑えられるんだろうけど……。

　靄のかかった頭で考えながら着地すると、背中に凄すさまじい熱気を感じた。

　振り返ると、そこに緋ひの両りよう翼よくを広げた神鳥の姿があった。戦せん慄りつが一いつ瞬しゆんにして頭の中の靄を晴らす。

「くっ！」

　撃うつか、退いて間合いを取るか。冬馬が選択したのは後者だった。

　氷を強く蹴けって神鳥から離れる。刹せつ那な、光るなにかが冬馬の顔の数センチ横を矢のような速さで通り過ぎた。それが蒼あおく輝かがやく光の槍やりであると視認できた瞬間には、その槍は神鳥の首の付け根に突き刺さっていた。

　咄とつ嗟さに冬馬は両腕を交差させ、同時に耳を伏せた。一瞬の後、神鳥が爆ばく発はつした。

　轟ごう音おん、爆圧、炎。それらが混ざり合って冬馬に襲おそいかかる。

「が……っ！」

　冬馬は爆圧によって氷に叩たたきつけられた。ロクな受け身も取れなかった。炎も浴びたが、火に強い体毛と身に纏まとった獣気のおかげでたいしたダメージにはならなかった。もっとも、神鳥が爆発したのが至近距離であったならば、ただではすまなかっただろうが。

　ぶつけた右肩を押さえつつ立ちあがった冬馬は、光の槍が飛んできた方向に目をやり、

「援えん護ごはありがたいけど……もう少し穏おだやかにやってもらえると助かるよ」

　そこに立っていた桂けいに声をかけた。

「生あい憎にく、俺おれには神鳥を爆ばく発はつさせずに消すような手品じみた技はない。諦あきらめろ」

　冷めた口調で桂。その表情は口調と同じく冷めているが、額ひたいや首筋には珠たまのような汗がいくつも浮いていた。肩も激しく上下している。

──香か沙ざ薙なぎの体力も、限界にきているみたいだな……。

　冬とう馬まは彼の隣となりにまで歩き、彼方かなたを見やった。

　遥はるか前方に逆巻く炎が見える。数羽の神鳥が飛び交っているのだ。桜さくらはその中心にいる。

「また神鳥が召しよう喚かんされてる……きりがないな……」

　ため息をつきたい気分だった。倒した神鳥の数は既に三十を軽く超えている。大半は冬馬が古き月の力で消したが、先のように桂の攻こう撃げきで爆発した神鳥も少なくない。

　神鳥は冬馬が引き受け、桂は防御に徹てつしながら桜さくらに斬きり込む機会を窺うかがうという戦法は、消しても消しても湧わいてくる神鳥によって完全に封じられていた。

「これじゃあ、いつまで経たっても鼬いたちごっこだ……」

　げんなりと呟つぶやくと、

「寝言は寝て言え。この状況も、もう長くは続かない」

　桂がつっけんどんに言った。

「え……？」

「貴様、まさか気づいていないのか？」

　桂の眉み間けんに皺しわが寄った。

「この空間は……《蘭らんの封ふう界かい》は、もうじき崩ほう壊かいする。空を見てみろ」

「……？」

　言われるままに空を仰ぎ、冬馬は驚おどろいた。空がぐらぐらと揺れ、幾筋もの亀き裂れつが縦じゆう横おうに彼方まで伸び広がっているではないか。

「全然、気づかなかった……」

　さらに目を凝こらすと、ぱらぱらと赤い粉のような物が降っているのが見えた。神鳥が振り撒まく火の粉このおかげで、これにも気づいていなかった。

「能天気な男だ。まさかと思うが、地じ震しんにまで気づいていなかったわけじゃないだろうな？」

　冬馬は押し黙だまった。知らなかった。言われてみれば、確かに大地が揺れている。

　桂によれば、何分か前に一度突きあげるような強い地震があり、それから弱い揺れがずっと続いているという。

　闘たたかいに集中していたうえに、跳んだり走ったりと激しく動き回っていたために、他ほかのことには一切気が回っていなかった。古き月の力の反動で頭に靄もやがかかっていたことも影えい響きようしているのだろう。

──場の異変にも気づけないなんて……注意しないといけないな。

　頭を振って自戒した冬とう馬まは、

「けど、どうして急に崩ほう壊かいが始まったんだ？　百年以上も存在し続けた場所が……」

　桜さくらの意志だろうか。思いつつ問うと、桂けいは鬱うつ陶とうしそうに舌打ちしてから答えた。

「核が破壊された。それ以外にはない」

「……核？」

「術によって創成された空間には、必ず核が存在する。畳一畳分の空間だろうと、ここのような無駄に広い空間だろうと、それは変わらない。核が破壊されれば、空間は均きん衡こうを失って崩れる」

　一度核が破壊されたら、たとえ創造主であろうと崩壊を止めることはできないと、桂は付け加えた。

「この空間の核って、もしかして……」

「そう。汝なんじが破壊した、あの石碑だ」

　桜の声。冬馬と桂は咄とつ嗟さに身構えた。しかし、近くに桜の姿はない。

「相変わらず不精な男だ……術で声だけ送ってきやがった」

「こっちの会話も全部筒抜けになっているみたいだな……」

　桂と揃そろって彼方かなたの炎を睨にらみながら、冬馬は蘭らんのことを思った。

　冬馬が石碑を破壊したことによって百数十年の呪じゆ縛ばくより解き放たれ、そして冬馬に願いを託して消えていった女性──。

　弟の凶行を止めることも我が子の側そばにいることも叶かなわなかった彼女の無念は、計り知れない。

──一体、どれだけの人が桜のために不幸になったんだろう。

　神になりたい。永遠に在り続けたい。桜のその願いのために、どれほどの血と涙が流されてきたのだろう。

　怒りではなく切なさが込みあげてきて、冬馬の目め頭がしらは熱くなった。

　為なすべきことを見失わぬよう、激情を押し殺して闘たたかってきた。

　怒りや憎しみは、今も心の奥に封じ込めてある。なのに、切なさだけが抑えきれない。

「終わらせよう」

　それは傍らの桂ではなく、自分自身に向けての言葉だった。そんな冬馬を桂は横目でじっと見ている。

「もう、終わらせなくちゃいけないんだ」

　今ここで、すべて。

　何度か深呼吸して、乱れていた息を整えた冬馬は、

「香か沙ざ薙なぎ、俺おれに続いてくれ」

　そう言って駆け出した。

「……ちっ」

　一いつ瞬しゆん遅れて、桂けいも走り出す。

　桜さくらまでの距離、およそ百二十メートル。全力疾走はしない。冬とう馬まはちらっと振り向き、桂が十数メートル後ろをついてきていることを確認した。

　冬馬は残された力のすべてを使い、最後の賭かけに出ようとしていた。賭けが成功した後には桂の力が必要になる。彼を振りきってしまうわけにはいかない。

「来るか。ならば、望みどおり終わらせてくれよう！」

　あたりに桜の声が朗々と響ひびいた。応じて、桜を取り巻いていた七羽の神鳥が隊列を組んで攻めてきた。

　立ち止まって、冬馬は左手に刃渡り一メートル半ほどの裂光の剣を出現させた。

　その刃やいばに、さらに古き月の力を込める。眩まばゆい金色の刃は、より眩く鮮あざやかな極彩色の刃に生まれ変わった。

　未いまだ解放しきれずにいる古き月の力だが、力のコントロールは徐々に、しかし着実に上手うまくなっていた。

　極彩色の剣を構えると、冬馬は迫る神鳥の群れのただ中に飛び込んだ。

　冬馬が自ら群れに飛び込んでくるなどとは、想像もしていなかったのだろう。神鳥たちの動きに迷いが生じた。陣形が乱れる。

　耐え難い熱気に、それでも必死に耐えながら、冬馬は極彩色の剣を振るった。
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　最初の斬ざん撃げきで一羽の神鳥の首を刎はね、返す刀で別の一羽の頭を断ち割る。

　斬きられた二羽の神鳥は、たちまち火の粉ことなって散さん華げした。

──いける！

　古き月の力の連発は、身体からだへの負担が大きい。だが、こうして剣として振るえば、力を連発することなく攻撃できる。無論、神鳥を爆ばく発はつさせてしまう可能性もあったが、狙ねらいどおりにいってくれた。しかし、

──本当の賭かけは、ここからだ！

　左手から肉にく薄はくしてきた神鳥を、ぐんと身体を沈めてかわした冬とう馬まは、頭上にある神鳥の腹に剣を突き刺し、首の付け根あたりまで一気に斬り裂いた。そして、その神鳥が散華するや否や、次の攻撃に移った。

　飛び退のきつつ、極彩色の剣を投げ放つ。剣は彗すい星せいの如ごとく尾を引きながら、接近していた神鳥の頭部に突き刺さった。

　神鳥は火の粉に、剣は燐りん光こうになって消滅した。

──三羽まで減らせば……。

　それまで縦じゆう横おう無む尽じんに神鳥の間を疾しつ駆くしていた冬馬は、そこでピタリと足を止めた。

　煮えたぎるような熱気の中、全身から無駄な力を抜いて無形の位を取る。

　そんな冬馬を三羽の神鳥が包囲した。

──親父おやじ……。

　心の中で、冬馬は父に呼びかけた。

　父の姿が走そう馬ま灯とうのように甦よみがえる。

　皮肉めいた笑み。母の遺い影えいを見つめる、どこか疲れた横顔。そして、守るべき者のために闘たたかいに臨のぞむ金色の背中──。

　自分にラグナウルフの血を継がせたことを恨んだこともあった。

　母が死んだのはすべて父が不ふ甲が斐いなかったせいだと軽蔑もした。

　それらの気持ちが父との間に溝を作り、距離を置くために住む家を別々にした。

　深み雪ゆきと出会うまで、その溝はなかなか埋まらなかった。

　良好な父子関係とはいえなかったかもしれない。

──それでも……親父は、俺おれの親父だった。

　ごうっ。神鳥たちの羽ばたきが起こした衝しよう撃げき波はのような熱風が冬馬を叩たたいた。しかし冬馬の無形の位は崩れない。

「──来い」

　意志の輝かがやきを宿した目で神鳥の彼方かなたに立つ桜さくらを見据えながら、冬馬は言った。直後、神鳥たちが三方向から覆おおいかぶさるような形で体当たりを仕掛けてきた。

　冬馬は身じろぎの一つもすることなく、神鳥たちの体当たりをまともに喰くらった。

「な──！」

　桂けいも、そして桜さくらも、冬とう馬まが抵抗のかけらも見せずに炎に吞のみ込まれたその光景に、啞あ然ぜんとなった。

　刹せつ那な、彼らは見開かれていた目をさらに大きくすることとなった。

　冬馬を吞み込み、今まさに爆ばく発はつしようとしていた三羽の神鳥が、一いつ瞬しゆんにしてその身体からだの色を変えたのだ。

　紅ぐ蓮れんから、金色に。

「──!?」

　絶句する桂と桜の前で、金色の神鳥たちはごうごうと渦巻きながら空へと昇った。

「いけえっ！」

　高らかに叫んだのは、金色の神鳥たちの真下に立っていた冬馬。

　応こたえるように鳴いて、金色の神鳥たちは桜めがけて急降下した。

「バカな──!?」

　驚きよう愕がくの声をあげて、桜は朱雀すざく扇せんを高く掲げた。神鳥たちに命令を下そうとしたのだ。しかし神鳥たちは応じなかった。

　応じるはずもない。紅蓮から金色へと生まれ変わった神鳥たちの主は、もはや桜ではないのだから。

　桜の真紅の姿が金色の炎に吞み干される。次の瞬間、桜は絶叫したが、彼の声が冬馬や桂の耳に届くことはなかった。

　轟ごう音おんが、あらゆる音をうち消した。

　空が、大地が、空気が──そこに存在していた物すべてが激げき震しんした。

　衝しよう撃げき波はと金色に輝かがやく炎とが、氷原一面に広がる。

　冬馬は飛び退のきつつ獣じゆう気きで全身を覆おおい、桂は防御結界を張って、爆発の余波から身を守った。

「……成功……した……」

　炎の波が過ぎ去ったとたん、冬馬は猛烈な脱力感に見舞われて、がっくりとその場に片かた膝ひざをついた。今の攻撃で獣気がほとんど空っぽになってしまったのだ。

「見み様よう見み真似まねだったけど……はね返せた……」

　ありったけの獣気と引き換えに放った攻撃──それは、父・相そう馬まが奥の手としていた技、鏡きよう反はん照しようであった。

　敵からの攻撃を倍の威力にしてはね返すという、過去に一度見ただけのその技を、冬馬は見事成功させたのだ。

　成功といっても、はね返すのが精一杯で、倍の威力にすることまではできなかったのだが。

　それでも神鳥三羽分の爆発であることには変わりない。いくら桜といえど、直撃して無事でいられるはずがない。

　古き月の力を込めた剣で神鳥の頭数を減らし、残った神鳥を鏡きよう反はん照しようではね返す。

　成功の見込みなどゼロに等しかった圧倒的に分ぶの悪い賭かけに、冬とう馬まは辛くも勝利した。

　だが、賭けに勝っただけでは意味がない。桜さくらにとどめを刺さなければ、すべては徒労に終わってしまう。

「香か沙ざ薙なぎ！」

　振り返り、冬馬は叫んだ。

　鏡反照で獣じゆう気きが尽き、立つこともままならなくなった冬馬に、追つい撃げきをかけることはできない。

　桂けいなら──彼と魔ま剣けん・絶ぜつならば、容易に桜にとどめを刺せる。

「桜にとどめを──！」

　振り返った視線の先にはしかし、桂の姿はなかった。

　すぐさま桜の方に向き直った冬馬は、そこに桜とともに桂の姿を見た。

　金色の火の粉こが横殴りの雨となって降りしきる中、桜は深くうつむき、幽鬼のように立ち尽くしていた。

　そして桂は、桜の背後で太刀たちを振りかぶっていた。

　冬馬が叫ぶまでもなく、桂は動いていたのだ。

「死ね」

　桂の声が冷たく響ひびく。白刃が虚空を走り、その軌道上にあった桜の首が宙に舞った。

「やっ──」

　やった。そう言おうとして、冬馬は絶句した。

　なんと、宙に舞った桜の双そう眸ぼうが、カッとフクロウのように大きく見開かれたのだ。

「──!?」

　さらに次の瞬しゆん間かん、その首と、ぐらりと横に傾いていた桜の身体からだとが、濃のう厚こうな赤い煙となって広がった。桂の姿がたちまちその煙に吞のまれて見えなくなる。

「香沙薙！」

「ぐああああっ！」

　冬馬の叫びに桂の絶叫が重なった。

　雷光と思おぼしき青白い光が煙の中から八方に迸ほとばしる。それは冬馬の爪つま先さきの数センチ手前まで届き、勢いよく爆はぜた。

「──くっ！」

　衝しよう撃げきに弾はじかれそうになった冬馬だが、なんとかこらえた。正面に視線を戻す。

　立ち込めていた煙はいつの間にか綺き麗れいに消え失せ、そこに桜が立っていた。

　首と胴はしっかりと繫つながっており、冷ややかな笑みをその美び貌ぼうにたたえている。神鳥の炎によるダメージは微み塵じんも見受けられない。

「……ぐ……あ……」

　途切れ途切れの呻うめきを発したのは、桂けい。彼は桜さくらに首根っこをつかまれ、無理やり立たされていた。意識はあるようだが四肢には全く力が入っていない。足元には手からこぼれた太刀たちが転がっている。

「余を殺せたと思ったか？」

　桜は、くすくすと微笑すると、

「儚はかない夢であったな」

　まるでゴミでも捨てるかのように、桂を無造作に放り投げた。

　どしゃっ。桂は受け身の一つも取ることなく、冬とう馬まの傍らに背中から落ちた。

──香か沙ざ薙なぎが斬きったのは、術で生み出した分身だったのか……！

　冬馬が鏡きよう反はん照しようではね返した神鳥も、すんでのところで避よけられていたのだ。

　獣じゆう気きを振り絞って仕掛けた決死の攻こう撃げきは、それでも桜に届かなかった。

「くっ……」

　冬馬は呻うめいた。もう、呻くしかなかった。

「辛つらそうだな、月つき森もり冬馬。力も策も尽きて絶望したか？」

　嘲あざ笑わらって歩き出す桜。冬馬はじりじりと後ずさった。

──怯ひるんだらダメだ！　踏みとどまって闘たたかうんだ！

　内心で自らを必死に叱しつ咤たした冬馬だが、後ずさろうとする足を止めることはできなかった。

「余に対する愚ぐ弄ろうの数々……灰かい塵じんと化して贖あがなうがよい！」

　声高に言って、桜が朱雀すざく扇せんを掲げる。

　変異は、炎が虚空より湧わき出そうとしたその瞬しゆん間かんに起こった。

「──がっ」

　不意に、桜が濁にごった声を発してつんのめった。

「な──!?」

　何事かと身構え──冬馬は目を剝むいた。

　桜の胸から、白刃が突き出ていた。

　誰だれかが背後から桜を刺したのだと理解するまでに、冬馬は数秒の間を要した。

　それは、刺し貫かれた桜自身も同じであった。

「あ……が……」

　濁った声を洩もらしながら、振り返ろうとする桜。しかし、それよりも早く刃やいばがさらに深く押し込まれ、桜はのけ反ぞった。

　一気に刃が引き抜かれる。

「……はっ」

　胸と口から霧きりのような血を噴ふいて、桜さくらは前のめりに倒れた。そして露あらわになった襲しゆう撃げき者の正体に、冬とう馬まは思わず息を吞のんだ。

　金きん褐かつ色しよくの髪と瞳ひとみの少年が、桂けいの太刀たちを手にして震ふるえていた。




　まるで時間が止まったかのように、冬馬は瞬まばたきすることも忘れて立ち尽くした。

　それほどまでに、目の前で起きた出来事は衝しよう撃げき的だった。

　桂が取り落とした魔ま剣けん・絶ぜつで油断しきっていた桜を背後から襲おそった縁ゆかりは、顔を引きつらせてぶるぶると震えている。

　片や完全に不意を打たれる形となった桜は、うつ伏せに倒れたままピクリとも動かない。その背中からは血が湧わき溢あふれ、胸からの出血と合わさって、身体からだのまわりにじわじわと赤い海を広げていた。

　漂う確かな血の匂においが、そこに倒れ臥ふす桜が術で造り出された偽物などではないということを物語っている。

──とどめを……とどめを刺さないと……！

　冬馬が思ったその時、瘧おこりのように震えていた縁が動いた。

「うわああああああっ！」

　いきなり叫びをあげると、縁は太刀を逆手に持ち替えて桜の背中に突き刺した。それも一度や二度ではない。

「わあああああっ！　ああああああっ！」

　立て続けに叫びながら、太刀を突き刺しては引き抜くという動作を何度も何度も繰くり返す。

　その凄せい惨さんな光景を、冬馬はただ黙だまって見ていた。否いな、狂気じみた縁の気配に圧おされて、見ていることしかできなかった。

「みんな……みんなあんたのせいだ！　おじさんも、僕ぼくも、みんなみんなあんたのせいで──っ！」

　目を覆おおいたくなるほどに桜の背中をめった刺しにした縁は、太刀を投げ捨ててぺたんと尻しり餅もちをついた。

「……縁……くん……」

　恐る恐るといった感じで、冬馬は縁に声をかけた。すると縁は、突然わーっと火がついたように泣き始めた。

　時折しゃくりあげるその泣き方は幼い子供そのもので、冬馬はやりきれない気持ちになった。

　母親の胎内より引きずり出され、不完全な不老不死の術によって生命を汚された彼もまた、桜に人生を狂わされた一人だ。

──親父おやじと一緒に殺されてしまったんじゃないかと思っていたけど……無事でいてくれて本当に良かった。

　もしかしたら、父が命いのち懸がけで守ったのかもしれない。冬とう馬まはそんな風に思った。

　縁ゆかりに泣きやむ気配はない。訊きかなければならないことは山ほどあったが、しばらくは無理だろう。

　なにより桜の生死を確かめるのが先だと、冬馬は嗅きゆう覚かくを高めた。

「命の匂においは消えているけど……」

　するのは、むせ返るような血の匂いだけ。

　冬馬が傍らにまでやってきても、桜さくらに動く気配は微み塵じんもない。

　間違いなく、桜は死んでいた。

「……なんだか、信じられないな……」

　数百年にわたって『院いん』に君くん臨りんし、己おのが望みのために数多あまたの人々を蹂じゆう躙りんしてきた龍りゆう人じんの最期は、意外なほどにあっけなかった。

「けど、終わったんだ……もう誰だれも傷つかなくていいんだ……」

　不思議と、なんの感慨もなかった。

　喜ばしいことであるはずなのに、言い知れない空むなしさだけがある。

　縁の泣きじゃくる声を聞きながら、じっと桜の骸むくろを見下ろしていると、不意に骸が燃えあがった。

「うわっ！」

　冬馬はたじろいだ。炎はあっと言う間に桜の骸を焼き尽くし、消えた。人の形をした灰だけがそこに残された。

──一体、誰が……？

　縁の仕業ではない。未いまだ尻しり餅もちをついたままの縁は、しゃくりあげながら、かつて桜であった灰を驚おどろきの目で見つめている。

──縁くんじゃないなら……。

　考えられるのは一人しかいない。振り返った冬馬の目に映ったのは、苦しげな表情で立つ桂けいの姿だった。彼が術で桜の死体を灰にしたのだ。

「香か沙ざ薙なぎ……」

　冬馬の声を無視して歩き、桂は縁が投げ捨てた魔ま剣けん・絶ぜつを拾いあげた。刀身を濡ぬらしていた桜の血が、切っ先からポタポタと滴したたり落ちる。

　桂の横顔に感情の色は窺うかがえない。

　桜への憎悪に心を焼かれながら、百数十年もの時を生きてきた彼の胸には、今、どんな想おもいが去来しているのだろうか。

　その気持ちを計り知ることも、かける言葉を見つけることもできぬまま、桂の横顔をただ見つめていると、不思議な匂いが鼻に引っ掛かった。

「……？」

　怪け訝げんに思って振り返った冬とう馬まがそこに見たのは、光とも炎ともつかない、奇妙な球体だった。

　子供の頭ほどの大きさで、色は血よりも深い赤。ゆらゆらとオーラのようなものを立ち昇らせながら、冬馬の目と同じ高さに浮遊している。

「な、なんだ……？」

　凝ぎよう視ししていると、それは目にも留まらぬ速さで動き、冬馬と同じように呆ぼう然ぜんとその球体を見ていた縁ゆかりの胸に吸い込まれた。

「縁く──」

「あ……あああああっ！」

　冬馬の呼びかけを遮って絶叫すると、縁は両手で頭を抱えてのたうち始めた。その目は張り裂けんばかりに見開かれている。

「これは……」

　突然の異変に冬馬が立ち竦すくんでいると、

「どけ、邪じや魔まだ！」

　駆けてきた桂けいに、ドンと肘ひじで突き飛ばされた。

　桂は悶もだえ苦しむ縁の前に立つと、怒りと焦りの入り混じった形ぎよう相そうで太刀たちを振りかぶった。

「待て、香か沙ざ薙なぎ──！」

　制止した冬馬だが、桂は聞き入れることなく縁の脳天めがけて太刀を振り下ろした。

　しかしその刃やいばは、紙一重のところで見えない力に弾はじかれた。

「ちいっ！」

　舌打ちして再び太刀を振りかぶる桂。だが今度は、彼は太刀を振り下ろすことさえできなかった。

　桂が太刀を振りかぶった瞬しゆん間かん、のたうちまわっていた縁が跳ね起き、桂の胸に痛烈な掌しよう底ていを喰くらわせたのだ。

「が……っ！」

「香沙薙！」

　吹っ飛ばされた桂を片腕で受け止めた冬馬は、縁に警けい戒かいの目を向けた。

　桂に一いち撃げき入れるや否いなや飛びすさっていた縁は、先の恐怖と苦く悶もんに歪ゆがんでいた顔から一転、鋭えい利りな刃物のような目つきで、自身の両手をまじまじと見つめていた。

「縁……くん……？」

　呼びかけながら、冬馬は「違う」と感じていた。

──あれは、縁くんじゃない。

　変わったのは目付きだけではない。気配そのものが決定的に違う。

　明らかな別人の気配──そしてそれは、冬馬の知っている者の気配に酷似していた。

「桜さくら……」

　冬とう馬まがその者の名を呟つぶやくと、

「ふふっ……察しが良いではないか」

　縁ゆかりが──否いな、桜さくらがこちらに笑みをよこした。婉えん然ぜんとしたその表情は紛まぎれもなく桜のものだ。
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「縁くんの肉体を乗っ取ったのか……」

「そうだ。不本意ではあるが、な」

　苦笑しつつ、桜は肩を竦すくめた。

　冬馬は、喉のどの奥で「くっ」と呻うめいた。

　精神を他者の肉体に移すという能力が桜にあることは、冬馬も蘭らんに教えられて知っていた。

　致命傷を負わせるなりして桜をギリギリまで追い詰めれば、自分や桂けいの肉体を奪いにかかってくることもありえると警けい戒かいはしていたのだが、死体を焼き払ったことで安心してしまっていた。

──肉体だけじゃなく、精神まで滅ぼさないと桜は倒せないのか……！

　あの光とも炎ともつかない真紅の球体が桜の精神だったのだ。

　グルグルと唸うなりながら、冬馬が桜を睨ねめつけていると、

「灰にしても死なんとは……どこまでも始末の悪い男だ。ゴキブリの方がまだ可愛かわいげがある」

　冬馬の左腕に支えられていた桂が呻き混じりに悪態をついた。彼は冬馬を押しのけると、太刀たちを氷に突き立てて杖つえ代わりにした。

「ほう……貴様如ごとき下げ賤せんが、余を虫けらと並べるか」

　ぴくっ、と桜のこめかみが震ふるえた。笑みこそ崩れていないが、その金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみには怒気がはっきりと表れている。

「だらだらと生き続けることにのみ執着している貴様など、虫けら以下だ。今ここで、俺おれが引いん導どうを渡してやる」

　言って、桂は太刀を構えた。が、強気な言葉と裏腹に、その足つきは頼りない。桜に貰もらった一いち撃げきが効いているのだ。これまでの消耗と相あい俟まって呼吸の乱れもかなり激しい。

「縁の肉体を器うつわとしている今、貴様は本来の力を振るうことはできない……二人掛かりならば、貴様を殺すことなど造作もないぞ」

　桂の台詞せりふに、冬馬はハッとなった。

「桜が本来の力を振るえないって……本当なのか、それは？」

　冬馬の問いに、「そうだ」、桂はぶっきらぼうに答えた。

「奴やつが振るえる力や技は、乗っ取った肉体に準じる。今の奴に、あのろくでもない龍りゆう人じんの力はもうない」

「それなら──」

　勝ち目がある。自分も桂も消耗しきっているから、かなり厳きびしい闘たたかいになるだろうが、

──俺にはまだ、古き月の力がある。

　あとどれだけ身体からだが反動に耐えられるかは、わからない。だが、相手が『縁ゆかり』であるならば、極彩色の光が命中しさえすれば一いち撃げきで充分倒せるはずだ。

「今度こそ、倒す！」

　構えようとして、冬とう馬まはあることに気づいた。

──駄目だ……！　桜さくらを倒したら、縁くんまで死なせてしまう！

　縁は殺さない、死なせないと、冬馬は《蘭らんの封ふう界かい》に赴く前に自分に誓っていた。それは殺された相そう馬まも同じだったはずだ。

　相馬に報いるためにも、縁を犠ぎ牲せいにするわけにはいかない。躊ちゆう躇ちよしていると、

「下げ賤せんどもが、身の程もわきまえずによくも吠ほえる」

　桜の身体からだが、ふわりと宙に浮いた。

「戯たわむれはここまでだ」

　冬馬たちを冷然と見下ろしながら桜が言うと、唐突に大地の震ふるえが激しくなった。

「うわっ！」

「──ちっ！」

　突きあげるような凄すさまじい縦たて揺れに、冬馬も桂けいも大きく体勢を崩した。

──なんて揺れだ！

　倒れぬよう必死に踏ん張っていると、ゴーッという大きな地鳴りとともに、氷の大地に無数のクレバスが生まれた。

「くそっ！」

　歯を食いしばって振り仰いだ冬とう馬まは、空の揺れもまた大地と同じように激しくなっていることに気づいた。亀き裂れつも拡大している。

《蘭らんの封ふう界かい》の崩ほう壊かいが本格化したのだ。

　あと二、三分のうちに、この空間は完全に崩れ去る。桂けいに訊たずねるまでもなく、冬馬にはそれがわかった。

「月つき森もり冬馬、香か沙ざ薙なぎ桂」

　空と大地が鳴り響ひびく中、桜さくらが表情と同様の冷然とした声で言った。

「この場は退く。だが、忘れるな。余を愚ぐ弄ろうし、あまつさえ肉体を討ち滅ぼしてくれた咎とが……必ずや贖あがなわせてやる」

　その台詞せりふの直後、桜の背後の空間が水色に輝かがやき、そこに歪ゆがみが生じた。

「待て！」

「やめろ、香沙薙！」

　跳ちよう躍やくして桜に斬きりかかろうとした桂を、冬馬は腕をつかんで引き留めた。

「中身は桜でも、身体からだは縁ゆかりくんなんだ！　あの子まで死なせるわけにはいかない！」

「戯ざれ言ごとをぬかすな！　取り巻きのいない今が奴やつを殺す絶好の機会だということがわからないのか！」

　しゅっ、と銀光が冬馬の喉のど元もとをかすめた。烈火の形ぎよう相そうで振り返った桂が太刀たちを一いつ閃せんさせたのだ。飛び退いていなかったら、首を斬きり裂かれていた。

「あの子だって、桜に踏みにじられた犠ぎ牲せい者なんだ」

「縁の生き死になどどうでもいい！　邪じや魔まするというのなら、貴様から先に殺してやってもいいんだぞ！」

　鼻先に太刀の切っ先を突きつけられ、冬馬は歯は嚙がみした。桂は本気だ。先のためらいのない剣閃と血走った蒼あおい瞳ひとみが、それを証明している。

　激しく震ふるえる大地の上で冬馬と桂が見据え合っていると、中空から見下ろしていた桜が「ふふっ」と笑った。

「憎しみ合って闘たたかうのは構わぬが、共倒れになどなってくれるなよ」

　金きん褐かつ色しよくの髪を搔かきあげながら言うと、桜は身を翻ひるがえした。「待て、桜！」、桂が振り仰いで叫んだが、桜は応じることなく歪みの中へと姿を消した。

「……」

　冬馬は、複雑な思いで桜の消えた虚空の歪みを見つめた。

　一方の桂は、切り刻むような眼まな差ざしを虚空に向けている。と、その眼差しが冬馬へとスライドした。

　罵ば倒とうされるか、あるいは問答無用で斬きりかかってくるかもしれない。そう思った冬とう馬まだが、罵倒も斬ざん撃げきも飛んではこなかった。

　桂けいは一いつ瞬しゆんだけ冬馬を睨ねめつけると、すぐに中空に向き直って跳ちよう躍やくした。

　冬馬は、ハッとなって呼びかけた。

「香か沙ざ薙なぎ！」

　すると、桂は中空で立ち止まった。浮遊の術を使っているらしい。

　彼は首だけ巡らせて冬馬を見下ろすと、

「桜さくらを殺すために共きよう闘とうはしたが、貴様が人じん狼ろう族で俺おれの敵であることに変わりはない。次に会った時は容赦なくその首を飛ばす。覚悟しておけ」

　そう言い残し、桜と同じように水色に光る歪ゆがみの彼方かなたへと消えた。

「香沙薙……」

　痛みに耐えるような顔で、冬馬はわずかにうつむいた。

──なに一つ果たせなかった……深み雪ゆきさんを助けることも、縁ゆかりくんを説得することも、なにも……。

　そのうえ、父まで失った。

──蘭らんさんにだって応こたえられていない……親父おやじにも、深雪さんにも、陣じん内ない甲こう牙がにも、縁くんの両親にも……俺は、誰だれにも応えられていない……。

　己の不ふ甲が斐いなさにきつく歯を食いしばっていると、

「月つき森もりーっ！」

　後方から、地鳴りを打ち消すような大声が届いた。

　振り返った冬馬は、「鷹たか秋あきくん、真ま矢やくん！」、こちらに向かって駆けてくる人狼の青年たちの姿に目を丸くした。

──そういえば、鷹秋くんたちも一緒にこの空間に来てたんだっけ……。

　あまりに色々なことがありすぎて、二人のことをすっかり忘れていた。

　鷹秋と真矢は、激しい揺れに何度もバランスを崩しながらも、なんとか転ぶことなく冬馬の許もとにたどり着いた。

「二人とも無事だったんだ……良かった……」

　冬馬が安あん堵どの息をつくと、

「そっちもな」

　青せい龍りゆう刀とうの峰でとんとんと肩を叩たたきながら、鷹秋がニッと牙きばを剝むいた。

　鷹秋も真矢も、体毛がひどく血に汚れていた。卑ひ龍りゆうと遭遇して戦せん闘とうになったのだろう。

「二人とも、怪け我がは──」

「姉さんはどこだ!?」

　怪我の具合を訊たずねようとしたとたん、鷹秋の斜め後ろにいた真矢が鷹秋を押しのけてつかみ掛かってきた。

「どうしてここにも姉さんがいないんだ!?」

　目をぱちくりさせる冬とう馬まに、真ま矢やはツバを飛ばしながら詰め寄る。

「……」

　なにから話せばいいのか──頭の整理がつかずに沈ちん黙もくしていると、

「姉さんは──」

　ごんっ！

「……ど……こ……だぁ……」

　鈍い音が響ひびいて、冬馬の胸ぐらをつかんでいた真矢が白目を剝むいてずるずると崩れ落ちた。

「やかましい。黙だまってろ」

　真矢の後ろに立っていた鷹たか秋あきが、ふんと鼻を鳴らして青せい龍りゆう刀とうを右肩に担ぎ直した。

　彼が青龍刀の峰で真矢の後頭部を殴ったのだ。それも昏こん倒とうするほどの力で。

「こいつが喚わめき出すとしつこいからな。黙らせるには、こうするのが一番なんだ」

　絶句する冬馬の前で、鷹秋はぐったりと動かない真矢をさも当たり前のように左肩に担ぎあげた。

「さ、さすがというか、なんというか……」

「で、どうするよ？」

　口元を引きつらせていた冬馬は、鷹秋に問われ、「え？」、きょとんとなった。

「互いになにがあったのかを報告し合ってる時間はねえだろ。まだこの空間の中でやるべきことがあるのか、それともとっとと脱出しちまった方がいいのか……とりあえずそれだけ答えろ」

「……脱出しよう。もう、俺おれたちがこの空間にいる意味はない」

「……わかった」

　数秒の間の後、鷹秋は頷うなずいた。

「それで、脱出の方法は知ってるのか？　こっからスタート地点まで戻ってたんじゃあ、途中で地割れに吞のまれるか、空に潰つぶされるかしておだぶつだぜ」

「スタート地点まで戻る必要はないよ。出口はしっかり残していってくれたから」

　冬馬は中空にある歪ゆがみを鼻先で指し示した。

　桜さくらが去った後も、その歪みに消える様子はない。

　ここから脱出しろ、と桜が言っているのだ。

「真上にあるとは気が利いてるじゃねえか。あそこに飛び込めばいいんだな？」

「ああ」

「んじゃあ、お先に失礼するぜ！」

　鷹秋は、真矢と青龍刀を担いだまま深く腰を沈めると、力いっぱいに地を蹴けって歪みの向こうに消えた。

　続こうとして、冬とう馬まは足元に鳥の羽根が落ちていることに気づいた。

　真紅のそれは、つい先程まで桜さくらの手によって振るわれ、冬馬と桂けいを散々に苦しめた──朱雀すざく扇せんだ。

「……」

　冬馬は数秒の逡しゆん巡じゆんの後にそれを拾うと、ベルトの隙すき間まに差し入れた。

　そして、冬馬も脱出した。




　誰だれもいなくなった。

　死し闘とうを繰くり広げた者たちは去り、百数十年もの長きにわたって石碑に封じられてきた女の精神は、消滅した。

　轟ごう音おんが、その空間の主となった。

　空は、それ自体が巨大な天窓であったかのように割れ落ち、大地に降り注いだ。

　大地も同様だった。砂漠も、草原も、氷原も、八方に裂けて、底知れぬ断だん崖がいが数多あまたに生まれた。

　崩れた空と大地は、やがて砂粒よりも細かな塵ちりとなり──消えた。

《蘭らんの封ふう界かい》は、消滅した。













　　　　第二章　聖夜（Ⅵ）







　風が強くなっていた。

　コートの裾すそとホウキのように束ねられた長髪がせわしなく揺れている。

「うーっ……顔が痛なってきたわ」

　ぼやいて、響ひびき忍しのぶは空を仰いだ。

　雪は小一時間ほど前にやんでいたが、月と空を覆おおっている分厚い雲はそのままだから、また降り出してくるかもしれない。

「ここで待つんやなかったわ……」

　響が立っているのは、秩ちち父ぶの『院いん』で最も高い塔の頂上。敷しき地ち内を一望できるからという理由でここに登ったのだが、響はそれを後悔していた。

　影えい獣じゆうの帰りを待つ場所など、別に屋内でも良かったのだ。

「はあっ」

　空から眼下に視線を移した響は、あまりの寒さにため息をついた。吐き出された真っ白な息が鼻先をかすめて夜風に溶ける。

　眼下には一面の雪景色が広がっている。立ち並ぶ仏閣も、そうでない場所も、くまなく雪化粧を施されていた。

「雪、か……」

　ぽつりと呟つぶやく。

「今日という日には、相応ふさわしいかもしれへんな……」

　目を閉じると、瞼まぶたの裏に女の子の姿が浮かびあがってきた。

　一本の三つ編みを背中に垂らした、黒目がちの小さな女の子。

　雪まみれになりながら、一いつ生しよう懸けん命めいに雪だるまを作っている。

　それは、思い出のかけら。

　彼女と過ごした日々の、記き憶おく。

　響ひびきは、目を閉じたまま小さく笑った。




　響忍しのぶには、保ほ純ずみ麻ま里りという名の二つ年下の妹分がいた。

　忍と麻里の出会いは、十五年前。

　孤児として『院いん』で暮らしていた忍は、やはり親を亡くして『院』に引き取られてきた麻里と出会った。

　面倒見の良いタイプだった忍は、進んで麻里の世話を焼いた。

　親を亡くして間もなかった当時の麻里は、心をどこかに置き忘れたかのように無表情な子供になっていた。

『院』に身を置く人じん狼ろうだった麻里の両親は、ヨゴレ者との闘たたかいに敗れて命を落とした。不運なことに、麻里は両親が殺される現場に居合わせたという。

　目の前で親を殺された七歳の子供が、心に傷を負わないわけがない。

　表情を失ってしまった麻里は、他ほかの子供たちと口を利くこともなく、いつもぼうっと窓の外の空を眺めていた。

　当然のように忍も拒絶された。

　食事を運んでやっては、「わたし、いらない」と突き返され、『院』の中を案内してやると誘えば、「空を見てる方がいい」とにべもなく断られた。

　スカートをめくってみたり、背中にカエルを入れてみたりもしたが、泣きも怒りもしてくれなかった。もちろん笑うこともない。

　空むなしいことこのうえなかったが、忍は諦あきらめなかった。半ば意地になっていたといってもいい。

「関西人の意地や、死んでも笑わせたる！」

　忍の意地と努力は、少しずつ──本当に少しずつではあるが、麻里の心を開かせていった。

　半年も経たった頃ころには麻里の方から言葉少なではあるが話しかけてくるようになったし、スカートめくりをすれば怒った顔をするようにもなった。

　笑うことはまだなかったが、いつかはきっと笑顔を見せてくれる日がくると、スカートをめくられて怒る麻ま里りを見ながら、忍しのぶはそんな風に思った。

　忍の願いが叶かなったのは、麻里が『院いん』にやってきて一年が過ぎようという、ある冬の日のことだった。

　その日、奈な良らに初雪が降った。

　雪を見た経験がないという麻里は、灰色の空から舞い落ちる白い結晶を、窓越しに物珍しそうに眺めていた。

　すがすがしく晴れた翌朝、忍は、「雪なんて別に興きよう味みないよ」という麻里を無理やり外に連れ出した。

　すっかり雪に覆おおわれた居住区の庭園は、澄すみ渡った空から降り注ぐ陽ひ射ざしを浴びて、光の世界と表現してもおかしくないほどに眩まぶしく輝かがやいていた。

　その光景をポカンと口を開けて見つめていた麻里に、忍はある物を作ってみせた。

「忍くん。これ、なに……？」

　大きな雪玉を二つ重ねたそれをバシバシ叩たたいて、忍はニッと笑った。

「雪遊びの王道、雪だるまや」

「雪だるま……？」

「まだ完成やないけどな」

　忍は物置から拝借してきたバケツを雪だるまに載せると、ポケットから取り出したビー玉を二つ、麻里に手渡した。

「そのビー玉を、こいつの目にするんや」

「わたしが……やっていいの？」

「おう」

「うん……じゃあ、やってみるね」

　おずおずとした手つきで、麻里はビー玉を雪だるまの顔に埋うずめた。

「あとは、この木の枝を鼻と口にして……っと、これで完成や」

「顔になった……」

　出来上がった雪だるまを、麻里は驚おどろきの表情で見つめた。

「顔になったよ、忍くん！」

　そして忍の方に顔を向けると、

「可愛かわいいね」

　にこっと笑った。

「……」

　忍は目と口を丸くした。

　それは、麻ま里りが『院いん』に引き取られてきてから初めて見せた笑顔だった。

　思っていたよりもずっと、その笑顔は可愛かわいくて、忍しのぶはたまらなく嬉うれしくなった。思わず踊り出しそうになったほどだ。

「麻里は、雪だるま好きか？」

「うん！」

「よっしゃ、ほんならもっといっぱい作ったる。庭中、雪だるまで埋うめ尽くすんや！」

　ガッツポーズを取った忍は、馬車馬のような勢いで雪だるまを作った。

　最初は忍が作った雪だるまに目や口をつけるだけだった麻里も、途中からは自分でも雪玉を転がすようになった。

　日が沈むまで、忍と麻里は雪だるまを作り続け──居住区の庭園は、本当に雪だるまだらけになった。

「はあっ……はあっ……た、楽しかったか、麻里？」

　どっかりと雪の上に腰を下ろして、忍は麻里に訊きいた。息があがっているのは、「オレは日本一の雪だるま職人やあああっ！」などと叫びながら、全力疾走で雪玉を転がしていたためだ。

「うん、耳がひりひりして痒かゆくなっちゃったけど……でも、楽しかったよ！」

　笑顔で頷うなずいた麻里の耳たぶは、しも焼けですっかり赤くなっていた。

　そんな麻里と、夕日の色に染まった雪だるまたちを眺めながら、忍は「へへっ」と笑った。

　庭園を雪だるまだらけにしてしまったことで大人たちにこっぴどく叱しかられたり、身体からだを冷やしすぎたせいで翌日に二人揃そろって熱を出してしまったりもしたが、麻里と雪だるまを作ったその日は、かけがえのない思い出の日となった。

　初めて笑ったその日以来、麻里はどんどん明るくなっていった。

　楽しいことがあれば笑い、哀かなしいことがあれば泣き、からかわれれば拗すねて、怒って──日に日に表情豊かになってゆく麻里を、忍は誰だれよりも近くで見守り続けた。




　それは、思い出のかけら。

　彼女と過ごした日々の、記き憶おく。

　新たな記憶が──思い出が作られることは、もうない。

　思い出が作られることがなくなったのは、六年前。

　雪が赤く染められた、あの冬の日。

　そこには、彼がいた。

　あの日、あの時、降りしきる雪の中で彼は言った。

（力のない一般人を守るのが、僕ぼくたちの役割だ。麻里ちゃんは人じん狼ろう族だから……だから、僕は彼女を選ばなかった。見殺しにした）

　雪よりもなお冷たい、氷のような声こわ音ねだった。

　役割？

　人じん狼ろう族だから？

　だから見殺しにした？

　だったら──。

　悪いのは、誰だれや？

　麻ま里りを人狼に生んだ、麻里の親か？

　人狼に生まれついた、麻里自身か？

　人狼でなかったら、麻里はあいつに見殺しにされずにすんだんか？

　人狼でなかったら──。




　響ひびきは、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　フッ、と小さな笑みをこぼして振り返る。

　そこに影えい獣じゆうがいた。目も鼻もないその漆黒の犬は、白い歯の並ぶ口に金色の珠たまをくわえて、ちぎれんばかりに尻尾しつぽを振っている。

「ご苦労やったな。お利口さんや」

　屈かがんで金色の珠を受け取った響は、影獣の首や頭をゴシゴシと撫なでてやった。ごろんと仰向けになったので腹も撫でてやる。

　ひとしきり触ってやると、影獣は音もなく闇やみに溶けた。

　響は立ちあがり、金色の珠をまじまじと眺めた。

「見た感じは、たいして綺き麗れいでもないただの珠やな。ホンマにこいつで、眠ってる力が引き出せんのかいな……？」

　もし、この珠に──『最さい後ごの月つき』に、その能力がなかったら、響の目的は果たせなくなる。

　背いたことを桜さくらが許すはずはないから、響は始末されてしまうだろう。燐りんあたりを刺客として送られたら、お手上げだ。

「この珠が使えんかったら、お燐ちゃん騙だましてまで手に入れた白髪くんの血と汗と恨みの結晶が、無駄になってまうな」

　細い眉まゆを八の字にして言った響は、「まあ、ごちゃごちゃ考えてもしゃあないか」、表情をわずかに引きしめて、『最後の月』から手を離した。

『最後の月』は、落ちることなく響の目より少し高い位置に浮遊する。

　響は両手を『最後の月』に触れるギリギリのところに運ぶと、軽く息を吸い込み、ある言葉を口にした。それは『最後の月』を発動させようとした瞬しゆん間かん、脳裏に自然と浮かんできた言葉であった。

「眠りし『闇』に、目覚めの時を──」

　刹せつ那な、『最後の月』が漆黒に染まり、同時にドクンと心臓が大きく跳ねた。

「──！」

　響ひびきは目を剝むいた。ドクン、ドクン。破裂しそうな勢いで心臓が脈打つ。

「ぐ……あ……」

　血が沸ふつ騰とうしたかのように身体からだの中が熱くなり、響は喘あえいだ。

　喘ぎながら、歯を剝むいて笑った。

　桜さくらや燐りんが言っていたことは、事実だったのだ。

『最さい後ごの月つき』には、潜せん在ざいする力のすべてを引き出す能力がある。そして自分には、自分が期待していたとおりの力が眠っている。

　あれを取り込むのに足る力が。

　響は今、それを確信していた。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。鼓動はさらに大きくなり、やがて響の全身から黒い蒸気が噴ふき出し始めた。

　夜の闇やみと同じ色をした蒸気は、分厚い雲が支配する空へと勢いよく昇ってゆく。

　蒸気の噴ふん出しゆつは一分ほど続き、鼓動が正常に戻るのと同時にピタリとやんだ。

「ふうっ」

　響は大きく息を吐いた。漆黒に染まった『最後の月』は、今もその色を保ったまま響の頭から少し離れたところに移動した。
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「ふむ……」

　響ひびきはしばらくの間両方の掌てのひらを眺めた後、リハビリ運動さながらに、その手を握ったり開いたりしてみた。

「ええ感じ、やな。これなら相手がお燐りんちゃんでも冬とう馬まっちでも、サシやったら、なんとかなるわ。さすがに『長おさ』には及ばへんけどな」

　月つき森もり冬馬・燐と同等で、桜さくら以下。

　響は限界まで引き出された自らの力を、そう評価した。

「さて、と。こっからが本番や」

　コートの内ポケットから、響はある物を取り出した。

　血よりも濃こく、それでいて透明感のある小さな真紅の結晶──かつて香か沙ざ薙なぎ桂けいが、ある少女を使って造り出した妖よう魔まが、滅びの際に残した『種たね』だ。

　数カ月前、桜の命により、響は燐とともに香沙薙桂からこの『種』を奪取した。

　桜は『種』を消去するよう命じていたが、響は燐の目を欺あざむいて『種』を我が物とした。

　自らを妖魔と化し、汚れた人じん狼ろうの血を灼やき尽くすために。

　この『種』を体内に取り込むには、かなりの力が必要となる。力のない者が『種』を取り込もうとすれば、妖魔化する前に肉体が砕け散ってしまう。

　妖魔化に耐えうる力を得るために、響は『最後の月』を奪い、力を解放したのだ。

「ほいっ」

　響は『種』をピンと指で高く弾はじいた。落ちてきたところを前歯で挟んで止めると、自らの左手首に、目にも留まらぬ速さの手刀を走らせた。

　鋭えい利りな刃物を用いたかのような傷がそこに生まれ、噴ふき出した血が響の顔や首筋をべっとりと濡ぬらした。

　傷は動脈まで達している。刺すような冷たい風の中、そこだけが熱い。

　ドクドクと湧わき溢あふれる血を、響は感情のない目で凝ぎよう視しした。

　この血だ。この血を──人狼の血を継いでいなければ、麻ま里りは好きな男に見殺しにされずにすんだ。

　そして響も、麻里を失わずにすんだ。

　人狼の血は、人に不幸しかもたらさない。

　人狼に生まれたが故ゆえに、闘たたかうことを強いられた者。

　人狼の力に溺おぼれた者に、命を踏みにじられた者。

　人狼の力で肉親を殺あやめてしまった、月森冬馬のような者もいる。

　そう。人狼の血は、人に不幸しかもたらさないのだ。

　あってはならない。

　灼やき尽くさなければならない。

　響ひびきは、血に濡ぬれた顔に笑みを広げた。

　今ここに誰だれかがいたならば、その笑みを見てこう思ったに違いない。

　彼は狂っている──と。

　それほどまでに、響の笑みは凄せい惨さんだった。

　その笑みを張りつけたまま、響は首をもたげて口を開けた。

　口内に落ちてきた『種たね』を、大きく喉のどを鳴らして飲み込む。

　すると、それまで容赦なく吹きつけていた風が[image: 噓]うそのように止まった。

　突然の凪なぎの訪れとともに、静寂が『院いん』を支配する。

──来い。

　心の中で響は呼びかけた。

　刹せつ那な、その呼びかけに応こたえるように、もたげていた首にずぶずぶと幾筋もの青黒い血管が浮かびあがった。それは頰ほおや胸に伸び、そこからさらに背中や四肢──全身に広がっていった。

──来い。

　再度呼びかける。と、響の意識に、ある一つの感情が流れ込んできた。

　その感情の正体は、憎悪。それも特定の誰かに向けられたものではない。

　生命そのもの──この世に生きるすべての存在に対する、圧倒的な憎悪だ。

　凶悪とか、狂気じみているとか、そういった表現が陳腐に思えてしまうほどにその憎悪は凄すさまじく、響忍しのぶの自我は、抵抗する間もなくズタズタに引きちぎられた。

　自我を失った肉体は、ビクッ、ビクッと痙けい攣れんを起こし始める。

　痙攣は次第に大きくなってゆき、響は仰向けに倒れた。

　倒れてもなお痙攣はやまず、左の手首からは今もとめどなく血が溢あふれている。フクロウさながらに見開かれた目は、端がわずかに裂けて血が涙のように頰ほおを伝っていた。

　と──。

　唐突に、大の字になっていた響の身体からだがふわりと浮かびあがった。

　四肢と首がだらりと垂れ下がったまま、その身体は、ゆっくり、ゆっくりと空へ昇ってゆく。

『院』で最も高い塔の頂上から、さらに百メートル近く昇った位置で響の身体は止まり、そこで全身から血の色をした霧きりが噴ふき出し始めた。

　霧の勢いは先の黒い蒸気とは比較にならないほどに凄まじく、『院』の上空は、ものの三分とかからぬうちに霧に覆おおい尽くされた。

　霧の中で、響は笑んでいた。

　その額ひたいには、霧と同じ血の色をした眼めが、やはり裂けるほどに大きく見開かれていた。




　風が戻った。

　空を覆っていた霧が徐々に吹き流されてゆく。

　霧きりが晴れたそこに、彼はいた。

　四枚の翼つばさをはためかせながら、長い首をゆるりと巡らせる。三つの赤い眼めが、眼下に『院いん』を捉とらえて禍まが々まがしく輝かがやいた。

　そこに人の気配を感じる。数は、残念なことにかなり少ない。

　が、手始めにはちょうどいいかもしれないと、彼は前向きに考えることにした。

　今回は──今回こそは、殺さつ戮りくの限りを尽くす。一つでも多くの命を踏みにじる。

　以前のように、そう易々と滅ぼされたりはしない。

　牙きばを剝むいて低く唸うなった彼は、自らの身体からだを確かめるために首を動かした。

　翼から尻尾しつぽの先までをくまなく覆おおっている漆黒の体毛は、かつてと変わらず美しい。が、どうも以前に比べると、身体が二回りほど小さいようだ。

　それはきっと、母体の差なのだろう。

　今、彼の母体となっている男は、それなりの力の持ち主ではあるが、以前に母体になった少女の方がより大きな力を秘めていた。

　身体が小さくなってしまったのは気に入らないが、その分、以前にはできなかったことが色色とできるような気がする。

　力の大きさでいえば以前母体にした少女の方が上だが、力を扱うことにかけては今母体にしている男の方が遥はるかに上なので。

　そもそも男が力の扱いに長たけていなければ、いくら『最さい後ごの月つき』とやらで力を解放したところで、彼をこの世に招くことはできなかっただろう。

『最後の月』、今も彼の顔の横にふわふわと浮いている。彼の巨体と比べると、その珠たまはあまりにも小さい。

　さて──。

　彼は眼下に視線を戻した。

　そろそろ始めるとしよう。

　殺戮を。

　母体となった男も、それを望んでいる。

　舌なめずりをした彼は、カッと口こう腔こうを開いた。

　喉のどの奥に赤しやつ光こうが灯ともり、それがみるみるうちに口内を満たしてゆく。

　彼は、降下しながら赤光を吐き出した。

　それは奔流となって、『院』の中で最も建物が密集していた区画を直ちよく撃げきした。

　轟ごう音おんが『院』を震ふるわせた。秩ちち父ぶの山々すべてを揺さぶるような、桁けた違いの轟音だった。

　無論、彼の赤光が生じさせたのは轟音だけではない。鉄をも溶かすような熱と衝しよう撃げき波はによって、彼が撃うった区画は綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

　そのたった一撃で、『院』にいた人じん狼ろう族をはじめとする獣じゆう人じんたちの、実に八割が、なにが起きたのかもわからぬままに消滅した。

　つまりそこは──孤児や、それを世話する大人たちが暮らしていた、居住区だったのだ。

　彼はまた舌なめずりをすると、再び赤しやつ光こうを吐きつけるべく口こう腔こうを開き、同時に自らの周囲に直径五メートルほどの光球を数百個生み出した。

　その時、消滅した居住区ではない場所にいた獣じゆう人じんたちが、ばらばらと外に出てきた。

　夜空に浮かぶ彼の姿を目もく撃げきした獣人たちの反応は、様々だった。

　人の身のまま呆ぼう然ぜんと空を仰ぐだけの者もいれば、闘たたかうために変身した者もいる。逃げ出そうとする者も、もちろんいた。

　つまらない、と彼は思った。

　数が少なすぎる。実際、地上の獣人の数は二十人にも満たなかった。

　つまらない。が、すぐに割りきった。

　次に、もっと人の多いところに行けばいいだけの話なのだ。

　移動しよう。さっさとここを片づけて。

　次は人が多くて、煌こう々こうと明かりが灯ともっている大きな街がいい。

　考えていると、背中と翼つばさに稲妻が落ちてきた。続くように地上から火線が伸びてきた。獣人たちの攻撃だ。が、それらの攻撃は、彼の漆黒の体毛に触れるや否いなや、その毛先を焼くことすらできずにぱらぱらと弾はじけた。当然、痛くも痒かゆくもない。

　彼は赤光を吐いた。光球も一つ残らず降り注がせた。

　爆ばく光こうが、轟ごう音おんが、衝しよう撃げき波はが、それぞれ夜を震しん撼かんさせるように広がり──。

『院いん』は、わずか一区画のみを残して跡形もなく消滅した。

　その残った一区画には眼めもくれず、四枚の翼つばさに冬の風を受けながら、彼は悠然と飛び去っていった。




　大気がざわめいていた。

「随分とさっぱりしたものよ」

　荒野となった『院』を見回して、桜さくらは苦笑した。

　見る影もないとはまさにこのことだ。林立していた仏閣も、外堀も、瓦が礫れきすら残さず消えている。

「無事なのは、紫し宸しん殿でんだけか」

『院』の北側に位置する紫宸殿だけは、結界に守られ、変わらずそこに建っていた。

　桜自身が張った結界であったから防ぎきれたようなものの、もしそうでなければ、今いま頃ごろ『院』は完全消滅していただろう。

　まったく、あの《龍りゆう》の力はたいしたものだ。

《龍》が飛び去ってから、既に三十分近い時間が経過しているというのに、大気のざわめきは収まっていない。

　大気を乱しているものの正体は、《龍りゆう》が全身から発していた瘴しよう気きだ。

──縁ゆかりの肉体を器うつわとしている今の余では、歯が立たぬな。

　闘たたかうつもりなど、毛頭ないが。

「彼か奴やつが向かったのは、街か」

《龍》が飛び去った方向に目をやりながら、桜さくらは上着の襟えりを立てた。

　桜が身につけているのは、黒のレザーコート。『院いん』に戻る途中で、街に寄って調達してきたものだ。縁の服は卑ひ龍りゆうとの戦せん闘とうでボロボロになっていた。

《龍》が飛び去った方向は、瘴気の残り具合によってわかる。恐らく《龍》が目指しているのは、都心部──新しん宿じゆくか渋しぶ谷やあたりだろう。

『院』を壊かい滅めつさせて、そこに居合わせた百人ばかりを殺した程度では、到底《龍》の破は壊かい欲求は満たされないのだ。

「さすがに、おとなしくはしていないか……」

『最さい後ごの月つき』を返してもらわなければならないから、ここでじっとしていてくれた方が有り難かったのだが、そう都合よくはいかないようだ。

「まあよい。彼奴は彼奴で、余が真の神になるための大事な駒こまだ。働いてもらう前に少しぐらいは自由に暴れさせてやろう」

　独白した桜は、音もなくその場から姿を消した。空間転移だ。

　彼が転移した先は、紫し宸しん殿でんの最深部。天井も壁かべも床も、すべてが大理石でできている広間の中だった。

　広間の中央には水晶球の載った台座があり、その傍らに二人の女がいた。

　うち一人──不思議な光沢の衣装の上に透き通るような虹にじ色の羽衣を纏まとった娘が、桜の姿を見て目を大きくした。

「余だ」

　桜が言うと、娘──燐りんは、半歩下がって恭うやうやしく一礼した。

「笑ってくれ、燐。余はこのようなみすぼらしい姿になってしまった」

　金きん褐かつ色しよくの髪に手を入れながら台座の許もとまで歩き、桜は自ら笑った。

　桜とて出来損ないの肉体など奪いたくはなかったのだが、こればかりは仕方がない。

　精神を移す肉体を任意で選ぶことは、無論できる。しかし桜が殺されてしまった場合には、桜の精神は自動的に殺した相手の肉体に移されることになる。どんなに他ほかの肉体を奪いたいと願っても、それは叶かなわない。

　笑うように言われた燐だが、いえ、と静かに首を振っただけで、その表情は動かなかった。

「そうであったな。傀儡くぐつである燐が笑うはずがなかったな」

　傀儡には、心がない。

　心がない者は笑わない。怒りに震ふるえることも、哀かなしみの涙を流すこともない。

　ただ主の命に従うだけの存在──それが傀儡くぐつだ。

　ふっ、と声に出して笑った桜さくらは、燐りんの足元に横たわっている、もう一人の女に視線を移した。

　長い栗くり色の髪を大理石の床に広げ、身体からだを丸めるようにして眠っているその女は、深み雪ゆきだ。

　羽衣こそないものの、彼女の身につけている衣装は燐と同じものに替えられている。

　桜は屈かがんで深雪の髪に触れた。梳すいてみると、その髪はまったく指に絡まることなく絹のような手触りだけを残した。

　金きん褐かつ色しよくの目を細くして、桜は眠る深雪に優しい声こわ音ねで語りかけた。

「秘めた力も美しさも申し分ない……傀儡となった暁には、存分に愛してやろう」

　そして立ちあがる。

「傀儡の儀ぎは、いかがいたしましょう？」

　蒼あおい瞳ひとみに深雪を映し、燐。

「あれは時間がかかる。この女を傀儡にするのは、余が永遠を手に入れてからだ。それまではこのままここに置いておく」

「はい」

　頷うなずいた燐に、桜は命じた。

「水晶球に響ひびきを映せ」

　また「はい」と頷うなずいて、燐は台座の上の水晶球にそっと片手を宛あてがった。と、水晶球の中に、漆黒の巨きよ獣じゆうの姿がひどく不ふ明めい瞭りようながらも映し出された。

《龍りゆう》となった響は、やはり都心部方面へと向かっていた。それも時折、光や炎を地上に吐きつけながら。

　映像が不明瞭なのは、《龍》が発する瘴しよう気きによって大気が乱されているためだ。

「やはり、人が密集している場所が好みのようだな」

「響忍しのぶの自我は、残ってはいないのでしょうか？」

「傍はたから見ただけでは、判然とせぬな」

　水晶球の映像を上着のポケットに両手を入れて凝ぎよう視ししていた桜は、《龍》の頭部の脇わきに浮いている小さな黒い点に目を留めた。

　ゴマ粒のようにしか見えないそれは、『最さい後ごの月つき』に間違いない。漆黒に染まっているのは、闇やみと影の使い手である響の力を解放しているためだろう。

「『最後の月』……やはり彼か奴やつに付したままか」

「回収して参ります」

　空間転移で去ろうとした燐を、「待て」、桜は制した。

「遠視の術が歪ゆがめられるほどに、彼奴の周囲は大気が乱れている。そこまで大気が乱されていては、空間転移では近づけぬだろう。それに彼奴は見境のない獣けものも同じ……燐一人では危険だ。余も行こう」

「はい」

「卑ひ龍りゆうに騎き乗じようして向かう。表に用意せよ」

　言いながら、桜さくらは虚空より小さな珠たまを二つ出現させた。

　乳白色の光に包まれたその珠の中には、卑龍が封じ込められている。

　珠を手渡された燐りんは、桜が広間に入ってきた時と同じように恭うやうやしく一礼して、広間から音もなく消えた。

　深み雪ゆきと二人になった桜は、薄うすい笑みを浮かべて深雪の周囲に結界の術を施した。

　これで深雪が目を覚ましたとしても、逃げられる心配はない。

　紫し宸しん殿でんの外やこの広間自体にも結界は張られているから、新たな結界を張る必要はないのだが、念のためだ。

「今のうちに愛する男の夢を見ておくがいい。傀儡くぐつとなって心を失えば、夢を見ることも叶かなわなくなるからな」

　深雪の穏おだやかな寝顔に声をかけ、桜は空間転移で表に出た。

　珠より解き放たれた二体の卑龍が、燐に従えられてそこにいた。

　まるで対の存在であるかのように、卑龍の外見はよく似ていた。

　どちらも小型の龍の姿をしており、ふさふさした体毛にくまなく覆おおわれている。小型といっても、人間の三、四人なら軽く乗せられるだけの大きさはある。

　形態も大きさも同じ、二体の卑龍。体毛の色が、片や白、片や紫となっているのが唯一の相違点だ。

　二体の卑龍──白はく龍りゆうと紫し龍りゆうの外見が似ているのは、母体となった人じん狼ろうが双ふた子ごの姉妹であったためだ。獣じゆう聖せいでこそなかったが、パープルウルフの姉もホワイトウルフの妹も名の通った使い手であった。

　桜は紫龍に、燐りんは白龍に、それぞれ騎乗した。

「響ひびきよ、『最さい後ごの月つき』は余が真の神になるために必要なもの……返してもらうぞ」

　独白して、桜は紫龍の首の付け根をポンと叩たたいた。

　応じるように一声鳴いて、紫龍が翼つばさをはためかせた。白龍もそれに続く。

　二体の卑龍が夜空に舞いあがった。




　月つき森もり静しず馬まは、苛いら立だっていた。

　ハンドルを握る手には不必要な力が込められていたし、掌てのひらにはじっとりと汗が滲にじんでもいた。

「よりによって、この急いでいる時に事故渋滞に引っ掛かるなんて……これもすべて橘たちばなさんの日ひ頃ごろの行いが悪いせいです。法のり子こさんに逃げられるのも時間の問題ですね」

　先程からちっとも前に進まない前方車のナンバープレートを睨にらみながら、静馬はかなり酷ひどいことを言った。が、助手席の橘たちばなからの返事はない。返ってきたのは、「くー」という、三み十そ路じ目前の男にしては妙に可愛かわいらしい寝息だけだ。

　名な栗ぐり村を出しゆつ立たつした一時間前から、橘はずっと眠っていた。

　睡眠によって魔ま力りよくの急速回復を図っているのだ。

「ある程度術が使えるぐらいに魔力が回復すれば自然に目が覚めるから、それまでは絶対に起こさないでくれよ」

　眠りにつく間際、シートベルトを締しめながら橘はそう言っていた。

「橘さんが目覚めてくれさえすれば、東京まで空間転移で一いつ瞬しゆんなのですが……」

　橘の眠りはかなり深く、目覚める気配は今のところない。

　車で冬とう馬まの家に着くのが先か、橘が目覚めるのが先か。どちらにしろ、かなり時間がかかりそうだ。

「いっそのこと、車を捨てて走った方が早いかもしれませんね……あの剣を持って」

　後部座席に立て掛けてある一振りの大剣に目をやった静しず馬まは、名栗村での出来事に思いを巡らせた。




『長おさ』の正体に繫つながる手掛かりを求めて、かつて香か沙ざ薙なぎの里があったとされる地を訪れた静馬と橘は、そこで『長』の刺客──青せい龍りゆうに襲おそわれた。

　水を攻防自在に操る青龍は、香か沙ざ薙なぎ桂けいの妖よう魔まよりも数段手強く、静馬と橘は苦戦を強いられた。

　青龍の鱗うろこは静馬の御み剣つるぎが通じないほどに硬く、また濁だく流りゆうとなって襲おそいくる水には、木々を軽軽となぎ倒し、地面をごっそり削るほどの威力があった。

　御剣で傷つけられないならば、通じる技は蒼そう龍りゆうしかない。しかし、蒼龍は溜ためが必要な技だ。

　そこで静馬は、防御はすべて橘に任せ、自らは溜めに集中するという戦法を取ることにした。攻こう撃げき系の術は苦手な橘だが、空間操作系や、防御・結界系の術に関しては超一流の腕を誇る。

　その戦法は成功し、静馬と橘は辛くも勝利を収めることができた。もっとも蒼龍を以もつてしても一撃で仕留めることはできず、青龍が倒れるまで、静馬は実に十発もの蒼龍を放つはめになったが。

　おかげで獣じゆう気きは空っぽに近い状態になってしまった。数カ月前の修行で獣気を強化していなかったら、青龍が倒れる前にこちらが力尽きていたに違いない。

　力を使い果たしたのは橘も同じで、彼は雪の上に大の字になって、「去年死んだ婆ばあちゃんが、川の向こうで手招きしてるよー」などと言いながら、目をぐるぐる回していた。

　そんな橘を一いち瞥べつすると、静馬は獣気を振り絞って左手にだけ御剣を生み、湖の淵に横たわっている青龍へと近づいていった。

　御剣を生んだのが左手なのは、完治していなかった右腕が、闘たたかいの最中より肩から上にあがらなくなってしまったためである。

──生命の匂においは消えていますが、相手は魔ま物もの……息を吹き返さないとも限らないですからね。

　それで、とどめを刺しておこうと考えたのだ。

──鱗うろこは硬いですが、眼めや口からなら刃やいばを突き入れられるでしょう。

　警けい戒かいしながら青せい龍りゆうの前に立つと、いきなり青龍の全身からしゅうしゅうと蒸気が立ち昇り始めた。

　静しず馬まは一歩下がって様子を窺うかがった。蒸気はすぐにやみ──静馬は仰天した。

　なんと、横たわっていた青龍の巨体が人間の男に変わっていたのだ。しかもそれは、静馬の見知った人物だった。

「緒お形がたさん……？」

　全裸で倒れ伏しているその男は、獣じゆう聖せい十じゆう士しの一人、緒形蓮れん司じだった。昔、何度も稽けい古こをつけてもらったことのある男だ。どうりで匂においに覚えがあったわけだ。

　御み剣つるぎを消し、変身を解いて、静馬は緒形を抱き起こした。そこに、よたよたした足取りで橘たちばながやってきた。緒形の顔を見て彼は絶句した。

「人に戻れたのか……俺おれは……？」

　苦しげに瞼まぶたを開け、緒形が言った。その声には生気がなく、顔にはありありと死相が浮かんでいた。

「あなたを魔物にしたのは、『長おさ』ですね？」

　静馬は訊きいた。緒形に助かる見込みがないのは明らかだったから、「大丈夫ですか？」などという無意味な言葉はかけなかった。

　静馬の問いに、緒形は弱々しく頷うなずいた。

「『長』の正体を、『長』がなにを目もく論ろんでいるのかを、知っていますか？」

「……わからない……ただ桜さくらは、ここに封じられている物を、おまえたちに見つけられることを防ごうとしていた……」

　自分はそのための駒こまとして化け物にされたのだと、緒形は言った。他ほかにも何人かの腕の立つ獣じゆう人じんが化け物にされたらしい。

　息も絶え絶えに話す緒形を、橘は沈痛な面おも持もちで見下ろしている。なんと声をかけていいのかもわからないのだろう。

「桜というのが、『長』の名なのですか？」

　頷いた緒形は、静馬の腕を爪つめが食い込むほどに強くつかんだ。

「月つき森もり……ここに封じられている物を、手に入れるんだ。そして東京へ戻れ。卑ひ龍りゆうが差し向けられたのは、おまえたちだけじゃない。桜はおまえの弟にも卑龍を……」

　そこまで言ったところで、静馬の腕をつかんでいた緒形の手から力が抜け、だらりと垂れた。

　雪の上にそっと緒形を横たえた静馬は、脱ぎ捨てていたコートを拾ってきて彼にかけると、橘たちばなと二人、短い黙もく[image: ]とうを捧ささげた。

「……探しましょう。この地に封じられているという物を」

　緒お形がたの遺い体たいをこのままにしておくのは忍びなかったが、今は時間が惜しい。

　静しず馬まは旅館に停とめてあった車に戻り、予備のＹシャツとコートを身につけた。変身するとどうしても服が破れてしまうので、替えの服は常に車の中に用意してある。

　それから、緒形が言い残した、「この地に封じられている物」の探索を開始した。

　桜さくらの正体も目的も謎なぞのままだが、こちらから打って出る前に桜が動いたというのであれば、情報収集を続けているわけにもいかない。

　一刻も早く東京へ戻り、冬とう馬まに加勢する。

　しかし、「この地に封じられている物」を手に入れるのが先だ。それがなんであるのかは見当もつかないが、桜との闘たたかいに於おいて役立つことは間違いないだろう。

「橘さん。時間が惜しいですから、手分けして付近を捜索しましょう」

　半径にして三百メートル圏内になにかが隠されていることは、橘が手にしている珠たまが示している。

　二手に別れてしばし、橘が無人の神社を発見した。その境内に植えられていた桜の木に、封印の術が施されているという。

　魔ま力りよくの匂においは巧妙に消されているから、静馬一人では見つけられなかっただろう。

「風変わりな封印だけど……それほど強力なものじゃないから、僕ぼくで解けるよ」

　そう言って橘が封印を解くと、桜の幹が爆はぜて一振りの剣が現れた。

　その剣が大きな力を秘めていることは、静馬にも一目でわかった。

　柄つかは銀で、鞘さやには金銀の装飾が施されている。見た目はきらびやかで、さながら宝剣のようだが、刀身の幅や長さは長剣を通り越して大剣に近い。間違いなく闘たたかうために造られた剣だ。

　ほのかな朱の光に包まれて桜の幹があった位置に浮いていたその剣を、静馬はつかみ取った。瞬しゆん間かん、耳鳴りがした。

　顔をしかめて片耳を塞ふさぐと、耳鳴りがさらに大きくなり、頭の中に玲れい瓏ろうとした女の声が響ひびいてきた。

（これは、龍りゆう魂ごんの剣……真の神となるために力と永遠を求め、数多あまたの命を踏みにじってきた、愚かで哀れな龍人を滅するために造られた剣です）

　龍人。どこかで聞き覚えのある言葉に、静馬は眉み間けんに皺しわを寄せた。

（この剣を手にした貴方あなたに、邪よこしまなる者を討とうとする心があるならば、剣は大きな力となるでしょう）

　女の声は、もうそこで終わりだった。耳鳴りがやみ、剣を覆おおっていた光も失うせた。

　また声が聞こえてくるかもしれないと、静馬はしばらく剣を見つめていたが、もう女の声が聞こえてくることはなかった。

「どうしたの、静しず馬まくん？」

　剣を下ろすと、橘たちばなが怪け訝げんな表情で声をかけてきた。耳鳴りと女の声は、彼には聞こえていなかったようだ。

　静馬は、剣から聞こえてきた声のことを話した。

　それを聞いた橘は、腕を組んで「うーん」と唸うなった。

「剣の声が言ったことを信じるなら、『長おさ』は僕ぼくらが想像していたよりも遥はるかに性質たちの悪い相手かもしれない」

　橘によれば、龍りゆう人じんは太古の昔に存在した伝説の種族だという。

　寿命は五百年を軽く超え、その魔ま力りよくは、大地を裂き、天をも焦がすほどに強大であるらしい。

「少なくとも、僕が目にしたことのある文献には、獣じゆう人じんとは次元の違う存在として記されていたよ」

　なるほど、と静馬は思った。龍人という単語に覚えがあったのは、静馬自身も、過去に『院いん』の文献でその名を目にしたことがあったからだったのだ。

「静馬くんは、その剣の声が言っていたことを信じるのかい？」

「ええ。あの女性の声に[image: 噓]うそは感じられませんでしたし、桜さくらがこの剣を疎うとんでいるのは事実のようですから」

　剣──龍りゆう魂ごんの剣の柄つかを、静馬はぎゅっと握った。ずしりと重い。並の人間の膂りよ力りよくでは到底扱える代しろ物ものではない。

「『長』の正体も目的もわかりましたし、有効らしい武器も手に入りました。収しゆう穫かくは充分です。東京に戻りましょう」

「……やっぱり、僕も付き合わなくちゃいけないのかな……？」

「強制はしませんよ。ただし協力してもらえないのであれば、結婚式前夜のあのことを法のり子こさんに話します」

　言って、静馬はさっさと歩き出した。

「……強制はしないけど、脅迫はするんだね……」

　橘は、がっくりと肩を落としてついてきた。

　車に戻った静馬は、携帯電話で冬とう馬まの家にかけてみた。が、誰だれも出なかった（この時、冬馬の家のすぐ前に停とめてある車の中に静しず華かと由ゆ花かがいたのだが、それは静馬の与あずかり知るところではない）。

　単に留守なのか、あるいは既に敵てき襲しゆうを受けていて、電話どころではないのか。

　そもそも冬馬が敵に襲おそわれる、あるいは襲われているとして、戦場がどこなのかがわからない。

「姉様にも、連絡を取っておきましょう」

　姉にも警けい戒かいを促しておくべきだったし、冬馬と深み雪ゆきが姉夫婦の家でクリスマスパーティーを開いている可能性もあると電話をかけてみたが、静しず華かは不在だった。

　電話に出た義兄によれば、静華は冬とう馬まの家に遊びに行った由ゆ花かを迎えに行ったまま、まだ帰っていないという。静華が帰ってきたら自分の携帯に連絡をくれるよう義兄に頼み、静しず馬まは電話を切った。

「冬馬くんって、携帯は持ってないの？」

　橘たちばなの問いに、静馬は苦い表情で頷うなずいた。

　冬馬も、静華も、相そう馬まも、家族は誰だれも携帯電話を持っていない。

「そういえば、深み雪ゆきさんや鷹たか秋あきくんたちも持っていませんでしたね……」

「それって、ある意味すごいかも……」

　事が片付いたら無理やりにでも全員に携帯電話を買わせよう。そんなことを思いながら、静馬は橘とともに名な栗ぐり村を後にした。

　そして、今に至る。

　不意にクラクションが聞こえた。

　後部座席に立て掛けてある大剣を見ていた静馬は、後方車が鳴らしたクラクションで、止まっていた車の波が動き出したことに気づいた。

　ようやく前に進めると思ったのもつかの間、百メートルも進まないうちに車の波はまた止まってしまった。

「やれやれ……」

　ため息をついた静馬は、念の為ためにもう一度冬馬の家に電話をしてみようと、携帯電話を取り出すために上着に手を入れ、そこで目を剝むいた。

　なにかが、それも恐ろしく邪悪で強大な力を持ったなにかが、遠くから迫ってくるのが感じられたからだ。

　すぐに車を下りた静馬は、空に視線を向けて絶句した。

　暗あん澹たんとした彼方かなたの空から、なにか黒いもの──まだ小さな点にしか見えない──が徐々に近づいてくる。

「あれは……」

　黒い点にしか見えなかったそれは、距離が縮ちぢまるにつれ、翼つばさを持った巨大な生き物であることがわかるようになった。

　鼻先から、翼、尻尾しつぽの先まで漆黒の体毛に覆おおわれ、三つの赤い眼めを爛らん々らんと輝かがやかせているその異い形ぎようは、大きさこそ違うが、かつて冬馬が倒した《龍りゆう》に酷似していた。

　異形──《龍》が、肌が痺しびれるような瘴しよう気きを振り撒まきながら、静馬の頭上高くを通過した。

　四枚の翼のはためきが起こした突風が静馬の髪とコートを激しくなびかせる。

　飛ばされぬよう開けっ放しにしてあったドアの縁へりをつかんだ静馬は、あることに気づいて愕がく然ぜんとなった。

　怖おぞ気けのするような《龍りゆう》の邪悪な匂においの中に、静しず馬まの良く知る人物の匂いが、かすかにではあるが混じっていたのだ。

「響ひびき……忍しのぶ……」

　ほとんど呻うめきに近い感じでその人物の名を口にした静馬は、遠ざかってゆく《龍》を呆ぼう然ぜんと立ち尽くして見送った。

　間もなく、あたりは騒そう然ぜんとなった。

《龍》を目もく撃げきしていたのは、無論、静馬だけではない。そういった人々が車から下りてきて騒さわぎ始めたのだ。

　と、《龍》が飛び去っていった方角の空から、赤い筋が地上に向かって伸びるのが見えた。

　人々のざわめきが一層大きくなった。

──あの魔ま物もの……地上を攻こう撃げきしているのか。

　あの赤い筋は、《龍》が地上に向かって吐きつけた炎か光に違いない。その証拠に、赤い筋が落ちたあたりから火の手があがっている。

　くっ、とかすかな呻きを洩もらすと、静馬は車の中に戻った。

　あれほどの瘴しよう気きを持った異い形ぎようが真上を通過したにもかかわらず、橘たちばな春はる海みは、「くー」と寝息を立て続けていた。




　崩れゆく《蘭らんの封ふう界かい》から脱出した冬とう馬またちが降り立ったのは、《蘭の封界》への入り口になった公園の中だった。

　そこは出しゆつ立たつの時と同じく人ひと気けがなく、静まり返っていた。

　桜さくらと桂けいが近くにいないことを匂いで確認すると、冬馬と鷹たか秋あきは人の姿に戻った。

　長時間の変身は肉体に負担がかかるし、変身した姿が一般人の目に触れるのはまずい。

──桜と香か沙ざ薙なぎが脱出した先は、俺おれたちとは違う場所みたいだな。

　もし、彼らも自分たちと同様にこの公園に降り立ったのだとしたら、すぐに空間転移で去っていたとしても匂いが残留しているはずだ。しかし彼らの匂いは微み塵じんもしない。冬馬たちより一足先に脱出した桜と桂が降り立った場所は、ここではないのだ。

──桜との再戦の前に、香沙薙と会えればいいんだけど……。

　険しい表情で考えていると、

「上半身裸ってのは、さすがにきついな。冬場の変身はこれだから嫌だぜ」

　隣となりに立っていた鷹秋が身み震ぶるいしつつ言った。

　彼の左肩には、未いまだ真ま矢やが担がれている。

　ぐったりしたままピクリとも動かない真矢は、いつの間にか人の姿に戻っていた。

　獣じゆう人じんの変身は、気絶したからといってそうそう解けるものではない。にもかかわらず変身が解けているのだから、鷹秋の一発は相当に痛かったということだ。

「大丈夫なのかな、真ま矢やくん。殴った時、ものすごい音がしてたけど……」

　心配になったので訊きいてみると、

「ん？　ああ、ちょいと思いっきり殴りすぎたような気がしないでもないが……大丈夫だろ。こう見えて頑丈な奴やつだからな、こいつは」

　鷹たか秋あきは、あっけらかんと答えた。

「起こしてあげないと……」

「このまま寝かしとこうぜ。迂う闊かつに起こすと、姉さんはどこだー！　って、またぎゃあぎゃあ喚わめきちらすだろうからな」

「そう……だね」

　冬とう馬まは曖あい昧まいに頷うなずいた。確かに鷹秋の言うとおりになるだろう。

「で、深み雪ゆきさんと親父おやじさんはどうした？　御み堂どう巽たつみのガキは説得できたのか？」

「……家に戻ってから話すよ。真矢くんにも聞いてもらわないといけないし、由ゆ花かが待っているから……」

　うつむき加減で答えた冬馬に、

「わかった」

　鷹秋は頷き、それ以上なにも訊いてはこなかった。

「行こう」

　真矢を担いだ鷹秋とともに、冬馬は公園を後にした。

　自宅までの五分弱の道程みちのり──冬馬も鷹秋も、一度も口を開かず、また真矢が目を覚ますこともなかった。

「……ん？　おまえん家ちの前、車が停とまってるぞ」

　自宅が見えてきたところで、鷹秋が言った。

「あの車は、姉様の……」

　足を止めて呟つぶやくと、家の前に停まっていた赤い車の片方のドアが開き、中から転がるように由花が出てきた。

「冬馬さぁん！」

　由花は泣き叫ぶような声をあげて駆けてきた。冬馬たちが無事に帰ってくることを、祈るような気持ちで待っていたのだ。

「ほれ、可愛かわいい彼女のお出迎えだぜ」

　鷹秋に肘ひじでドンと背中を押され、「わ」、冬馬はつんのめった。瞬しゆん間かん、ぐにゃりと視界が歪ゆがんだ。

「あ……」

　脚から力が抜け、冬馬はそのまま前のめりに倒れた。

「冬馬さん！」

「月つき森もり！」

　由ゆ花かと鷹たか秋あきの叫びが重なり、一いつ瞬しゆん遅れて、バンと車のドアが勢いよく閉まる音がした。静しず華かも車を下りたのだ。

　うつ伏せになったまま、冬とう馬まは多量の血を吐いた。顔のまわりの雪が真っ赤に染まる。

「おいっ、しっかりしろ！　軽く押しただけで血なんか吐いてんじゃねえよ！」

　真ま矢やと青せい龍りゆう刀とうを投げ捨てた鷹秋が、冬馬を抱き起こした。

──『久く遠おんの月つき』の副作用か……っ！

　公園からここまでの間に冷えきっていたはずの身体からだがたまらなく熱くなり、冬馬は鷹秋の腕の中で身み悶もだえた。鷹秋の腕を振り解きかねないほどに激しく。

　そこに、静華と由花がたどり着いた。

「冬馬さん！」

　今にも泣き出しそうな顔で冬馬にすがりつこうとする由花。しかし、

「邪じや魔まだよ、下がってな」

　静華にフードをつかまれ、由花は強引に後ろにやられてしまった。

　代わりに前に出てきた静華は、鷹秋の腕が振り解かれないよう、のたうつ冬馬の両肩をぐっと押さえつけた。

「あ……ぐ……ああっ！」

　喘あえぎながら、冬馬は悟った。

《蘭らんの封ふう界かい》での変身は、やはり確実に病びよう巣そうを悪化させていた。それに古き月の力の反動が重なり、これまでその癒いやしの力で病巣を抑え、症状を大幅に軽減してくれていた陣じん内ない甲こう牙がの血の効果が及ばなくなってしまったのだ。

「とにかく家の中に運ぶんだ！　こっちの坊やは、あたしが連れていく！」

「わかった、そっちは任せたぜ！」

　そんな静華と鷹秋の会話を耳にしながら、冬馬の意識は闇やみに落ちていった。




『──多数の目もく撃げき情報が寄せられている怪生物の攻撃により、各地で大規模な火災が発生している模様です。現在、火災が確認されている地域は──』

　カーラジオから、アナウンサーの切迫した声が流れている。

　ハンドルを握りながらそれを聴いている静しず馬まの焦しよう燥そうは、ピークに達しつつあった。

《龍りゆう》を目撃してから一時間──静馬と橘たちばなの乗った車は、またも渋滞に引っ掛かっていた。先程の事故渋滞を脱し、しばらくは順調に進めていたのだが。

　渋滞は《龍》に攻撃された地域を中心に、東京、埼さい玉たまの数箇所で起きていると報道されていた。

　ラジオの情報はかなり錯さく綜そうしていたが、どうやら《龍》は、秩ちち父ぶを皮切りに、断続的に地上を攻こう撃げきしながら、都心部方面へ移動しているようだった。

　既に、被害は想像もつかない域に達している。

　このまま都心部に入られたら、東京全土がパニックに陥る。そして、すぐにそれは関東全域に広がるだろう。

「それこそ、怪かい獣じゆう映画の世界になりますね……」

　静しず馬まが顔をしかめて独白すると、

「んーっ……怪獣映画がどうかしたの？」

　あくび混じりの間の抜けた声が独白に応こたえた。

「おはようございます」

「ふわぁ……おはよ。僕ぼくはどのくらい寝てたのかな？」

「二時間そこそこ、といったところです。よく眠れましたか」

「うん。なにしろ疲れてたからね」

　ゴシゴシ目元を擦こすった橘たちばなは、外していたメガネをかけつつ、

「ラジオ、チャンネル変えていいかな？　ニュースはつまらないから」

　吞のん気きに言った。

「構いませんが、どのチャンネルに変えても同じニュースしかやっていませんよ」

「なにか大きな事件でもあったの？」

　静馬が無言で頷うなずくと、橘は小首を傾かしげてラジオに聴き入り、数分後──。

「空飛ぶ巨大怪生物って……なに？」

　怪け訝げんな顔で訊きいてきた。

「私にもわかりません。外見は以前に冬とう馬まが倒した妖よう魔まに酷似していましたが」

「外見は、って……実物を見たの？」

「我々の頭の上を通過していきましたよ。一時間ほど前に」

「げ」

「正体は判然としませんが……響ひびき忍しのぶの匂においがしました」

　静馬の言葉に、橘は目をしばたたかせた。

「響忍って……あの響忍だよね？　なんでその化け物から彼の匂いが……？」

　黙だまって、静馬は首を横に振った。

「ど、どうするの？」

「追って、倒します」

　きっぱりと、静馬は言った。

「渋滞のおかげで一向に追いつけずに辟へき易えきしていたのですが、橘さんが目覚めてくれれば、もう渋滞で足止めを食わずにすみます」

「へ？」

「空間転移で先回りするんですよ。あれは都心部方面へ向かっているようですから、新しん宿じゆくか渋しぶ谷やあたりで待機しておけば、出くわせるはずです」

「なるほど……でも、冬とう馬まくんの援えん護ごはどうするの？」

「都心部に転移したら、橘たちばなさんは、すぐにまた空間転移で冬馬の許もとに行ってください」

「……もしかして、君一人であの化け物と闘やり合うつもりなのかい!?」

　啞あ然ぜんとする橘。静しず馬まは頷うなずき、後部座席に立て掛けてある剣を視線で示した。

「武器なら、ありますから」

　その剣──龍りゆう魂ごんの剣に如何いかなる力が秘められているのか、それはまだわからない。だが、並の魔ま力りよく武器とは次元が違うということは、一目見た瞬しゆん間かんから感じている。

「なにしろ、龍人である『長おさ』が厭いとうほどの剣です。必ず力に──」

「静馬くん」

　不意に、橘が今までにない真しん摯しな声を出した。

「彼が……響ひびき忍しのぶが絡んでいるかもしれないからって、気負ってはいないかい？」

　彼にしては珍しい先せん輩ぱい然とした物言いに、静馬は驚おどろいた。

「確かに、あの剣の力は並じゃないよ。軽く調べただけだけど、それは断言できる。けど、どんな能力が秘められているかとか、リスクの有無とか、細かいことはまだわかっていないだろ？　そんな物を過信するなんて、君らしくないよ。そもそも、もう君には闘たたかう力なんてほとんど残っていないだろう？」

「橘さん……」

「その化け物と闘うのは、先に冬馬くんたちのところに戻って、卑ひ龍りゆうってのをやっつけて、体勢を整えて……それからだ」

　じっと静馬の横顔を見据えて、橘。少しの間の後、静馬は前を向いたまま言った。

「確かに、少しも気負いがないかと問われれば、ないとは言えません。ですが一刻も早くあの魔物を……せめて足止めだけでもしなければ、被害は拡大する一方です。今それができるのは、私しかいません」

「けど──」

「気負ってはいるかもしれませんが、冷静さを全く欠いているわけではありません。猪ちよ突とつ猛もう進しんした揚げ句に玉ぎよく砕さい、なんてバカな真似まねはしませんよ。足止めさえも無理だと思ったら、尻尾しつぽを巻いて逃げ出します」

　橘に横目を向けて、静馬は小さく笑ってみせた。

「それは……本当だね？」

「ええ」

「……わかったよ。君を信じる」

　渋々、といった感じではあったが、橘は頷いてくれた。

「じゃあ、どこかに車を停とめてよ。距離のある空間転移は、車の中だと無理だから」

「わかりました。あの店に停めましょう」

　渋滞に耐えながらそのまま街道を進むこと数分、静馬は深夜営業のファミリーレストランの駐ちゆう車しや場に車を停めた。

「自分以外の人も転移させるのは、疲れるから嫌だけど……」

　車から下りた橘たちばなは、寒さに身み震ぶるいしながら車三台分ほどのスペースが空いていた場所に立ち、胸の前で両手の指を複雑に絡めた。

　龍りゆう魂ごんの剣を携えて、静馬はその傍らに立った。

「都心部って言ってたけど、どこにする？　赤あか坂さか？　六ろつ本ぽん木ぎ？　それともやっぱり歌か舞ぶ伎き町？」

「……渋しぶ谷や駅付近でお願いします。奴やつがあのまま真っすぐ進めば、渋谷は通過点になりますから」

　もし《龍》が進路を違えて、新しん宿じゆくや世せ田た谷がや方面に向かったとしても、渋谷からなら足で充分に追える。《龍》が飛行速度を大幅に上げたりした場合は、その限りではないが。

「渋谷だね、了解」

　橘は静かに目を閉じ、術を行使するための精神集中を開始した。

　黙だまって見守っていると、周囲に半径二メートルほどの青く輝かがやく法陣が浮かびあがってきた。と──。

「あ、あれ……？」

　素すっ頓とん狂きような声を出して橘が目を開けた。同時にフッと法陣が消える。

「……？」

「も、もう一回」

　再び、橘は目を閉じた。先と同じように青い法陣が浮かび──また、すぐに消えた。

「……どうしたんです？」

　不ふ審しんに思って訊きくと、橘は困りきった顔で洩もらした。

「……渋谷に転移できない……」

「……は？」

　きょとんとなった静馬に、橘は険しい顔で説明した。

「きっと瘴しよう気きのせいだ。あの化け物が振り撒まいている瘴気が、大気に強い影えい響きようを与えているんだよ。それしか考えられない」

　橘によれば、大気がひどく乱れている場所には、空間転移では渡れないのだという。

「つまり、空間転移で奴に近づくのは不可能ということですか？」

「そうなるね」

　腕組みして、橘は口をへの字に曲げた。

　メガネに指を宛あてがい、静馬は考えた。

　渋しぶ谷やで待ち受けるつもりだったが、間に合わなかったようだ。

《龍りゆう》は既に都心部に入ってしまった。そこに至るまでと同様に、一、二発攻こう撃げきして、そのまま通過してしまうのか、あるいはそこに留とどまって徹てつ底てい的に地上を破は壊かいし尽くすつもりなのか──根拠はないが、後者のような気がしてならない。

「でも──」

　考えていると、橘たちばなが腕組みしたまま口を開いた。

「でも、化け物からある程度離れた大気の乱れの小さい場所になら、転移は可能だよ」

「本当ですか？」

「並の術者だったら、少しでも大気が乱れていたらもうその場所には転移できないけど、僕ぼくはほら、空間操作系の術に関しては、船に例えるとするならタイタニック並にすごい人だから」

　腰に手をやって自慢げに胸を反そらした橘だが、なにぶん童顔なので、ちっとも偉そうには見えなかった。

「沈みそうで不安ですが……お願いします。できるだけ奴やつの近くに転移してください」

「任せてよ」

　張りきって頷うなずいた橘は、三度胸の前で指を絡めて青い法陣を出現させると、眉み間けんに深い皺しわを刻むほどに険しい表情をした。

「──化け物は渋谷に留まっているみたいだ。渋谷駅付近を中心にして、渋谷区のほぼ全域が転移不可能な状態になってるよ……新しん宿じゆく駅あたりが、転移できるギリギリの範はん囲いだね」

「そこで充分です。相手が渋谷に留まっているのなら、そう時間はかからずに捕まえられます」

「了解……このまま転移するよ！」

　声高に、橘。青い法陣が一際眩まぶしく輝かがやき、静しず馬まと橘はその場から消えた。




　自室のベッドに腰掛けて、冬とう馬まは静かに目を閉じていた。

　もうかれこれ十分近くもそうしている。

　部屋の電気はついていないが、三分の一ほど開いたドアから廊下の明かりが入り込んでいるので、真っ暗というわけではない。

　冬馬が自宅の前で倒れ、鷹たか秋あきに担ぎ込まれてから三十分が過ぎようとしていた。

　身体からだ中の骨と筋肉が引き裂かれるような痛み、激しい震ふるえと頭痛、吐き気。

　それらの症状は、家に運び込まれてからも十分ばかり続いた。

　症状が収まるまでの間、静しず華かと鷹秋はソファーの上で悶もだえる冬馬を押さえ続け、由ゆ花かはリビングの隅で耳をきつく塞ふさいでいた。もがき苦しむ冬馬の声を聞いていられなかったのだろう。

　現在、鷹秋と、冬馬の症状が収まった後に目を覚ました真ま矢やは、一階で静華に手当を施されている。冬とう馬まの怪け我がは『久く遠おんの月つき』の治ち癒ゆ効果で完治しているが、彼らの怪我はそうはいかない。

　冬馬は、ゆっくりと目を開けた。右手の薬指にはまっている銀色の指輪を見つめる。

《蘭らんの封ふう界かい》での激げき闘とうの影えい響きようか、『久遠の月』は、今にも砕けそうなほどヒビだらけになっていた。

「俺おれの命と一緒だな」

　力なく笑う。

　陣じん内ない甲こう牙がの血の力すら及ばないところまで、冬馬の病びよう巣そうは悪化した。悪化しきったといってもいいだろう。

「変身して闘たたかえるのも、あと一度だ」

　次に変身して闘った時──その時が、冬馬の最期だ。

　勝っても負けても、命は尽きる。本能がそう告げている。

　きゅっと掌てのひらを閉じた冬馬は、棚の上にあるマンボウ型の置き時計に目をやった。

　時刻は、午後十一時五十八分。もう二分で今日が──クリスマスイブが終わる。

　冬馬は立ちあがると、小学生の頃ころから使い続けている学習机に歩み寄り、その上に置いてある物にそっと触れた。

　机の上のそれは、目にも鮮あざやかな花束。

　夜景の見えるレストランとは別に、昼間のうちにこっそり用意しておいた、深み雪ゆきへのクリスマスプレゼントだ。

　深雪と過ごす初めてのクリスマス。いつも側そばにいてくれることへの感かん謝しやの気持ちと、愛している気持ち──それらを一番伝えられるプレゼントはなんだろうと悩みに悩んで決めたのが、花束だった。

──姉様や兄さんが聞いたら、バカの一つ覚え、って呆あきれるだろうし、もっと形に残るものの方が良かったのかもしれないけど……。

　深雪に初めて渡したプレゼントであり、深雪以外の女性には決して渡さないと約束したものでもある花束を、どうしてももう一度渡しておきたかった。

　深雪にプレゼントを渡せるのは、今日が最後になるかもしれなかったから。

「深雪さん……」

　花束のうちの一輪──白いバラを指先だけで撫なでていると、静まり返った室内にピピッという小さな機械音が響ひびいた。日付が変わったことを示す時計の機能だ。

「クリスマスイブ、過ぎちゃったな……」

　花束から指を離した冬馬は、その手をきつく握りしめた。

「……けど、クリスマスはまだこれからなんだ。必ず、この花束を深雪さんに渡してみせる」

　独白していると、

「明かりもついてない部屋で、ぶつぶつ言ってるんじゃないよ。気色悪い」

　背後で聞き知った声がした。振り返ると、ドア横の壁かべに静しず華かが背もたれていた。

「姉様……」

　いつの間に部屋に入ってきたのか、冬とう馬まは全く気づけなかった。

「着替えに行ったっきり戻ってこないから、二階でまた倒れてるんじゃないかって由ゆ花かの奴やつが心配してたよ。着替え終わってるんなら、さっさと下りてきな」

　いつもと変わらぬ愛想のない口調で静華は言った。

「ごめん。ちょっと考え事をしてたから……それで、由花はどうしてる？　まだ泣いてるのかな？」

　泣きじゃくっていた由花の顔を思い出し、冬馬は罪悪感を覚えた。

　自分は治らない病気になどかかってはいないと、《蘭らんの封ふう界かい》へ赴く直前、冬馬はそう由花に話していた。しかし目の前で発作に見舞われたことで、それが[image: 噓]うそであるとバレてしまった。

「いつまでも泣いてるほど、由花は弱い子じゃないよ。あたしが泣いてたって冬馬さんの身体からだが良くなるわけじゃないからって言って、あたしの代わりに坊やたちの手当をしてやってるよ」

「そっか……」

　冬馬は少しだけ安あん堵どした。今回ばかりは泣きやませる自信がなかったので。

「由花の奴、手当の手際もなかなかのものだよ。あの坊やたち、あたしより由花にやってもらう方がいいなんてのたまいやがった」

「それは姉様の手当が乱暴だからだよ。さっき、鷹たか秋あきくんの悲鳴がこっちまで響ひびいてきたから。ぎゃーっ、肩が外れたーっ！　って」

　冬馬が笑いかけると、静華は「ふん」とそっぽを向いた。

　そこで、ぷつりと会話が途切れた。

　不意に訪れた静寂に冬馬はうつむいた。

──話さなくちゃな……親父おやじのこと……。

　冬馬は未いまだ、《蘭の封界》での出来事を静華たちに話していなかった。話せずにいた、というのが正直なところか。

　着替えが終わってからもいつまでも自室にいたのは、姉に父の死を告げる心の準備をするためだった。

　準備は──まだできていない。言い出せず、うつむいたままでいると、静華が静寂を破った。

「親父は、死んだのか」

　冬馬は表情を強ばらせた。顔をあげることも、返事をすることもできない。が、その沈ちん黙もくがなによりの返答になっていた。

　再び訪れた静寂。それを破ったのは、またしても静華の方だった。

「最後の最後まで、どうしようもないボンクラだったな。親父おやじは」

　ぶっきらぼうに言って、静しず華かはため息に似た吐息を洩もらした。

　そんな姉の方に顔を向け、冬とう馬まは目を大きくした。

　姉の肩が、小刻みに震ふるえていた。

「姉……様……？」

　姉はうつむいており、表情は窺うかがえない。しかし冬馬には、彼女が泣いているのだということがすぐにわかった。

──姉様が泣いている姿なんて、もうずっと見ていなかったな……。

　静華の泣いた姿を見た最後は、母が亡くなった時だ。

　あれ以来、静華が涙を見せたことは、少なくとも冬馬が知る限りでは一度もない。

──母様が死んでから、姉様はずっと気を張り続けていたんだ。

　涙を見せるどころか、弱音の一つさえ吐かなかった。

　言葉遣いがぶっきらぼうになったのも、ちょうど母が亡くなった頃ころからだ。

　あの女性らしくない口調も、「母に代わって家族を守らなければ」という、意志の表れだったのだろう。

　そんな姉が、今、目の前で泣いている。

「姉様……」

　冬馬は姉の許もとに歩み寄り、小刻みに震えている肩にそっと手を置いた。

　その肩は普段の彼女の態度や言動からは想像もつかないぐらいに華きや奢しやで、冬馬は姉もまたか弱い女性なのだということを思い知らされた。

「あたしは……」

　うつむいたまま、静華が口を開いた。声にはかすかな嗚お咽えつが混じっていた。

「あたしはまた、親の死に目に立ち会えなかった……」

　なにかを言わなくてはと思った冬馬だが、静華の頰ほおをつうっと涙が伝うのが見え、なにも言えなくなってしまった。

「親父も母様も、身勝手すぎる……二人とも、あたしの手の届かないところでいなくなって……いつだって、あたしはなにもできないで……」

　手で口元を覆おおい、静華は声を詰まらせた。

　いよいよ溢あふれて止まらなくなった涙が頰から端正な頤おとがいを伝って落ちる。

　打ち震える姉をそっと抱き寄せ、冬馬は言った。

「親父を殺した奴やつをこのままにはしておかないよ。仇かたきは必ず俺おれが取る。だから──」

　だから泣かないでくれ。そう続けようとして、冬馬は口をつぐんだ。

──泣いていいんだ、姉様は。

　この十二年前の間、姉はずっと涙をこらえてきた。

　だが今は、もうその必要はない。

　冬とう馬まの胸にすがるようにして、静しず華かはぽろぽろと大粒の涙をこぼした。

　そんな姉を、冬馬は無言で抱きしめ続けた。
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　数分後──。

「おまえの前で泣いちまうなんて、あたしも耄もう碌ろくしたもんだね」

　ひとしきり泣いて落ち着いたらしい静華は、鼻をすすりながら冬馬から身を離した。

「貴重なものを見させてもらったよ」

　冬馬は小さな笑みを返し、冗談っぽく言った。と、その時──。

「きゃーっ！」

　階下から由ゆ花かの悲鳴が聞こえた。

「なんだ、てめえはっ!?」

　間髪入れず、鷹たか秋あきの怒声が響ひびく。

「──!?」

　冬馬と静華は顔を見合わせると、一階へと駆け下りた。

　そしてリビングへ入り、冬馬は「あっ」と声をあげた。

　ソファーとテーブルの間で、一人の男が鷹秋と真ま矢やに取り押さえられていた。その傍らには、マンボウクッションを武器代わりに構えた由花が立っている。

「このメガネ野郎が、いきなり部屋の中に現れやがったんだ！」

　冬とう馬またちに気づいた鷹たか秋あきが、男の顔をぐいぐいと床に押しつけながら大声で言った。

「ううっ……僕ぼくは不ふ審しん人物なんかじゃないのに……」

　言いながら、男ははらはらと涙を流した。

　その顔は、冬馬の見知った顔だった。

「た、橘たちばなさん……？」

　冬馬は目を丸くした。




「なにが起きた……？」

　紫の瞳ひとみに荒野を映しながら、桂けいは呆ぼう然ぜんと洩もらした。

『院いん』が──憎き犬たちの巣そう窟くつであったはずの場所が、なくなっていた。

　残されているのは、結界によって守しゆ護ごされた紫し宸しん殿でんと、夜気に染みついた濃のう厚こうな瘴しよう気きのみ。

「瘴気が残っているということは……魔ま物ものの類たぐいが暴れたのか……？」

　だとすると、相当に強大な魔物ということになる。残留している瘴気の濃こさと、『院』が消滅しているという事実が、それを物語っている。

　もし桂に人じん狼ろう族の嗅きゆう覚かくがあったなら、瘴気の主が、かつて自らが造り出した最大最強の妖よう魔まであることに気づけただろう。しかしそのような嗅覚もなく、また怒りと焦りによって冷静さを鈍らせていた桂に、この場で瘴気の主の正体を知る術はなかった。

「状況が把握できないのは面白くないが……紫宸殿が無事だっただけでも良しとしておくか……」

　紫宸殿が破は壊かいされていたら、『院』に赴いた意味がなくなってしまうところだった。

「一刻も早く、奴やつを見つけ出す」

　奴とは、響ひびき忍しのぶのことだ。『最さい後ごの月つき』を持ち去ったという彼の居所を突き止めるために、桂は『院』にやってきたのだ。

　紫宸殿の最深部に安置されている水晶球を用いれば、遠視の術の使用が可能になる。

　遠視の術ならば、一いつ瞬しゆんにして響の居所を知ることができる。偵察用の妖魔である《カラス》を使うという手もあるが、それだと時間がかかってしまう。

──傷の治ち癒ゆに手間取ったおかげで、既に時間を浪費している。響忍……あの男がなにを企んでいるのかは知らんが、『最後の月』は奴に使われる前に必ず奪い返す！

　そして眠っている力を全解放し、桜さくらを──今度は精神のかけらも残さず滅ぼす。

　本来の龍りゆう人じんとしての肉体を失っているとはいえ、桜には卑ひ龍りゆうのような厄介な取り巻きが多い。燐りんもいる。

　現在の桂が単身で挑んだところで、勝ち目はない。

　桜を殺すためには、やはり『最後の月』で眠っている力を解放する必要があるのだ。

　刺すような夜風に揺れる前髪を撫なでつけると、桂けいは紫し宸しん殿でんの方へと歩いた。

　紫宸殿へと至る長い石段の前に建つ、古びた黒い鳥居の前で足を止める。

「結界は、まだ生きているようだな」

　太刀たちの柄つかに手を掛けた桂は、鋭するどい抜刀の一いつ閃せんで目の前の空間を斬きった。

　虚空に淡く輝かがやく一筋の亀き裂れつが生じる。

　魔ま剣けん・絶ぜつを以もつてすれば、いかな強固な結界であろうと容易たやすく斬り裂くことができる。

　さらに何度か刃やいばを振るって結界に人が通れるほどの穴を開けた桂は、鳥居を潜くぐって石段を登り、紫宸殿に入った。

　建物の中は静寂に支配されていた。風が吹いていた分、まだ外の方が音があった。

　人の気配は皆無。どうやら残っている者は誰だれもいないらしい。

　それでも警けい戒かいを怠るわけにはいかないと、太刀は抜き身にしたまま奥に進む。

　天井も壁かべもすべて大理石という通路を歩くこと数分──桂は、紅こう玉ぎよくで装飾された金属製の扉とびらに突き当たった。

　迷わず太刀を一閃させる。

　奥に敵が潜ひそんでいる可能性もないわけではなかったが、ここでためらって時間を浪費するわけにはいかない。

　紙の如ごとく斬り裂かれた扉は、ドーンというくぐもった音を響ひびかせて奥に倒れた。

　桂は扉を踏み越えて広間に入り、すぐに立ち止まった。

「本山に連れて行かれたものと思っていたが……こっちに囚とらわれていたのか……」

　独白しつつ、広間の中央にある台座の傍らまで歩く。

　台座の上には遠視の術の使用を可能としてくれる水晶球が安置されているのだが、桂の視線は、広間に入ってからずっと、台座の許もとに横たわっている女──深み雪ゆきに注がれていた。

　念入りなことに、深雪の周囲にも結界が張られていた。

「……随分と吞のん気きな寝顔だな。この先、自分が桜さくらの玩具おもちやにされるとも知らずに……」

　深雪は、すやすやと穏おだやかな寝息をたてている。

　ゆっくりと桂は太刀を振りかぶった。

「貴様の首、桜への手て土産みやげにしてやろう」

　傀儡くぐつとして寵ちよう愛あいするはずだった女を殺されたとなれば、桜のことだ、玩具を取りあげられた子供のように悔しがるに違いない。

　桜にとどめを刺す好機を逸してくれた冬とう馬まを、絶望のどん底に突き落としてやることもできる。

「死ね」

　太刀を振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、

「う……んっ」

　深み雪ゆきが身じろぎした。

　桂けいはピタリと太刀たちを止めた。否いな、止めてしまったというべきか。

「冬とう馬まさん……」

　幸せそうに微笑ほほえんで、寝言を洩もらす深雪。

　不意に深雪のその寝顔に、遠い昔に見た──それでも昨日のことのように記き憶おくに鮮せん明めいに焼きついている、燐りんの寝顔が重なって見えた。

　似ている、と桂は思った。

　桂の腕を枕まくらにして眠っていた時の燐が、今の深雪と同じ表情をしていた。

「……ちっ」

　燐と人じん狼ろうの女を重ねてしまった自分に苛いら立だちを覚え、桂は舌打ちした。

　無意識のうちに下げていた太刀を、再び振りかぶる。が、桂にはその刃やいばを振り下ろすことができなかった。

　振り下ろそうとすると、両腕が強ばってビクともしなくなってしまうのだ。

　桂は太刀を下げ、柄つかを握る手を憎々しげに睨にらみつけた。

──身体からだがこの女を殺すことを拒絶しているとでもいうのか……！

　以前に深雪と対たい峙じした時には、容赦なく刃を突き立てることができたというのに。

　苛立ちが腕に要いらぬ力を込める。手は震ふるえ、鍔つばがかちゃかちゃと鳴った。

「──ちいっ！」

　さっきよりも鋭するどく舌打ちすると、桂は震える手で太刀を振るい、深雪を閉じ込めている結界だけを斬きり裂いた。

「んっ……」

　その時、深雪の瞼まぶたがうっすらと開いた。




　深雪は夢の中にいた。

　良く晴れた春の午後──柔らかな陽ひ射ざしと風に包まれながら冬馬と並んで近所の桜並木を歩くという、ただそれだけの他愛のない夢だ。

　満開の桜に目を細める冬馬の穏おだやかな横顔を見つめながら、深雪は微笑んでいた。

　ずっと傷とともに生きてきた人だから、もうこれからは、傷つくことも傷つけることもない、安らかな日々を歩んでいって欲しい。

　いつまでもどこまでも、こうして二人で同じ道を真っすぐに歩いてゆきたい。

　それは、深雪の心からの願い。

　だが、その願いが叶かなうことはなかった。

　突然、周囲が暗転した。

　澄すみ渡る空も、立ち並ぶ満開の桜も、そして冬馬の穏やかな横顔も、見えていたものすべてが闇やみに吞のまれて見えなくなった。

（え──!?）

　驚おどろいていると、今度は目を焼くような白い光が目の前に広がり──。

「んっ……」

　深み雪ゆきは、うっすらと瞼まぶたを開いた。

　焦点の合っていない目に最初に映ったのは、鏡かがみのように磨みがき抜かれた大理石の床と、その上に立つ二本の足だった。

　寝ぼけ眼まなこをゆっくりと上に移動させていった深雪は、やがてそこに紫の双そう眸ぼうを見つけてハッとなった。

「あ、あなたは──！」

　慌てて身を起こすと、こめかみのあたりがズキンと痛んだ。

「かき氷を急いで食べた時より痛いです……」

　芯しんまで響ひぴくような痛みに、深雪はみるみるうちに涙目になった。すると、

「抜き身の刃やいばを持った敵が目の前にいるというのに……吞のん気きな女だ」

　傍らに立っていた男──香か沙ざ薙なぎ桂けいが、呆あきれ口調で言った。

　こめかみを押さえたまま彼の顔を見あげ、深雪は目をパチパチさせた。

「貴様は術で昏こん睡すいさせられていた。目覚めれば頭痛ぐらいはする」

「えっ、あっ……えーっと……」

　深雪は、きょろきょろとあたりを見回したり、自分の状態を確認したりした。

　見覚えのない広間だ。自分と桂以外に人の姿は見えず、ひどく閑散としている。

　身体からだには怪け我がらしい怪我はなかったものの、どういうわけか服が着替えさせられていた。

　和服に似た風変わりな衣装だ。肩と胸元が露あらわになるような造りになっている。

　深雪は胸元を片腕で覆おおうようにして、それから桂に訊たずねた。

「こ、ここはどこでしょうか……？　わたし、あの男の子に捕まっちゃって、冬とう馬まさんが必ず迎えに行くからって約束してくれて、それから……」

　それから先の記き憶おくがない。ずっと夢を見ていたような気はするが、内容は目覚めると同時に忘れてしまった。幸せな夢であったことだけは、うっすらと覚えているのだが。

　桂は答えてくれない。ただじっと、無表情にこちらを見下ろしているだけ。

「あの……」

　再び問おうとすると、眼前に太刀たちを突きつけられた。

　深雪はきょとんとした顔で、鼻先で剣けん吞のんに光る切っ先を見つめた。

「貴様は俺おれが怖くないのか？　俺は貴様も月つき森もり冬馬も殺そうとした男だぞ？　そんな男が寝覚めに傍らに立っていて、なぜ貴様は平然としていられる？」

　問われた深雪は、白刃から桂の瞳ひとみに視線を移して答えた。

「えーっと……怖くないってことは、ないですよ」

「なら、なぜ身構えない!?」

　桂けいは、今度は怒鳴るような口調で問い詰めてきた。

「その必要はないかな……って、そう思ったからです」

「必要がない……だと？」

「はい。起きてあなたが側そばに立っているのに気づいた時は、すごくびっくりしましたけど……けど、あなたの瞳ひとみを見て声を聞いたら、ああ、この人にわたしを殺すつもりはないんだなってことが、なんとなくですけどわかっちゃいましたから」

　いわゆる女の勘ってやつです。そう付け足して微笑ほほえむと、桂は心底腹立たしげに舌打ちした。そして、

「……雄おすが雄なら、雌めすも雌だ。貴様も月つき森もり冬とう馬まも、揃そろって戯ざれ言ごとばかりぬかす……」

　吐き捨てるように言って、太刀たちを鞘さやに収めた。

　深み雪ゆきがもう一度微笑みかけると、桂は無視して深雪の隣となりに目を動かした。

　深雪も倣ならってそちらを見る。そこには台座があり、その上には人の頭より一回りほど小さな水晶球が置かれていた。

　桂がその水晶球に触れる。すると水晶球全体が淡く輝かがやき、中に映像が浮かびあがった。

「な──!?」

　その映像を見た瞬しゆん間かん、桂は驚おどろきの声をあげ、深雪も目を大きくした。

　水晶球に映し出されたのは、デパートかなにからしい大きな建物の屋上に立つ、一匹の巨大な漆黒の獣けものの姿だった。

　その獣は、かつて冬馬が由ゆ花かを救うために闘たたかい、倒した《龍りゆう》に酷似していた。

「なんの冗談だ、これは!?」

　水晶球の映像に向け、桂が怒鳴った。「きゃっ」、その余りの剣幕にびっくりして、深雪は耳を塞ふさいで竦すくんだ。

　しばらくの間、桂はその映像を射い貫ぬくような目で凝ぎよう視しし続け、深雪はそんな桂と映像の巨きよ獣じゆうとを、耳を塞ふさいだまま交互に見やった。

　映像の巨獣に動く気配はなかった。首をもたげてじっとしている。雪が舞っているのが見えるから、静止画像というわけではなさそうだ。

──空を見ているのかしら……それとも雪……？

　巨獣が見つめているものがなんなのかが気になり、巨獣の眼めに注目した深雪は、その血の色に輝く三つの眼から涙が溢あふれていることに気づいた。

──泣いているの……？

　目を丸くしていると、

「……」

　桂けいの口が動いた。

「えっ？」

　耳を塞ふさいでいたために聞き取れず、深み雪ゆきが小首を傾かしげると、

「立てと言っている！」

　桂の腕が手首に伸びてきて、深雪は強引に立たされた。急に立ちあがったために、また頭がズキンと痛んだ。引っ張られた腕も痛い。

「なにが起きているのか把握しきれんが……『最さい後ごの月つき』の在りかはわかった。奪い返しにゆく」

　赤くなった手首を涙目でさする深雪に、桂はそう言った。
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「え……？」

「貴様も来い」

　深雪と目を合わせることなく言うと、桂は出入り口に向かってさっさと歩き出した。

「……」

　胸元で掌てのひらを重ねて、遠ざかってゆく桂の背中を呆ぼう然ぜんと見つめていた深雪は、

「冬とう馬まさん……！」

　唇をきゅっと嚙かみしめて、小走りに桂の後を追った。




　殺さつ戮りくの宴うたげの舞台として彼が最初に選んだ街は、渋しぶ谷やだった。

『院いん』を消滅させ、ここに至るまでの間に点々と地上を攻こう撃げきしてきたが、あんなものは準備運動でしかない。

　ここからが、宴の本当の始まりだ。

　人通りの最も多い通りに面したデパートの屋上に降り立った彼は、込みあげてくる喜びにグルグルと喉のどを震ふるわせた。

　クリスマスと週末が重なった今夜の人通りは、既に深夜であるにもかかわらず、普段の週末とは比べものにならないほどに多い。

　彼が降り立って間もなく、渋谷の中心街は騒そう然ぜんとなった。

　行き交う人々の大半が彼を見あげ、口々に騒さわぎ立てている。

　ニヤリと笑むように牙きばを剝むいた彼は、人間たちに自らの存在を誇示するがために首と胸を反そらして四枚の翼つばさを大きく広げた。

　ふと、そこであるものが彼の目に映った。

　ちらちらと舞う純白の結晶──雪だ。

　しばらくやんでいたのだが、また降ってきたらしい。それも先程までとは違い、今度のは粉雪だ。

　緩ゆるやかに螺ら旋せんを描きながら降る雪を、彼は食い入るように見つめた。

　雪に興きよう味みなどありはしないのに、なぜか彼は雪から目を離すことができなかった。

　そのまま、ぼうっと雪を見ていると、胸の奥に二つの感情が湧わきあがってきた。

　生命への憎しみしか知らない彼には、その感情の正体が理解できなかった。

　激しい苛いら立だちを覚えた彼は、それを振り払うかのように、首や尻尾しつぽをデタラメに振り回した。

　しかし、その感情を振り払うことはできなかった。それどころか益ます々ます大きく膨ふくれあがってゆく。

　やがて──彼の眼めから大粒の雫しずくがこぼれた。

　この時、彼の眼には、ある雪の日の光景が映し出されていた。

　それは、彼の母体となった男が、引き返すことのできない道へと踏み出すことになった、あの日の記き憶おく──。




　螺旋の雪が降っていた。

「はあっ……はあっ……」

　突き刺すような冷気の中、響ひびき忍しのぶは血まみれの身体からだを引きずるようにしながら、懸けん命めいに山道を走っていた。

　脇わき腹ばらの傷がじんじんと疼うずいている。獣じゆう気きで止血はしているのだが、痛みまでは消しきれずにいた。貫かれた左足の傷に至っては、獣気を消耗しすぎたために止血さえできていない。

「くそ……」

　手近な木に片手をついて、忍しのぶは深くうなだれた。

　焦しよう燥そうが胸を締しめつける。

「麻ま里り……」

　この九年、ともに『院いん』で過ごした妹分の名を呟つぶやき、忍は歯を食いしばった。

　彼女は、忍の必死の制止も空むなしく、静しず馬まの後を追って行ってしまった。

「……兄貴分の言うことは、素直にきけっちゅうねん。あのアホちん……」

　ここにはいない麻里に向かって、忍は文句を言った。




　明け方から冷え込みの厳きびしかったこの日、忍は、『院』から逃走したある一匹の魔ま物ものの討伐を上に命じられた。

　数十年前に、腕利きの術者が集まってようやく封印に成功したというその魔物は、既に幾人もの刺客を返り討ちにしていた。

　そこで白羽の矢が立ったのが、若手ながらも獣じゆう聖せいの候補に挙がるほどの使い手であった二人の青年──響ひびき忍と月つき森もり静馬だった。

「相方が月森やったら、楽できるな」

　出しゆつ立たつ前まで、忍は今回の件は簡単にカタがつくだろうと楽観していた。

　東京から修行のために本山にやってきていた月森静馬は、同期の中でも忍が最も信頼している男であった。

　妙に澄すましたところがあり、出会って間もない頃ころは、「いかにも東京モンって感じで、いけ好かないわ」などと毛嫌いしていたのだが、ともに修行生活を送っているうちに嫌悪は薄うすれていった。

　今ではすっかり打ち解け、女の子を引っかけるために大阪まで連れ立ってゆくことも多い。

「魔物は月森一人に任せて、オレは女の子引っかけに行ったろかな？」

　出立前の忍には、そんな不ふ謹きん慎しんなことを考える余裕さえあった。が、思わぬ事態が起こった。なんと直前になって、麻里が自分も連れて行って欲しいと言い出したのだ。

「あかん！　おまえみたいなミソッカス、足手まといにしかならへん！　帰れ！」

　忍は血相を変えて怒鳴った。

『院』に引き取られた孤児は、否いや応おうなく戦士として育てられる。麻里も例外ではない。

　しかし、麻里に戦士としての資質は皆無で、その実力は忍や静馬とは比べることができないほどに低かった。これまでも何度か一緒に闘たたかったことがあるが、足手まといになるのが常だった。

　そんな麻里を、『院』の戦士を何人も返り討ちにしているような魔物との闘いに連れてゆくわけにはいかない。

「魔ま物ものの一匹や二匹、オレと月つき森もりで充分お釣りがくるわ！」

　なんとか同行を諦あきらめさせようとした忍しのぶだが、「いや！」、麻ま里りは頷うなずかなかった。

「忍くんの言うとおり、私は闘たたかうのはあんまり得意じゃないけど……でも、匂においで魔物を探したりすることはできるし、頑張ってうまく立ち回れば、相手の注意を引いたりすることだってできるよ！」

　胸の前で拳こぶしをぐっと握り、麻里は真剣な面おも持もちで言った。

「アホっ！　なにがうまく立ち回れば、や！　いっつも修行中になんもないところで蹴けつまずいて半泣きになっとんのは、どこのどいつや！」

　唾つばを撒まき散らして忍は怒鳴った。

　それでも麻里は、「忍くんがなんて言ったって、私は一緒に行くからね！」と、一歩も引かなかった。

　束ねたボサボサの髪を搔かきむしりながら、忍は深いため息をついた。

「ホンマにどうしようもないガンコちゃんやな、おまえは……」

　怒り半分、呆あきれ半分の複雑な表情で、忍は目の前の三つ編みの少女を見る。

　十七歳にしては顔も身体からだつきも幼く、しばしば小学生と見間違われるような容姿をしていながら、麻里には昔からこうと決めたら梃て子こでも動かない頑固なところがあった。

　そんな彼女の性格に、忍はほとほと手を焼いていた。

「忍くんと月森先せん輩ばいが追いかける魔物って、『院いん』の人だけじゃなく、一般の人もたくさん襲おそってるんでしょ？」

「……人ひと喰くいタイプ言うとったからな。老若男女お構いなく喰い殺されとるっちゅう話や」

「私ね、今もこうしている間に、その魔物が誰だれかを襲っているかもって思ったら、いてもたってもいられなくなっちゃうの」

　口をへの字に曲げて、忍はまた髪をゴシゴシやった。

「私は忍くんや月森先輩みたいに強くないけど……けど、私が頑張って、それで助けられる人が一人でもいるのなら、そのために闘いたいって、そう思うの。私たち人じん狼ろう族の力は、そのためにあるんだもの！」

　さらに拳をきつく握り、麻里は大きな瞳ひとみで真っすぐに忍を見据えた。

「……」

　髪から額ひたいに手を移し、忍は痛みに耐えるような顔をした。実際、頭痛がしていた。

「連れて行くしかないんじゃないか？」

　それまで壁かべにもたれて忍と麻里のやりとりを黙だまって見ていた静しず馬まが、くすくす笑いながら言った。

「麻里ちゃんが一度言い出したら、もう誰にも止められないよ」

　静馬に援えん護ごされた麻里は、パッと表情を輝かがやかせて意気揚々と言い放った。

「そうだよ、もう止められないよ！」

──余計なこと言いなやっ！　勢いづいてしもたやないか！

　がるるるる、と唸うなりながら、忍しのぶは静しず馬まを思いっきり睨ねめつけた。

　静馬は微苦笑して肩を竦すくめると、麻ま里りの目の前まで歩き、

「いいかい、麻里ちゃん。連れて行ってあげてもいいけど、その代わりに条件がある」

　人差し指を立てて言った。

「条件……ですか？」

　拳こぶしを握ったまま、麻里は目をパチパチさせる。

「なにがあっても、麻里ちゃんは魔ま物ものと闘たたかっちゃいけない。探索は手伝ってもらうけど、闘うのはあくまでも僕ぼくと響ひびきの仕事だ。この条件が守れるかい？」

　諭さとすように静馬が言うと、

「はいっ、守ります！」

　麻里は元気いっぱいに頷うなずいた。

「なら、一緒に行こう」

　微笑ほほえんだ静馬の手が、麻里の髪をくしゃっと撫なでる。

　麻里は頰ほおを朱に染めてうつむき、それから嬉うれしそうに目を細めた。

「……勝手にせい」

　ぷいっと顔を背け、忍はぶっきらぼうに吐き捨てた。

　色々な意味で面白くなかった。




『院いん』を出しゆつ立たつした忍たちは、半日がかりの探索の末に、標的である魔物と市街地にて遭遇した。その時、魔物の腕には、食料とするために捕らえたであろう小さな男の子が、生きたまま抱えられていた。

──全力で闘ったら、子供を巻き込んでまう！

　魔物が予想以上に手強かったこともあり、全力で闘うことを封じられた忍と静馬は、劣勢を強いられた。

　それでもなんとか魔物を飛鳥あすかの山中にまで追い込んだ時には、忍の身体からだは走ることもままならないほど傷だらけになっていた。

「後は僕ぼくに任せて、響はそこで休んでいてくれ。奴やつも深手を負っているから、僕一人でも倒せる。麻里ちゃんもそこにいるんだ。絶対に響の側そばを離れちゃいけないよ、いいね！」

　忍と麻里にそう言い残し、静馬は一人、魔物を追って山道の奥へと消えていった。

「月つき森もり先せん輩ぱい、私も！」

　血まみれの忍を支えていた麻里が声を裏返させて叫んだ。

「どアホっ！」

　麻ま里りの叫びよりも大きい声で、忍しのぶは怒鳴った。脇わき腹ばらの傷がズキンと痛んだ。

「おまえになにができるっちゅうねん！　おまえが追っかけてったかて、月つき森もりの邪じや魔まになるだけや！　絶対に闘たたかわんて約束、忘れたんか！」

「でも、まだ子供が捕まったままなんだよ!?　もし子供を盾にされたりしたら、月森先せん輩ぱい、手出しができなくなっちゃうよ！」

　忍に負けない声で言った麻里は、

「ごめんね、忍くん……」

　うつむき、ふっと声のボリュームを落とした。

「私……なにもできないのは嫌なの。忍くんや月森先輩の後ろに隠れているだけじゃなくて、私も力のない人たちのために闘いたいの……」

「麻里……」

　生来の細い目を大きくして、忍はすぐ側そばにある麻里の横顔をまじまじと見た。

　あどけない少女の瞳ひとみは、哀かなしげな色をたたえて真っすぐに前を見据えていた。

「あの時、私、お父さんとお母さんが殺されるの、ただ震ふるえて見ていることしかできなかったから……もう、そんなの嫌だから……だから──」

　忍の胸と背中に回されていた麻里の腕がスッと離れる。

　支えを失い、忍は片かた膝ひざをついた。

「──だから、私、行くね」

　にこっと、どこかはにかむような微笑ほほえみを残して、麻里は忍の前から走り去った。

　その小さな後ろ姿を、忍はただ見送ることしかできなかった。

　いつからか小雪がちらつき始めていた。




　木に身体からだを預けるようにして立っていた忍は、痛みに抗あらがいながらも再び歩き出した。

　肩や髪に薄うすく雪が積もっているが、冷たいと感じているような余裕はない。

　やがて、『院いん』の戦士たちが修行場として利用している寺へと続く、急な石段へとたどり着いた。

　一段一段、歯を食いしばって登る。

「く……っ」

　何度もつんのめりそうになりながら、それでもなんとか石段を登りきった忍は、そこで信じ難い、いや、信じたくない光景を目にした。

「……」

　白く染めあげられた境内の真ん中に、鮮せん血けつが花のように広がっていた。

　そして、その上には一人の少女が横たわっていた。

「麻里……？」

　寺の入り口に立ち尽くし、忍しのぶは何度も瞬まばたきした。

　麻ま里りが──九年という時を兄妹のように過ごしてきた少女が、全身を血に染めて倒れている。

　しかも彼女には──下半身がなかった。右腕も、肘ひじから先が見当たらない。

　よろよろと、まるで夢遊病者のような足取りで、忍は麻里の許もとへ近づいた。

　麻里の傍らには、男の子を抱いた静しず馬まが立っていたのだが、忍は彼には目もくれなかった。無論、本堂の前に五体を斬きり刻まれて転がっている魔ま物ものの死し骸がいにも。

「麻里……」

　上半身だけになってしまった麻里を、そっと胸に抱く。

　小柄で元々軽かった麻里は、下半身と腕と血を失って、幼児よりも軽くなっていた。

　麻里が、まるで玩具おもちやになってしまったように思え、忍の胸は張り裂けそうになった。

「なんで……」

　唸うなりにも似た低い呻うめきを洩もらし、忍はゆっくりと面おもてをあげた。

　視線の先にあるのは、なんの感情も窺うかがわせない、冷えきった静馬の目。

「なんで麻里が死んどんねん！」

　叫んだ忍に、静馬は眼まな差ざしと同じ感情のない声で返した。

「子供と麻里ちゃんを盾に取られた。二人とも助けられる状況じゃなかったから、子供を助けた」

「なんやと……」

　ピクッと忍のこめかみが震ふるえた。

「麻里やのうて子供を助けた……やて？」

「ああ」

　淡泊な返答。忍は激げつ[image: 昂]こうした。

「せやったらなにか！　おまえはその気になれば助けられた麻里を、むざむざ名前も知らんようなガキ一匹のために、見殺しにした言うんか！」

「ああ」

　静かに、しかしきっぱりと静馬は言った。

「力のない一般人を守るのが、僕ぼくたちの役割だ。麻里ちゃんは人じん狼ろう族だから……だから、僕は彼女を選ばなかった。見殺しにした」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、忍の中で、なにかがぶつんと音をたてて切れた。

（あのね、忍くん。笑わないで聞いてね。私ね、月つき森もり先せん輩ぱいのこと、好きになっちゃったかもしれない）

　ふと、脳裏に麻里の姿と声が甦よみがえった。

（でも、私みたいな童顔で幼児体型の女の子、絶対に先輩のタイプじゃないよね。やっぱり先輩には、モデルさんみたいにスタイルのいい女の人が似合うだろうし……毎日牛乳飲むようにしたら、今からでも大きくなれるかなあ……）

（聞いて忍しのぶくん！　月つき森もり先せん輩ぱいがね、今度のお休みに一緒に水族館に行こう、って誘ってくれたの！　ジンベエザメが観みてみたいんだって！　月森先輩に誘ってもらえるなんて、なんだか夢みたい……）

（私、忍くんと月森先輩が羨うらやましい……だって、二人ともすごく強いんだもの。おんなじ修行をしてるのに、私だけちっとも強くなれなくて……力のない人たちを助けるどころか、いっつも先輩たちの足を引っ張ってばっかりで……諦あきらめないで修行を続けてたら、いつかは強くなれるのかな……）

　いくつもの場面、いくつもの声、いくつもの表情が、次々と脳裏に浮かんでは、泡のように弾はじけて消えてゆく。

「人じん狼ろう族だから、見殺しにした」

　その言葉を、忍はぼそぼそと口の中だけで繰くり返した。

「なあ？」

　麻ま里りの骸むくろを一際深く抱きしめ、忍は虚うつろな声で静しず馬まに問いかけた。

「麻里が人狼やなかったら、あんたは麻里を助けてくれとったんか？」

　静馬は答えない。

「麻里はな、あんたにホレとった。いっつもあんたのことばっかり見とった。あんたかて気づいとったやろ？　こいつの気持ちに」

　やはり、静馬はなにも言わない。忍は構わず続けた。

「好きな男に見殺しにされるて、どんな気分なんやろな？」

　返答は、ない。

「オレがあんたを恨んだりしたら、こいつ怒るやろうなあ」

　その様が容易に想像でき、忍はくっくっと喉のどの奥で笑った。と、それまで無言で立っていた静馬が動いた。

　彼は忍に背を向けると、なにも言わぬまま歩き出した。

　静馬が雪を踏みしめるサクサクという音が遠ざかってゆくのを耳にしながら、忍は笑い続けた。

　降りしきる雪の中で、抱きしめた麻里の身体からだは急速に冷たくなっていった。




　涙が止まらない。

　三つの眼めから、とめどなく溢あふれてくる。

　暗あん澹たんとした空から舞う純白の結晶は、彼の脳裏に『彼』の記き憶おくの一部を呼び起こし、その記憶は哀かなしみと怒りという二つの感情を湧わきあがらせるとともに、ズタズタに引きちぎられていた『彼』の自我を甦よみがえらせた。

　彼と『彼』──。

　一つの肉体に宿る二つの自我は、互いの存在を取り込もうと激しくせめぎ合い──。

　やがて、『彼』が勝利した。

　彼の自我は『彼』の一部となり、彼の肉体もまた、『彼』のものとなった。

　もたげていた首をゆっくりと下ろすと、『彼』──響ひびき忍しのぶは、三つの眼めを猫のように細めた。涙は既に止まっている。

──これで、ようやく望みが叶かなう。

　忍び笑いが低い唸うなりとなって喉のどの奥から洩もれる。

　ずっと、この日を待っていた。

　忌いむべき人じん狼ろうの血を根絶やしにすることのできる、この日を。

（人狼だけではない）

　響の意識の片隅から、彼──《龍りゆう》の意識が訴えかけてきた。

（人狼を根絶やしにしただけでは、飽き足らない。この国に息づくすべての生命を踏みにじり、灼やき尽くすのだ）

──ああ。言われるまでもなく、そうするつもりさ。

　響は、牙きばを剝むき出しにして笑んだ。

──みんな道連れだ。

　じゅっ。漆黒の体毛に薄うすく積もっていた粉雪が、全身から立ち昇った熱気によって蒸発した。

　視界が蒸気で白く霞かすむ中、響の首と胸から無数の触手が伸び、眼下で響のことを見あげていたすべての人間たちに、目にも留まらぬ速さで突き刺さった。

　響は唾だ液えきにまみれた長い舌で舌なめずりをすると、触手を通じて人間たちの体内に魔ま力りよくを注ぎ込んだ。

「ぐあああ……っ！」

「あ……ぐ……ああ……っ！」

　触手に刺された人間たちは、胸や首を搔かきむしって悶もだえ始めた。

　青黒い血管が、ずぶずぶと全身に浮かびあがってゆく。

「ぐおおおお……」

「……おおおお……っ」

　亡者の呻うめきのような声がこだまする中、人間たちは次々に人ならざるものへと変わっていった。

　ゴキゴキと耳障りな音をたてて骨格が変形し、筋肉が肥大してゆく。服が裂けて露あらわになった肌は漆黒の体毛に覆おおわれ、背中には蝙蝠こうもりのような羽が生えた。

　響の魔力によって妖よう魔まと化したのだ。

　身の丈たけは二メートルに達し、頭部は狼おおかみそのもの。剝かれた牙と鈎かぎ爪づめはどちらも刃やいばのようで、響ひびきと同様に三つある眼めは爛らん々らんと赤く輝かがやいている。

　妖よう魔ま化した人間たちから触手が引き抜かれる。触手は響の身体からだに戻ることなくボロボロに崩れて塵ちりとなり、夜風に溶けた。

　響はまた舌なめずりすると、

──ゆけ。この地のすべてを灼やき払え。

　地上の妖魔たちに命じた。

　妖魔たちは応じて一斉に咆ほう哮こうすると、やはり一斉に羽ばたき、方々へ散っていった。

　間もなく──。

　中心街のあちこちで、爆ばく音おんとともに火の手があがった。

──さて……。

　間を置くことなく方々で響く爆音に目を細めながら、響は大きく口こう腔こうを開いた。

　喉のどの奥には赤しやつ光こうが灯ともっている。

──ここからが、破滅の宴うたげの本当の始まりだ。

　響は、口腔より赤光を解き放った。

　鋼こう鉄てつすらも溶かすほどに熱いその破滅の光は、文字どおり閃せん光こうの速さで夜気を奔はしり抜け、直線上にあった高層の建物を消滅させて渋しぶ谷や駅に突き刺さった。

　一いつ瞬しゆん後、爆発音に中心街全体が揺れた。

　赤光が炸さく裂れつした渋谷駅を中心にして、衝しよう撃げき波はが広がる。

　衝撃波は、範はん囲い内の建物のガラスを粉々に砕き、人や車両を紙くずのように吹き飛ばした。




　狂乱が始まった。













　　　　第三章　聖夜（Ⅶ）







　十二月二十五日、午前〇時四十分。

　南なん原ばら睦むつ美みは、粉雪の舞う渋しぶ谷やにいた。

　真冬のものとは思えない熱い風が、火の粉こと爆ばく音おん、そして人々の悲鳴を運んでくる。

「頑張るのよ！　お姉ちゃんが必ず助けてあげるからねっ！」

　汗で額ひたいや頰ほおに髪がへばりついているのにも構わず、睦美は瓦が礫れきに手を掛けた。そして腕にありったけの力を込める。

　これでもう何度目の挑戦かわからない。睦美の手は既にあちこち皮が破けて血が滲にじんでいた。

　目の前にいるのは、崩れたビルの外がい壁へきに両足を挟まれて身動きのできなくなった、四歳の男の子。

　不安そうに睦美を見あげている。顔は涙と鼻水でべとべとになっているが、身体からだに大きな怪け我がはない。

　近くのマンションから逃げてくる途中で両親とはぐれ、一人で泣きながらさ迷っていたところ、建物の崩ほう壊かいに巻き込まれてしまった、ということらしい。

「いい加減に持ちあがりなさいよぉーっ！」

　叫んだ睦美だが、哀かなしいかな瓦礫はビクともしなかった。それどころか血と汗で手が滑り、思いっきり尻しり餅もちをつくはめになった。

「あいたたたぁ……」

「お姉ちゃん、だいじょうぶ？」

　男の子が鼻をぐずぐず鳴らしながら訊きいてくる。

「へーき、へーき！　こう見えても、お姉ちゃんのお尻は鉄よりも硬いんだから！」

　本当は泣きたいぐらいに痛かったが、男の子に不安を与えてはいけないと、睦美は親指をぐっと立ててウインクしてみせた。

──お尻が鉄より硬い女の子なんて、絶対にモテないわね。

　そんなことを思いながら立ちあがった睦美は、ジーンズの後ろをはたいて周囲を見渡した。

「やっぱり素手じゃ無理だわ……せめて瓦礫の隙すき間まに差し込める棒かなにかがあったらいいんだけど……」

　道どう玄げん坂ざかに続く路地の一本。瓦礫があるばかりで役に立ちそうなものは見当たらず、人の姿もない。

「こんな時、お兄ちゃんがいてくれたら……お兄ちゃんなら、こんな瓦礫なんて一発で壊こわしちゃうのに……」

　ここにはいない鷹たか秋あきのことを思い、睦むつ美みはうつむいた。

「あたしだって人じん狼ろう族なのに……」

　瓦が礫れき一つに手間取る無力な自分が腹立たしくて、睦美は下唇を嚙かんだ。

　人狼族といっても、睦美は戦せん闘とうの訓練を受けたこともなければ、未いまだ変身能力に目覚めてもいない身だ。身体能力は一般人と大差ない。

「ダメダメっ。落ち込んだってしょうがないわ。今は、どうすればこの子を助けられるのかを考えなくちゃ！」

　気合を入れるために頰ほおをバシバシ叩たたいた睦美は、ジャンパーを脱ぎ捨てて、ニットの袖そでで額ひたいの汗を乱暴に拭ぬぐった。

　そこかしこで火災が発生しているため、気温はかなりあがっていた。冬物を着て動いていると暑くてかなわない。

──大通りに出れば、誰だれか捕まえられるかもしれない……けど……。

　大通りは、どこもあの漆黒の怪物たちの巣そう窟くつになっているはずだ。

　先程、井いの頭かしら通りと道どう玄げん坂ざかで目まの当たりにした惨さん状じようが思い出され、睦美は服の胸元をぎゅっと握りしめた。

　あれは、悪夢か、そうでなければ地獄としか表現のしようがないほどに、凄せい惨さん極まる光景だった。




　睦美が、仲の良いクラスメイト数人に、「徹てつ夜やでカラオケパーティーをやろう」と誘われて渋しぶ谷やにやってきたのは、今から約五時間前──十二月二十四日の、午後八時頃ごろのことだった。

──今夜は、徹夜でお兄ちゃんを説教してやるつもりだったけど……。

　遊びに出掛けることに乗り気ではなかった睦美だが、「よく考えてみたら、今日ってクリスマスなのよね」、せっかくのクリスマスを兄と二人で過ごすのも勿もつ体たいないと、カラオケパーティーに参加することにした。

　ハチ公前でクラスメイトたちと合流し、井の頭通りにある行きつけのカラオケボックスに入り──悪夢は、その数時間後に始まった。

　クラスメイトたちと流行の歌を振りつきで熱唱していると、ドン、ドンというくぐもった音が振動を伴ってボックス内に響ひびいてきた。

　なんだろうかと気にしつつも構わず歌い続けていると、店内に火災警けい報ほうが鳴り響いた。

　店員に誘ゆう導どうされて他ほかの客たちと一緒に外に避ひ難なんした睦美がそこで目にしたのは、火の海と化した井の頭通りと、羽の生えた漆黒の怪物たちの姿だった。

　怪物たちは、口から炎や光を吐いて、建物や逃げ惑う人々を攻こう撃げきしていた。

　通りのあちこちに、犠ぎ牲せいになった人々の死体が瓦礫と一緒に転がっている。否いな、散らばっていると表現した方が正しいか。炎や光で吹き飛ばされたために、死体の大半は原形を留とどめていなかった。

「な、なんなのよ、これ……？」

　怪物たちは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす睦むつ美みたちにも襲おそいかかってきた。

　怪物の一匹が吐いた光が睦美の四メートルほど横で炸さく裂れつした。

　そこには、やはりカラオケボックスの客だった、四、五人の男女混合のグループがいた。

　轟ごう音おんが耳じ朶だを叩たたき、睦美の頰ほおにべちゃっと生温かなものが張りついた。

「え──？」

　横を見ぬまま頰に触れた睦美は、その手を顔の前に運び、

「──！」

　裂けんばかりに目を見開いた。

　睦美の頰に張りついたそれは、血に濡ぬれた肉片だった。

「きゃあああああっ！」

　隣となりにいた連れが甲高い悲鳴をあげ、睦美の意識は真っ白に染まった。

　そこからどうなったのか、よく覚えていない。

　気がついた時には、睦美は中心街からいくらか離れた路地を一人で歩いていた。

　無我夢中であの場から走って逃げてきた、ということなのだろう。

──みんなともはぐれちゃったんだ……捜さないと……。

　手近な壁かべに背もたれて呼吸を整えながら、睦美は空を仰いだ。

　雪の舞う渋しぶ谷やの空は、地上の炎に照らされて茜あかね色に染め変えられていた。

　耳を澄すますと、爆ばく発はつ音や悲鳴、絶叫が多方向から聞こえてきた。

　あの漆黒の怪物たちが暴れているのが井いの頭かしら通り付近だけではないことを悟り、睦美は泣き出したい気持ちになった。実際、目め尻じりには涙が滲にじんでいた。

　だが、ここで泣き崩れるほど、南なん原ばら睦美は弱い少女ではなかった。

「泣いてるヒマなんてないわ。なにが起こってるのか全然わからないけど……みんなを捜して、安全なところまで避ひ難なんしなくちゃ」

　手の甲で涙と頰についたままだった血をゴシゴシ拭ぬぐった睦美は、ひとまず道どう玄げん坂ざかに出ることにした。

　道玄坂は、井の頭通りと同様、漆黒の怪物たちによって火と血の海と化していた。

　逃げ惑う人々が怪物の吐く光によって次々と吹き飛ばされてゆく様を瓦が礫れきの陰から見やり、睦美は戦せん慄りつと怒りに震ふるえた。

　遊び歩いていた若者たちだけではなく、住宅地から逃げてきた人々も多く犠ぎ牲せいになっていた。

──だめ……道玄坂は通れない。

　人々の助けに入りたいが、闘たたかう力のない自分にはどうすることもできない。

　絶え間なく起こる悲鳴と絶叫に耳を塞ふさぎながら、睦むつ美みは路地を引き返した。

　そして、そこから別の路地に入ったところで、瓦が礫れきに挟まれて泣いていた男の子を発見したのだ。

　一刻も早くはぐれたクラスメイトたちを捜さなければならなかったが、子供を見捨てることはできない。

　睦美は男の子の救出に取り掛かり──助けられないまま現在に至っている。

「ねえ、ボク？」

　握りしめていた服の胸元から手を離した睦美は、身を屈かがめて目の高さを男の子と同じにした。

「少しの間、一人で待っててくれる？　お姉ちゃんは、手伝ってくれる人か、なにか役に立ちそうな物を探してくるから」

　男の子は今にも崩れそうな顔になった。

「……お姉ちゃん、いなくなっちゃうの……？」

「すぐに戻ってくるわ。キミは男の子だもん。お姉ちゃんがいない間、一人で頑張れるよね？」

　微笑ほほえみかけると、男の子は眉まゆを引きしめてコクンと頷うなずいた。

「偉いっ！　さっすが男の子！」

　睦美が髪をくしゃっと撫なでてやると、男の子は「へへっ」と無邪気に笑った。

「待っててね」

　雪と火の粉こが交こう錯さくする中、睦美は大通り目指して走った。




　橘たちばな春はる海みが空間転移で訪れてからおよそ四十分──月つき森もり家のリビングは、沈ちん黙もくに支配されていた。

　ただ、由ゆ花かの嗚お咽えつとエアコンの低い唸うなりだけが静かに響ひびいている。

　静しず華かも、鷹たか秋あきも、真ま矢やも、橘も、一様に押し黙だまっている。

《蘭らんの封ふう界かい》での出来事を語り終えた冬とう馬まもまた、無言のまま、腕にすがるようにして泣いている由花の髪を撫なでていた。

　沈黙は、もう五分近くも続いていた。

　冬馬が告げた相そう馬まの死という事実が、由花を泣かせ、他ほかの者から言葉を奪った。

　深み雪ゆきが桜さくらに攫さらわれたと知って激怒した真矢も、相馬の死を聞くと、振りあげていた拳こぶしを下ろして黙り込んだ。

　既に冬馬から相馬の死を知らされていた静華は、冬馬が《蘭の封界》での出来事を語っていた間も、そして現在も、火のついていないタバコをくわえて、じっと窓の外を見つめていた。

「信じられないよ、相馬さんが亡くなったなんて」

　長い沈黙を破ったのは、冬馬の向かいのソファーに腰掛けていた橘だった。

「ごめんよ……静しず華かちゃん、冬とう馬まくん。僕ぼくが浅せん慮りよだったんだ。僕が変身能力を取り戻す方法を教えたりしなければ、相そう馬まさんは……」

　涙ぐんでいた橘たちばなは、両手で頭を抱えてうつむいた。

「橘さん……」

　冬馬が声をかけようとすると、

「親父おやじが死んだのは、負けた親父自身の落ち度だ。橘さんが詫わびる必要はない」

　遮って、静華が言った。

　くわえていたタバコを灰皿に押しつけ、利き手の指をバキバキと鳴らす。

「けど、その桜さくらって奴やつは生かしておかない。あたしの炎で魂ごと灰にしてやる」

　ボッ。灰皿の上のタバコが火の気もないのにいきなり燃えあがった。タバコはあっと言う間に灰となり、静華以外の全員が目を丸くした。

「姉様……」

　少しだけ、冬馬は安あん堵どした。

　やはり姉には、哀かなしみをこらえて為なすべきことに立ち向かう心の強さがある。

「よっしゃ」

　橘の隣となりに座っていた鷹たか秋あきが、ばしっと掌てのひらに拳こぶしを打ちつけた。

《蘭らんの封ふう界かい》で上着を失った彼は、冬馬が貸したジャンパーを包帯だらけの上半身に羽は織おっていた。同じように真ま矢やも冬馬が貸したジャケットに袖そでを通している。冬馬と真矢では身長に十センチの差があるため、いくらか袖が余っていた。

「これまでの経緯は互いにわかったんだ。こっから先は、行動あるのみだな」

　気合のこもった鷹秋の言葉に、一同は頷うなずいた。由ゆ花かも涙を拭ぬぐって頷いていた。

「で、どうするんだ？　速攻で桜の野郎をぶっ飛ばしに行くのか、それともメガネ兄さんの援えん護ごに行くのか」

「……」

　鷹秋に問われ、冬馬は思案した。

　今すぐにでも深み雪ゆきの救出に向かいたいが、《龍りゆう》に酷似しているという巨大妖よう魔まと、それを追って行った静しず馬まを放っておくこともできない。

──兄さんは敵の力を正確に見抜けるし、引き際だって心得てる。無む謀ぼうな闘たたかいをするとは思えないけど……でも……。

《龍》に似た巨大妖魔から響ひびき忍しのぶの匂においを感じたと、静馬はそう橘に話していたという。

　巨大妖魔と響が関係しているのだとしたら、静馬は冷静さを失って無謀な闘いをしてしまうかもしれない。

　静馬と響。二人の間に因いん縁ねんがあることも、そのきっかけとなった六年前の出来事も、冬馬は知っている。

──深み雪ゆきさんを助けに行くとしても、どこに囚とらわれているのかがわからない。秩ちち父ぶの『院いん』なのか、それとも奈な良らの本山なのか……。

　全く別の場所という可能性もあるし、深雪が囚われているところに桜さくらがいるとも限らない。

──縁ゆかりくんを殺さずに桜の精神だけを滅ぼす方法だってわかってない……わからないことだらけだ。

　響ひびきが『最さい後ごの月つき』を持ち去った理由も、桜が《蘭らんの封ふう界かい》での闘たたかいの最中、そのことについて一言も触れなかった理由も、《龍りゆう》に似た巨大妖よう魔まの正体と目的も、わかっていることは一つもない。

　渋じゆう面めんになって考えていると、

『──ご覧らんいただけるでしょうか。渋しぶ谷やが……渋谷が燃えています！』

　背後から切迫した女性の声が聞こえた。

「……え？」

　振り返ると、テレビがついていた。

　いつの間にか立ちあがっていた静しず華かが、サイドボードの上に置いてあったリモコンをテレビに向けていた。

　ブラウン管には炎上する渋谷の様子が映し出されている。

『埼さい玉たま県秩父市を皮切りに、都心部方面に向かって断続的に発生してきた原因不明の爆ばく発はつは、ついにここ渋谷にまで至りました！　火災の規模が尋常ではありません！　既に炎は渋谷区全域に広がっている模様です！

　ここにきて、これまでに多数の目もく撃げきが報告されている巨大な怪生物の他ほかに、人間大の怪生物までもが無数に出現しているという証言も寄せられていますが、上空からは確認できていません！　我々のヘリコプターも、上昇気流に阻まれてこれ以上接近することができず──』

　炎と黒煙に支配された街──映画でしか見たことのないような光景に、冬とう馬まはただただ絶句した。

　静華は「ちっ」と舌打ちし、「ここまで被害が大きくなっているなんて……」、橘たちばなはごくっと喉のどを鳴らした。

　真ま矢やは見開いた目をそのまま固定させ、鷹たか秋あきは、「なめた真似まねしやがって……！」、声と拳こぶしを震ふるわせた。

「なに、これ……？」

　テレビに映っているのが実際の光景であるということが把握できていないのだろう。由ゆ花かだけはきょとんとしていた。

「最悪の展開になっちまったみたいだね」

　言って、パチパチとチャンネルを変えてゆく静華。

　既に放送の終了している教育テレビを除いたすべてのチャンネルで、炎上する渋谷の様子が報道されていた。

『──情報は錯さく綜そうしており、住民の避ひ難なん状況がどうなっているのかも全くわかっていませ──あっ、またです！　また爆ばく発はつが起こりました！　ＮＨＫホールのあたりです！』

『交通機関の混乱も時間とともに拡大している模様です！　現時点で、ＪＲ山手やまのて線、埼さい京きよう線、東とう急きゆう東とう横よこ線と京けい王おう井いの頭かしら線が不通となっており、首都高速も──』

『──近きん隣りん区から派遣された消防車の多くも、道路の損そん壊かいと渋滞のため、現場への到着が非常に困難になっているという情報が──』

「渋しぶ谷やに行こう」

　テレビから正面に向き直って、冬とう馬まは言った。

　皆の視線が冬馬に集まる。

「一秒でも早く深み雪ゆきさんを助けに行きたいけど、渋谷をこのままにはしておけない」

「だな」

「うん……一時間足らずで街をこんなにしてしまうような化け物が相手じゃあ、いくら静しず馬まくんでも凌しのぎきれないよ」

　冬馬の言葉に頷うなずく鷹たか秋あきと橘たちばな。真ま矢やは不満げな顔でなにかを言おうと口を開いたが、結局なにも言わぬままその口を結んだ。

「あたしも異論はないよ。渋谷はあたしの遊び場の一つなんだ。妖よう魔まだかなんだか知らないけど、派手にぶち壊こわしてくれた落とし前はきっちりつけさせてやる」

　テレビを消してリモコンを元の場所に戻すと、静しず華かは上着のポケットから取り出したゴムで自慢の黒髪を束ねた。

「行こう」

『久く遠おんの月つき』のはめられた右手だけをきつく握りしめ、冬馬は立ちあがった。




　数分後、冬馬たち六人は、橘の長距離空間転移で新しん宿じゆくに渡るために、近所の空き地へとやってきた。

　魔物の放つ瘴しよう気きの影えい響きようで、渋谷に直接転移することはできなくなっていると、橘は言った。

「新宿駅付近が、空間転移で近づける限界だよ」

　それを聞いた鷹秋は、

「中途半端な話だな、そりゃ。春はるちゃん、あんたホントに一流の妖術士なのか？　獣じゆう聖せい十じゆう士しの一人だっていうのも、なんか信じられないぜ」

　青せい龍りゆう刀とうの峰でポンポンと肩を叩たたきながら、そんなことを言った。

　実力を疑われた橘は、

「僕ぼくじゃなかったら、新宿までだって転移できないよっ。そもそも空間転移自体、もの凄すごく難しい術なんだから！」

　拗すねた。

──相変わらずだな、橘たちばなさんは。

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませている橘の姿に、冬とう馬まが苦笑していると、

「……あのおじさん、なんか子供みたいでヘン……」

　冬馬のジャケットの裾すそをつかんでいた由ゆ花かが、容赦のない感想を口にした。

　由花は人ひと懐なつっこい性格の子だが、橘に対してだけは警けい戒かいの色を示していた。初対面時の印象がよほど悪かったらしい。

「そもそも、僕ぼくは君よりずっと年上なんだから、春はるちゃんなんて呼び方は失礼じゃないのかい!?」

「わかった、わかった。俺おれが悪かったよ、春ちゃん」

　詰め寄られた鷹たか秋あきは、あしらうようにはたはたと手を振った。が、その横柄な態度が橘の怒りをヒートアップさせた。

「そんな誠意のない謝あやまり方されたって納得できないよっ！　そりゃあ僕は背も低いし童顔だから、怒っても迫力ないって妻にもしょっちゅう言われてるけど、だからって──」

「うるさい。ぎゃあぎゃあ喚わめいてないで、さっさと術の準備に取り掛かれ。ここでもたついていたら、その分姉さんを助けにいくのが遅くなる」

　橘がしつこく鷹秋に嚙かみついていると、真ま矢やが冷たく遮った。

　鷹秋よりもさらに年下の真矢にまで横柄な物言いをされてしまった橘は、顔を真っ赤にしてぷるぷると全身を震ふるわせた。

「春ちゃ……じゃなくて、橘さん。橘さんが獣じゆう聖せいの名に恥じない超一流の術者だってことは、俺と姉様が良く知っていますよ。その実力、長距離空間転移で鷹秋くんと真矢くんに見せつけてあげてください」

　見兼ねて冬馬がフォローすると、

「う……ん」

　橘は不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頷うなずき、

「それじゃあ準備を始めるよ。みんな僕のまわりに集まって」

　空き地の真ん中まで歩いて、そこで両手の指を複雑に絡めた。

　雪に覆おおわれた草むらの上に、橘を中心にして青く光る法陣が浮かびあがる。

「さて、と」

　静しず華か、鷹秋、真矢が次々に法陣内に足を踏み入れてゆく中、冬馬は振り返って身を屈かがめた。由花の髪に薄うすく積もっていた雪を払ってやりながら言う。

「見送りありがとう、由花。あとは俺たちに任せて、由花は家で待っているんだ」

　すると、由花は哀かなしげな顔でうつむいた。

　先程、渋しぶ谷やに赴くことを決めた際、由花は自分も連れて行って欲しいと言った。

　由ゆ花かの両親は、ともに獣じゆう聖せいに数えられるほどの強さを誇った人じん狼ろうであったが、由花自身はまだ変身能力に目覚めてはいない。

　戦士でもない、ましてや十歳の子供を戦場に連れてゆけるわけがない。

　冬とう馬まと、養母である静しず華かに、二人掛かりで、「連れては行けない」と諭さとされた由花は、悔しげに唇を嚙かみしめながらではあったが、言い返すことなく頷うなずいてくれた。

「今度こそ、必ず深み雪ゆきさんを連れて帰ってくるから……そしたら、みんなでクリスマスパーティーをしよう……な？」

　そう言って微笑ほほえみかけた冬馬だが、由花はうつむいたまま返事をしなかった。

「冬馬くん、陣に力が満ちたよ。君も早く中に入って！」

　橘たちばなに呼ばれる。

「それじゃあ、行ってくるよ」

　やはり無言の由花。冬馬は微笑みを苦笑に変えてポンポンと由花の頭を叩たたくと、橘の傍らまで歩いた。

　法陣全体がぱあっと一ひと際きわに輝かがやく。眩まばゆいが、不思議とその光に目が焼かれることはなかった。

──もう俺おれがここに帰ってくることはできないかもしれないけど、みんなと深雪さんだけは、必ず──。

　思いながら由花の方に向き直った冬馬は、「えええっ!?」、目と口を丸くした。

　なんと、由花がこちらに向かって駆けてきているではないか。

「あのバカ──！」

　静華が舌打ちして腕を伸ばしたが、由花は見事な動きでその腕をするりとくぐり抜け、法陣内に入ってきた。

　目を真ん丸にしている冬馬を見あげて、由花はにこっと微笑む。

──やられた！

　冬馬は悟った。由花は、冬馬や静華の言うことを素直に聞いたフリをして、無理やりにでもついてくるチャンスを窺うかがっていたのだ。

「橘さん、術を中止してください！」

　慌てて叫んだ冬馬だが、手遅れだった。

　法陣の光は、視界を青一色に染めるほどにその輝きを増し──。

　冬馬たち六人の姿は、その場から消えた。




　静しず馬まが到着した時、ＪＲ渋しぶ谷や駅一帯は既に炎と瓦が礫れき、そして瘴しよう気きと血の匂においに支配されていた。

　橘の空間転移で新しん宿じゆくまで送ってもらった静馬は、明めい治じ通りを疾走してここまでやってきた。

　生身のまま走り続けたので息はすっかりあがっていた。前髪とＹシャツが汗で肌に張りついていて気持ち悪い。

　変身していれば、二十キロ、三十キロ走ったところで息一つ乱すことはないのだが、明めい治じ通りは、渋しぶ谷や方面からの車や逆に渋谷に向かおうとする消防車や救急車、それに報道関係と思おぼしき車で溢あふれていたために、静しず馬まは生身のまま走ることを余よ儀ぎなくされた。

「それにしても、酷ひどい有り様ですね……」

　瓦が礫れきの山と化してしまった渋谷駅を見やりながら呟つぶやいた静馬は、翻ひるがえって、既に充分険しかった表情をさらに険しくした。

　静馬が立っているハチ公口前のスクランブル交差点。そこから見えるはずの渋谷のシンボルともいえる建物──ＳＨＩＢＵＹＡ１０９が、なくなっていた。残っているのは入り口部分と、周囲に散乱してる大小の瓦礫だけ。

　破は壊かいされているのは、１０９だけではない。交差点に面している建物の大半が炎に包まれ、あるいは瓦礫の山と化していた。

　そして道路には、原形を留とどめていない死体が数えきれないほど転がっている。

「一時間足らずでここまで破壊されてしまうとは……」

　このまま破壊行為が続けられれば、渋谷は夜明けを待たずして焦土と化すだろう。しかし──。

「これ以上の凶行は、断じて許しません」

　そのために、橘たちばなの制止を振りきってまでここにやってきたのだから。

　静馬は交差点の中央まで歩くと、仰向けに倒れていた一人の少女の傍らに身を屈かがめた。

　十代半ばと思おぼしき制服姿の少女は、恐怖に目を剝むいてこと切れていた。

　腹部の肉がごっそり抉えぐられ、胴がちぎれかかっている。限界まで見開かれた目の端には大粒の涙が浮いていた。

　静馬は、その少女の瞼まぶたをそっと閉じさせてやると、立ちあがって言った。

「こそこそ隠れていないで出てきなさい」

　すると、横転した車両や瓦礫、炎上している建物の陰から、十数匹の漆黒の異い形ぎようたちが現れた。皆、三つの眼めを殺気で炯けい々けいと光らせている。

　静馬はコートを脱ぎ捨てると、咆ほう哮こうをあげて上半身を銀の狼おおかみに変じた。

　妖よう魔またちの殺気がより濃のう厚こうになる。

「ちょうどいいところに出てきてくれましたよ。あなたたちの親玉の相手をする前に、この剣の力が試せますからね」

　余裕の口調で言って、静馬は龍りゆう魂ごんの剣の柄つかに手を掛けた。とたん、グルグルと唸うなりながらにじり寄ってきていた妖魔たちの動きがピタリと止まった。

「……？」

　龍魂の剣を警けい戒かいしたのだろうか。一いつ瞬しゆん、静馬はそう思った。が、どうもそういう雰囲気ではない。

　妖よう魔またちは首をもたげたり傾かしげたりして、耳をぴくぴく動かしている。

──なにかを聞いているのか……？

　静しず馬まは耳を澄すませてみた。しかし変わった音はなにも聞こえない。

　訝いぶかしみつつ様子を窺うかがっていると、妖魔たちが急に動き出した。

　蝙蝠こうもりのような羽を広げ、次々に飛び立ってゆく。

　あっと言う間に、妖魔たちの姿は黒煙に覆おおわれた空の彼方かなたへと消えていった。

「これは、一体……？」

　剣の柄を握りしめたまま立ち尽くしていると、

　ゴオオオッ。突然、恐ろしく大きな咆ほう哮こうが響ひびき渡った。

──この咆哮……私を呼んでいるのか。

　根拠はないが、静馬にはなぜかそう感じられた。

　咆哮の主の許もとへ向かうために、静馬は文ぶん化か村むら通りを駆け抜け──。

　そして、彼らは対たい峙じした。

　咆哮の、そして渋しぶ谷やを死の街に変えた主は、大型デパートの屋上に佇たたずんでいた。

　先に遭遇した妖魔たちよりも遥はるかに深みのある三つの赤い眼めが、静かにこちらを見下ろしている。その眼には明確な知能が見て取れた。

──さすがに大きいですね……。

　茜あかね色の空を背にしてそびえている漆黒の巨体は、翼つばさが閉じられていてもなお圧迫感がある。

　漂う瘴しよう気きの濃こさも尋常ではなく、静馬の喉のどは数秒のうちにカラカラに渇いた。

（待ち侘わびたぞ）

　不意に《龍りゆう》の口が動き、あたりに男の声が響いた。

「今の声……!?」

　静馬は二重に驚おどろいた。

　一つは、《龍》が喋しやべったことに。もう一つは、《龍》の発したその声が、聞き知った声であったことに。

「響ひびき……忍しのぶ……」

（そうだ）

　応こたえて、《龍》は三つの眼をスッと猫のように細めた。

　関西弁のイントネーションこそ失われていたが、その声は紛まぎれもなく響忍のものであった。

「やはり……そうでしたか……」

　名な栗ぐり村から東京へ戻る途中で遭遇した際、静馬は《龍》の匂においの中に響忍の匂いが混じっていることに気づき、「まさか」と思っていた。

　そのまさかは、しかし的中した。

　なぜ響ひびきが、かつて冬とう馬まが倒した《龍りゆう》と同じ姿になったのかはわからない。

　だが、視線の先にいる巨大妖よう魔まは、紛まぎれもなく響忍しのぶなのだ。

「なぜ、そんな姿に……？」

　独白のような口調で、静しず馬ま。

　聴覚が優れているのか、あるいは妖術じみた力を使っているのか、響には静馬の声が聞こえているらしい。

　響は答えた。

（汚れた血を清めるために決まっているだろう？）

　静馬は押し黙だまった。龍りゆう魂ごんの剣を握る手に無意識のうちに力が込もる。

（六年前のあの日……おまえに麻ま里りを見殺しにさせた人じん狼ろうの血を、一滴残らず灼やき尽くす。あの日と同じ、この雪の夜にな）

「……バカな……ことを……」

　絞り出すような声で静馬は言った。

　他ほかに言葉が見つからなかった。

　麻里が死んだあの日から、響が人狼族そのものに憎しみの念を抱いていたということは、静馬も知っていた。自分が仇かたき同然に恨まれていることも。

　六年前には一度闘たたかいもした。駆けつけた橘たちばな春はる海みと五ご堂どう恭きよう市いちの仲裁がなかったら、静馬は間違いなく殺されていただろう。

　いずれ響が再び復ふく讐しゆう者として自分に牙きばを剝むいてくるであろうことは、静馬は予感していたし、覚悟もしていた。

　だが、その復讐がよもやこのような形で行われることになろうとは。

「響！」

　静馬は叫び、訴えた。

「あなたが憎いのは、私と人狼族だけのはず！　なぜ、無関係な人々を巻き込むのです!?　今すぐ手下の妖魔たちを静めなさい！」

　しかし、響はその訴えを鼻先で笑い飛ばした。

（おまえがやめろということを、オレがはいわかりましたとやめてやるとでも思っているのか？）

　ニヤリと笑むように牙を剝く。

（やめてなどやるものかよ。人も、街も……おまえが守ってきたものすべて、人狼ごと灼き払ってやる）

「響……」

（手始めがこの街とおまえだ。邪魔者どもが来る前に六年前の決着をつけてやる。あの世で麻里に見殺しにしたことを詫わびるがいい）

　ゆっくりと四枚の翼つばさが開いてゆく。さらに全身をくまなく覆おおっている漆黒の体毛から、熱をはらんだ瘴しよう気きが目に見えるどす黒い霧きりとなって立ち昇り始めた。

「……もう、言葉は届きそうにありませんね……」

　言った直後、静しず馬まは、ふっと自じ嘲ちようの笑みを洩もらした。

──今いま更さら、どんな言葉があるというのか。

　自分が麻里を見殺しにしたのは、紛まぎれもない事実だ。

　見殺しにした理由が、麻ま里りが人じん狼ろう族であったからというのも、半分は事実。

　静馬は、龍りゆう魂ごんの剣の柄つかに手を掛けた。
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「響ひびき……あなたが私を憎むのは、至極当然のこと。復ふく讐しゆうを望むのであれば私は受け止める。いくら牙きばを剝むいてこようと構わない。しかし復讐の対象が無む辜この人々にまで及ぶことだけは、断じて許すわけにはいきません」

　金銀の装飾の施された豪ごう奢しやな造りの鞘さやから、すらりと刃やいばを引き抜く。

　露あらわになった刀身は水晶のように透き通っていた。

「その矛先を違えた憎しみ……今ここで斬きり払わせてもらいます」

　鞘を脇わきに放ると、静馬は緩ゆるやかな動きで龍魂の剣を構えた。

　すると、それまでずしりと重かった刀身からふっと重さが消え、羽根のように軽くなった。

　加えて、握りしめた柄から不思議な力が体内に流れ込んできた。

　ぬるま湯に浸つかっているような感覚が全身を包む。

「これは……？」

　静しず馬まは目を見張った。青龍りゆうとの闘たたかいで空っぽに近い状態になっていたはずの獣じゆう気きが、身体からだの奥底からこんこんと湧わきあがってくるではないか。

　同時に、新しん宿じゆくからここまで走り続けてきた疲労までが[image: 噓]うそのように引いていった。

──獣気と体力の回復……これが、龍りゆう魂ごんの剣の能力……？

　違う。回復能力は龍魂の剣に秘められた力の一端にすぎないと、静馬は確信に近い形で思った。

　その程度の武器を龍人である桜さくらが厭いとうはずがない。それに龍魂の剣を手にした際に聞こえてきた女の声も言っていた。

　この剣は龍人を滅するために造られた剣だ、と──。

（面白い物を持参してきたようだな）

　響ひびきが言った。

（それでいい。それでこそおまえ……それでこそ月つき森もり静馬だ。その剣でどこまでも抗あらがってみろ。力のない人間どものためになぁ！）

　心底嬉うれしそうに牙きばを剝むくと、響はいっぱいに広げた四枚の翼つばさをはためかせて、ふわりと浮かびあがった。

　静馬は響の翼が起こした突風に吹き飛ばされぬよう抗いながら、透き通る刃やいばの先を響に向けた。




　彼方かなたの空が赤い。

　雪を含んだ冷たい風に髪とコートの裾すそをなびかせながら、桜は口元に薄うすい笑みを浮かべていた。

　杉すぎ並なみ区上空。そこに、桜と燐りん、そして彼らの騎き乗じようしている二体の卑ひ龍りゆうの姿はあった。

「ふふっ……響は随分と派手に暴れているようだな」

　桜が言うと、斜め後方の燐が騎乗している白はく龍りゆうを桜と紫し龍りゆうの傍らに寄せてきた。

「目的地に、響の魔ま力りよくとは別にもう一つ大きな力の波動を感じます」

「恐らくは、龍魂の剣であろう」

　あごのあたりを指でさすりながら、桜は返した。

　龍魂の剣──蘭らんが造った五つの武具の中で、桜が唯一脅威と感じたもの。

　我が物とするか破は壊かいするかしてしまいたかったのだが、その剣を蘭より託された、桜に抗していた術者の一団が厄介な封印を施してくれたおかげで、手出しすることができなくなってしまったのだ。

　術者の一団が龍魂の剣に施した封印は、取り分け強固なものではなかったが、桜と、燐のように桜さくらの魔ま力りよくに支配されている者には決して解けないという、厄介極まるものであった。

　無論、『院いん』には桜の傀儡くぐつではない術者も多くいたが、桜はそういった者たちに封印を解かせようとはしなかった。封印を解いた術者がそのまま龍りゆう魂ごんの剣を我が物として、敵対してくる可能性があるためだ。

　龍魂の剣の存在自体を知る者が皆無に等しかったために、誰だれかの手に渡ることもないだろうと百数十年もの間放置してきたのだが、橘たちばな春はる海みによって封印が解かれてしまった。

「龍魂の剣を手にした男……確か月つき森もり冬とう馬まの兄であったな。名はなんといったか」

「月森静しず馬まです。獣じゆう聖せいでこそありませんが、響ひびきと五分に渡り合える使い手です」

「ふむ……」

　あご先に指を添えたまま、桜は思案した。

「龍魂の剣を手にした獣聖並の使い手か……妖よう魔まと化した響といえど、容易に倒せる相手ではないな。誤算だったか……」

　龍魂の剣を手にした者の矛先が、よもや響に向かうことになるとは。

「響が妖魔となって得た力は、龍人に次ぐほどに大きい。敗れることは万が一にもあるまいが……」

　妖魔化した響には、桜が望みを叶かなえるための重要な使い道がある。

　そのために桜は、彼に、『種たね』と『最さい後ごの月つき』を与えたのだから。

　響自身は、燐りんの目を欺あざむき、桜の隙すきをついて『種』と『最後の月』を得たつもりでいるだろうが、実際はそうではない。

「彼か奴やつには、力を解放した桂けいと闘たたかってもらわねばならぬ」

　桜が力を解放した桂の肉体を奪うためには、クリアしなくてはならない条件があった。

　桜よりも力の劣る相手の肉体であればなんの問題もなく奪えるのだが、相手の力が桜を凌りよう駕がしていた場合には、激しく消耗させるか致命傷を負わせるかして、相手を極限状況まで追い詰めなければならない。

　肉体を奪ってから力を解放することができれば簡単なのだが、しかしそれは叶わない。

　龍人の精神を宿した肉体は、老いることはあってもそれ以上成長することはない、というのがその理由だ。肉体を奪った後に『最後の月』を使ったとしても、桜は望む力を得られない。

　響は、力を解放した桂をギリギリまで消耗させるための、いわば嚙かませ犬なのだ。

　桂にぶつける前に、その嚙ませ犬が要いらぬ闘いで力を殺そがれてしまうのは、ぞっとしない。

「……いささかのんびりしすぎたようだ。燐よ、これより先は卑ひ龍りゆうを急がせ──」

　そこで桜は言葉を止めた。金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみを刃物のように細め、彼方かなたを凝ぎよう視しする。

　羽の生えた妖魔が群れをなしてこちらに向かってきているのが視認できた。

　夜の闇やみに紛まぎれているので正確な数はわからないが、六、七十体はいるだろう。

「足止めのつもりか。響め……月森静馬との一いつ騎き打ちを我らに邪魔されたくないとみえる」

　妖よう魔まと化した響ひびきに、『響忍しのぶ』としての自我が残っているかどうか不明だったが、これではっきりした。

「私が応戦致します。桜さくら様は響の許もとへお急ぎください」

　虚空より出現させた数枚の呪じゆ符ふを構え、燐りんが言った。

「任せたぞ」

　頷うなずいて、桜は紫し龍りゆうを加速させた。燐もそれに倣ならう。

　一気に肉にく薄はくする桜たちと妖魔群。

　闘たたかいの口火を切ったのは白はく龍りゆうだった。

　白龍の口こう腔こうから放出された絶対零れい度どの吐息が、桜と紫龍の正面に迫っていた三体の妖魔を一いつ瞬しゆんにして凍りつかせる。

　さらに燐の放った呪符が、蒼あおい炎や稲いな妻ずまと化して、桜に仕掛けようとしていた数体の妖魔を灼やいた。

　しかし妖魔の数は多い。白龍と燐の攻こう撃げきをかい潜くぐった何体かが、桜の頭上から爪つめを振りかぶって急降下してきた。

　桜はふっと笑むと、紫龍の首の付け根をポンと叩たたいた。すると桜と紫龍の周囲に虹にじ色の陽かげ炎ろうが生じ、それに触れた妖魔たちがことごとく弾はじき飛ばされた。

　紫龍に斥せき力りよくを発生させたのだ。

　ホワイトウルフを母体とする白龍には絶対零度の冷気を操る能力が、パープルウルフを母体とする紫龍には重力と斥力を操る能力が、それぞれある。

「虫けらが、余に触れられると思うな」

　紫龍の斥力と、燐、白龍の援えん護ごで妖魔の群れを突破した桜は、紫龍をさらに加速させて、独り渋しぶ谷やへと急いだ。




　橘たちばなの空間転移で新しん宿じゆくに渡った冬とう馬またちは、渋谷へと至る道をひた走っていた。

　区でいうなら既に渋谷に入ってはいるのだが、目的地である中心街はまだ数キロ先だ。

　混乱しているだろうからという理由で大通りは避さけたので、冬馬たちの進んでいる道は人ひと気けや車通りは比較的少ない。

「中心街に近づくにつれて、瘴しよう気きがどんどん濃こくなってきているな……」

　走りながら冬馬が呟つぶやくと、

「うん……あたし、なんだか気持ち悪くなってきちゃった……」

　冬馬に背負われていた由ゆ花かが、力のない声で言った。

　瘴気は大気だけでなく人体にも影えい響きようを及ぼす。冬馬たちは獣じゆう気きを纏まとうことで身を守れるが、由花にそれはできない。

──やっぱり、ここから先に由花は連れていけない……けど……。

　冬とう馬まは振り向き、斜め後ろを走っている橘たちばなの様子を窺うかがった。

　顔色が悪く、足取りも頼りない。なんとかついてきているといった感じだ。

　六人もの大所帯を一度に転移させたために、橘は魔ま力りよくと体力を一気に消耗してしまったのだ。

　先程、鷹たか秋あきが、「術一発でヘバっちまったのかよ。なんなら俺おれが担いでってやろうか？」と申し出たのだが、「君のお世話にはならないよっ！」、橘はそれを突っぱねて自力で走り続けていた。

──橘さん、さっきより辛つらそうな顔してる……やっぱり、長距離の空間転移は当分無理そうだな……。

　転移先であったＪＲ新しん宿じゆく駅の前で、冬馬は無理やりついてきてしまった由ゆ花かを空間転移で自宅に送ってくれるよう橘に頼んだ。しかし、

「そ、そうして……あげたいのは……はあ……や、やまやまなんだけど……長距離のく、空間転移は……はあっ……しばらく、う、打ち止め……だよ……」

　橘は首を横に振った。

　息も絶え絶えの彼によれば、空間操作系の術は、消耗が激しいうえに制御するのが難しい術であり、体力・魔力の尽きた状態で迂う闊かつに使うのは危険極まる行為なのだという。

　それで、やむなく由花も連れてゆくことになったのだ。

　一人で避ひ難なんさせるにしても、新宿駅付近も火の手こそあがっていなかったものの既に酷ひどいパニック状態に陥っていたし、あまつさえ由花自身が、

「連れて行ってくれないなら、あたし、ここで舌嚙かんじゃうから！」

　などと、とんでもないことを言い出したのだから仕方ない。

　いくら冬馬に諭さとされても、静しず華かに頰ほおを引っぱたかれても、由花は聞かなかった。

──頑固なところは、深み雪ゆきさんといい勝負かもしれないな。

《蘭らんの封ふう界かい》に赴いた際にはおとなしく家で待っていた由花が、なぜ今回は自分や静華に逆らってでもついてこようとするのか、冬馬にはわかっていない。何度訊きいても、由花はついてこようとする理由を答えようとはしなかった。

──もしかしたら……。

　冬馬は思った。

──もしかしたら由花は、俺が次に闘たたかえば勝っても負けても死ぬってことを感じ取っているのかもしれないな……。

　由花は勘の鋭するどい子だ。充分にありえることだった。

「ねえ、冬馬さん」

　不意に聞こえた由花の声が、冬馬の思考を遮る。

「ん、なんだい？」

「あたしね……ずっと見てるから」

「……え？」

　言葉の意味がわからず、冬とう馬まはきょとんとなった。すると由ゆ花かは、冬馬の首に回した腕に少し力を込めて言い直した。

「深み雪ゆきさんが冬馬さんの側そばにいない間は、ずっとあたしが冬馬さんのこと見てるから……深雪さんの代わりに、見てるから……」

「……由花……」

　冬馬は目を大きくして、そのままなにも言えなくなった。

　と──。

「止まれ！」

　道幅の広い交差点に差しかかったところで、先頭を走っていた鷹たか秋あきが叫んだ。

　立ち止まる一同。

「お出迎えが来やがった」

　苦々しい表情で空を仰ぎ、鷹秋は言った。

「油断したな。瘴しよう気きのおかげで懐ふところに入られるまで匂においに気づけなかったぜ」

　次の瞬しゆん間かん、頭上で光が炸さく裂れつした。

「え──？」

　振り仰いで、冬馬は仰天した。

　空から火球や血の色をした光が雨のように降り注いでくるではないか。

「うわっ！」

「きゃあ！」

　背負っていた由花を素早く正面に抱き直して、冬馬は飛び退のいた。

　刹せつ那な、ほんの今まで立っていた場所で火球が炸裂した。目の前が一瞬緋ひ色に染まり、熱風が露ろ出しゆつしている顔や手を撫なでた。

「──くっ！」

　なおも降り注いでくる火球と光を、冬馬は由花を庇かばいながら次々とかわしてゆく。

　爆ばく発はつ音が連れん鎖さ的に響ひびき渡る。

　上空からの攻こう撃げきは十秒近くも続き──ピタリとやんだ。

「危なかったな……」

　もうもうと爆煙が立ち込める中、冬馬は右手と左膝ひざをついた体勢で、ふーっと息を吐いた。

　左腕に抱いている由花は、不安げな表情で冬馬の首にしっかりとしがみついている。

　激しい攻撃だった。動き出すのがあと一瞬でも遅かったら、避けきれなかったかもしれない。

「人じん狼ろう相手に不意打ちかますなんて、なめた真似まねしてくれるじゃないか」

　言ってバキバキと指を鳴らしたのは、左隣どなりで仁に王おう立だちしている静しず華か。右隣には、犬のように舌を垂らしてぜえぜえ言っている橘たちばながいる。

　鷹たか秋あきと真ま矢やは道路の向こう側。ジャンパーの袖そでに火がついてしまった鷹秋が、「だああっ！　消えろ、消えやがれっ！」などと叫びながら、ぶんぶんと腕を振っている。

　その隣となりの真矢は素知らぬ顔をしていた。

──あれだけの攻こう撃げきをみんなしっかり避けてる……さすがだな。

　安あん堵どと頼もしさを覚えつつ立ちあがった冬とう馬まは、前方に居並ぶ襲しゆう撃げき者たちを攻撃的な目で見据えた。

　狼おおかみに似た頭部を持つ羽の生えた漆黒の異い形ぎようたち。正面の車道だけで三十体はいる。

　さらに、敵は上空にも展開していた。合計すれば五十体を軽く超える数になるだろう。

　渋しぶ谷やの巨大妖よう魔まが生み出し、差し向けてきた刺客に違いない。

　地上の敵も上空の敵も、皆一様にグルグルと唸うなっている。こちらの出方を窺うかがっているのか、牙きばと爪つめをギラつかせているだけで自分たちから攻めてこようとはしない。

「こいつら……見た目も匂においも、前にあの若白髪が操ってたザコ妖魔に似てるね」

　静しず華かの言葉に、「ああ」、冬馬は頷うなずいた。

　静華が言っているのは、香か沙ざ薙なぎ桂けいが最も多く造り出していた妖魔《犬》のことだ。

　体毛の色と羽の有無が異なっているが、確かに他ほかは《犬》と瓜うり二つといえるだろう。

──強さも、多分、香沙薙の妖魔と同等かそれ以上のはずだ……厄介だな……。

　香沙薙が造った《犬》は、卑ひ龍りゆうにこそ及ばないものの、それでも並の人じん狼ろうではまるで歯が立たないほどの戦せん闘とう力を持っていた。

　それと同等かそれ以上の妖魔が一度に五十体以上だ。苦戦・長期戦は免れない。

──どうする……？　俺おれはここで変身するわけにはいかない……。

　冬馬が変身して闘たたかえるのは、あと一度きり。

　にもかかわらず、巨大妖魔と桜さくらと──この先、冬馬がこなさなければならない闘たたかいは、最低でも二回ある。

　そう。ただでさえ「足りていない」のだ。

　深み雪ゆきを取り戻すどころか、桜との対決さえ迎えられないかもしれない──その覚悟を背負って、冬馬は渋谷へとやって来たのだ。

──ここで変身して闘ったら、深雪さんどころか、兄さんを助けられるかどうかも怪しくなる……。

　かといって、眼前の妖魔たちは生身で闘って勝てるような相手ではない。

　歯は嚙がみしていると、

「ザコどもはあたしたちが片付ける。おまえは由ゆ花かを置いて、とっとと先に行きな」

　静華が言った。いつの間にか、その利き手には緋ひ色の鞭むちが握られていた。炎を凝ぎよう縮しゆくして物質化した、彼女の必殺武器だ。

「おまえの本番はここじゃない。ザコ軍団相手に要いらぬ消耗なんてするもんじゃないよ」

「姉様……」

　冬とう馬まが姉の横顔をまじまじと見ていると、反対側の歩道から鷹たか秋あきの大声が飛んできた。

「月つき森もりーっ！　姐あねさんの言うとおりだ。ここは俺おれらに任せて、おまえはこのままメガネ兄さんのトコまで突っ走れ！」

　その隣となりの真ま矢やは、憮ぶ然ぜんと腕組みしたまま、くいっとあご先で渋しぶ谷やの方向を指した。静しず華かや鷹秋と同様、「先に行け」と言っているのだ。

「鷹秋くん、真矢くん……」

「と、冬馬くん……」

　息の切れた声。冬馬は右隣を見た。

「静しず馬まくんのことは、君に任せるよ。なんだかんだ言って、あの妖よう魔まの正体が響ひびき忍しのぶだったりしたら、彼は冷静ではいられないだろうから……」

　前まえ屈かがみになっていた橘たちばなは、懸けん命めいに呼吸を整えながら言った。

「それに僕ぼくも、もうこれ以上走るのはしんどいしね……ここで静華ちゃんの後ろにでも隠れていることにするよ」

　そして、苦笑する。

「橘さん……」

　どうする、と冬馬は内心で自問した。

　静華は獣じゆう聖せいの候補に挙がったこともあるほどの使い手だし、鷹秋と真矢もそれに近い実力を有している。橘に至っては、疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態とはいえ正真正銘獣聖の一人だ。

　この上もなく頼もしい面子メンツではあるが、如何いかんせん敵の数が多すぎる。

　自分だけが先行して、もしまた父のように自分の目の届かないところで犠ぎ牲せい者が出てしまったら──そう思うと、不安で胸が締しめつけられる。

──けど、俺がここに留とどまったところで、まともな戦力にはなれない。足手まといになるだけだ……。

　選択肢は一つしかないのだ。それがわかっていながら、それでも迷っていると、

「バカが悩んだって時間の無駄だ。いざとなったら、おまえに出掛けに渡された、あのなんとかって鳥の羽根を使う。背中はあたしたちに任せて、おまえはおまえの戦場へ急げ」

　静華が目線だけをこちらに向けて、ふっと微笑した。

「……わかった。ここは姉様たちに任せるよ」

　意を決して、冬馬は抱いていた由ゆ花かを下ろした。すると、それまで黙だまっていた由花が冬馬の上着の裾すそをぐっと引っ張って言った。

「あたし、冬馬さんと一緒に行く！」

「由花……」

「あたし、決めたんだもん！　深み雪ゆきさんがいない間は、あたしが冬馬さんのこと見てるって！」

　今にも崩れそうな顔で必死に訴えてくる由ゆ花かに、冬とう馬まは当惑した。

　諭さとす言葉が見つからずになにも言えずにいると、横から静しず華かの腕がスッと伸びてきて、由花のこめかみに人差し指と中指が軽く押し当てられた。次の瞬しゆん間かん──。

　バチッ。由花のこめかみと静華の指の間に白い火花が弾はじけ、カクンと由花の両りよう膝ひざが折れた。

「わっ」

　前のめりに倒れてきた由花を咄とつ嗟さに受け止めて、冬馬は静華を見あげた。

「獣じゆう気きで気絶させただけだ。心配しなくてもすぐに目覚める」

「……良かった。いきなりだからびっくりしたよ」

「頑固で一いち途ずで手のかかる子だけど、一応は家うちの娘だからね。傷つけたりはしないよ」

「……うん」

　頷うなずいて、冬馬は由花を橘たちばなに預けた。攻こう撃げき系の術はともかく、防御系の術に関しては並ぶ者なしの彼なら、どんな激戦の中でも由花を守ってくれるはずだ。

　由花を託された橘は、

「この子に怪け我がをさせたら静華ちゃんが怖いだろうからね。全力で守らせてもらうよ」

　そう言って、小さく笑った。

　冬馬は彼に礼を言って立ちあがると、

「それじゃあ、先に行くよ。必ず後から追いついてくれ」

　静華に向けて言い、橘、鷹たか秋あき、真ま矢やの順で目配せして駆け出した。

　その冬馬の動きが、場の膠こう着ちやく状態を破った。

　車道と上空に展開していた妖よう魔またちが、一斉に吠ほえた。




「あいつは追わせないよ！　あんたらザコの相手はあたしたちがしてやる！」

　静華、鷹秋、真矢、橘。四人の中で最初に動いたのは静華だった。

　身体からだのまわりに生み出したいくつもの火球を、交差点の中央──地上の妖魔たちが最も多く群れていた場所めがけて放つ。

　飛び退のき、飛ひ翔しようして、妖魔たちは火球群を避けた。

　交差点の中央に火柱が空むなしく噴ふきあがる。

　奇き襲しゆうに近い一撃であったにもかかわらず、爆ばく炎えんに吞のまれた妖魔は一体もいない。並々ならぬ反応速度と身のこなしだ。

　地上と上空。五十数体の妖魔たちの視線が静華に突き刺さる。

　一体も仕留められなかった静華だが、その口元には薄うすい笑みが浮かべられていた。

　先の火球で妖魔を倒せるとは、初めから思っていない。

　妖魔たちの目を冬馬から逸らさせる。それが一撃目の目的だったのだから。

　本当の攻こう撃げきはここから──。

　妖よう魔またちが攻めてくるよりも速く敵陣の中央に飛び込んだ静しず華かは、炎の鞭むちを縦じゆう横おう無む尽じんに振るった。

　しかし当たらない。目にも留まらぬ速さでしなる静華の鞭を、妖魔たちは驚きよう異い的な身のこなしでかわしてゆく。

　嘲あざけるように笑む妖魔たち。だが、鞭による攻こう撃げきは布石にすぎない。

　右手で鞭を振るいながら、静華は左手から三発の指弾を撃うち出した。鞭と同様に炎を凝ぎよう縮しゆくして生み出した紅ぐ蓮れんの飛礫つぶては、三体の妖魔を捉とらえて炸さく裂れつした。

　半身、あるいは全身を爆ばく破はされて、妖魔たちは一いつ瞬しゆんのうちに絶命した。

　吃きつ驚きようした他ほかの妖魔たちの動きが、一瞬止まる。

「今だよ、続きな！」

　高らかに叫びながら、静華は手近な妖魔の一体に鞭の一いつ閃せんを浴びせ、その頭部を爆ばく砕さいした。

「おうっ！　俺おれたちもぶちかますぞ、真ま矢やっ！」

　静華の先制攻撃で態勢を崩した妖魔群に、上着を脱ぎ捨てた鷹たか秋あきと真矢が、上半身を狼おおかみへと変じつつ攻め入った。

──さすがは月つき森もり兄弟の姉ちゃんだな。この俺が切り崩し役を持っていかれちまった。メガネ兄さんが全く頭があがらねえってのも頷うなずけるぜ。

　静華の度胸と技量に感服しながら、鷹秋は青せい龍りゆう刀とうを振りかぶった。

《蘭らんの封ふう界かい》で受けた傷は、由ゆ花かに手当してもらったとはいえ完治には程遠い。身体からだ中のあちこちがずきずきと疼うずいているが、

「おおおおおっ！」

　鷹秋は気迫で痛みをはねのけて、青龍刀を力いっぱいに振り下ろした。

　刀身から奔はしった透明に近い水色の光が、直線上にいた妖魔三体をバラバラに吹き飛ばした。

　師直伝の技──獣じゆう鳴めい斬ざんには、大木の二十本や三十本、まとめて薙なぎ倒すだけの威力がある。

　青龍刀を肩に担いで、鷹秋は吠ほえた。

「オラオラ、どんどんかかってきやがれ！　片っ端からぶっ潰つぶしてやる！」

　鷹秋は知っていた。自分にも真矢にも、もうたいした力は残されていないということを。

　この場を切り抜けて静しず馬まや冬とう馬まに追いついたところで、まともな戦力にはなれないだろう。戦力どころか足手まといになってしまう可能性すらある。

──俺と真矢は、ここで打ち止めだな。

　だからこそ、と鷹秋は思う。

　この場より先は、もう冬馬や静馬の力になってやることはできない。だからこそ、ここで死力を尽くす。

　一匹たりとも逃さない。冬馬の後は追わせない。

「どうしたザコども！　そっちがビビってこれねえってんなら、こっちからいくぞ！」

　再び吠ほえて、青せい龍りゆう刀とうを振りかぶる鷹たか秋あき。

　妖よう魔またちは全身にこれまで以上の殺気を漲みなぎらせると、一斉に攻こう撃げきに転じた。

　大半は静しず華かと鷹秋、それに真ま矢やを標的としたが、上空の何体かが冬とう馬まを追おうとした。

　それを阻止したのは、真矢だった。

　鷹秋が啖たん呵かを切っている間に、真矢は自らの上半身に四本の鎖くさりを絡めつかせていた。

　冷たく輝かがやくその鎖の名は、フリージングチェーン。冷気を物質化した鎖だ。先端が鏃やじりのようになっている。

　真矢は、躍おどりかかってきた三体の妖魔の爪つめによる猛攻をすべて紙一重で避けると、冬馬を追おうとしていた上空の妖魔に向けて、四本のフリージングチェーンを奔はしらせた。

　真矢の技の中でも最速を誇るフリージングチェーンは、地上の敵の隙すき間まを縫ぬうようにして瞬またたく間に空へと昇り、冬馬を追おうとしていた妖魔たちに突き刺さった。

　刹せつ那な、四体の妖魔は氷の彫像と化した。

「月つき森もり冬馬は追わせない」

　真矢が抑揚なく呟つぶやくと、氷の彫像は粉々に砕け散った。

「あいつは、姉さんが信じた……姉さんが大切に想おもっている男だ。だから、おまえらなんかにあいつは殺させない」

　真矢はフリージングチェーンを高速で引き戻すと、背後で爪を振りかぶっていた妖魔に突き刺し、凍らせた。

　それを鷹秋が拳こぶしの一発で粉砕する。

「調子は上々みたいだな」

　真矢と背中合わせに立って、鷹秋。先程、真矢に爪による猛攻を仕掛けていた三体の妖魔のうち二体は、彼の青龍刀によって葬られている。

「遠距離戦はおまえの方が得意だからな。空の敵はそっちに任せたぜ」

「わかった」

　真矢は頷うなずくと、正面から飛来した火球を横っ跳びでかわした。

　同様に、鷹秋も正面から迸ほとばしってきた赤しやつ光こうを、こちらは真矢とは逆方向に避けた。

　ぶつかり合って炸さく裂れつする火球と赤光。生じた熱風に体毛を撫なでつけられながら、鷹秋と真矢は、それぞれ次の妖魔に仕掛けた。

　静華も、生身とは思えぬ身のこなしで妖魔たちの怒ど濤とうの攻撃を巧みにかわしながら、炎の鞭むちと指弾で次々と妖魔を仕留めている。

　闘たたかいは、本格的な乱戦へと突入していた。

「すごいや……静華ちゃんは言わずもがな、あの子たちも僕ぼくが思っていたよりずっと強い……五ご堂どうさんに見込まれているっていうのは、本当だったんだ……」

　圧倒的な数の差にも臆おくすることなく獅し子し奮ふん迅じんの闘たたかいぶりを見せる静しず華かたち三人に、歩道の橘たちばな春はる海みは感嘆していた。

　腕に気を失ったままの由ゆ花かを抱いている彼は、身のまわりに防御結界を張って、妖よう魔またちの攻こう撃げきを凌しのいでいた。

　結界は妖魔の攻撃だけでなく音までも遮断しているので、結界内部は無音状態になっている。

──みんなの援えん護ごにまわってあげられればいいんだけど……今の僕ぼくの魔力じゃあ、結界を維持するだけで精一杯だ……。

　歯は嚙がみしていると──。

　ビシッ。無音のはずの結界内に、ガラスにヒビが入ったような音が響ひびいた。

「──！」

　顔を上げ、橘は息を吞のんだ。

　二体の妖魔が結界に爪つめによる猛攻を加えており、幾筋かの亀き裂れつが結界に生じていた。

──僕が万全の状態なら、この程度の攻撃で結界が破られたりすることなんて絶対にないのに……っ！

　結界に亀裂が入ったことで調子づいたのか、妖魔たちは攻撃の手を更さらに激しくした。

　妖魔の爪が叩たたき込まれる度に、亀裂の範はん囲いと数が増してゆく。

　結界が破は壊かいされるのは、もはや時間の問題だ。

──ど、どうしよう……!?

　静華たちの援護は望めない。

　焦しよう燥そうと戦せん慄りつに顔を引きつらせていると、結界がガラスのように砕け散った。

　眼めに殺さつ戮りくの喜びを露あらわにして、二体の妖魔が爪で仕掛けてくる。

　抉えぐるような突きを、「うわあ！」、悲鳴じみた情けない声をあげながらも、橘はスレスレのところで避けた。

　間髪入れずにもう一体が爪を繰くり出してくる。これも紙一重でかわした橘は、

「そうそう簡単にやられるもんかっ！　妻子持ちの男の意地を見せてやる！」

　一念発起して、左の掌てのひらに獣じゆう気きを集中した。

　術の使えない状態・状況になっても身を守れるようにと、妻の意向で体術の稽けい古こも行っている。

「吹っ飛べ！」

　気合の声とともに、獣気によって淡い光に包まれている掌を妖魔の胸に叩き込む。しかし──。

　それは渾こん身しんの一撃であったにもかかわらず、妖魔は吹っ飛ぶどころか身じろぎもしなかった。

「いいっ!?」

　橘が渋じゆう面めんになると、まるで小ばかにするように鼻を鳴らして、妖魔が爪を袈け裟さ懇がけに振り下ろしてきた。

「やっぱり、法のり子この言うとおり、月イチの稽けい古こじゃ意味なかったあああああっ！」

　半泣きで絶叫しつつ、迫りくる爪つめをのけ反ぞってかわした橘たちばなは、腕から落ちそうになっていた由ゆ花かを抱き直すと、正面の妖よう魔またちから逃れるべく脱だつ兎との如ごとく駆け出した。

　が、まわりは右も左も妖魔だらけ。逃げ場などあろうはずもなく、たちどころに別の妖魔に囲まれてしまった。

　頭上から、横手から、背後から、刃やいばのような爪が容赦なく襲おそいかかってくる。

「死ぬーっ！　殺されるーっ！」

　泣き叫びながらも、橘は猛攻を次々と紙一重で避けてゆく。

　橘本人に自覚はないが、妻・法子につけてもらっていた体術の稽古の成果は、しっかり発揮されていた。

　妖魔の爪の一いつ閃せんは、並の人じん狼ろうに避けられるようなものではない。それほどに速く鋭するどい攻こう撃げきを、ことごとく、しかも由花を抱きながら回かい避ひしているのだから、橘の身のこなしは充分に並外れている。

　攻めに関しては三流以下だが、こと守りに関しては一流──。

　体術に於おいても、術と同じく、橘春はる海みは「片寄った天才」であった。

──へえ……橘さんも案外やるじゃないか。

　束ねた黒髪を躍おどらせながら、静しず華かは小さく笑った。

　魔力の尽きた彼に由花が守り抜けるのかという不安があったのだが、しばらくは大丈夫そうだ。

　お世辞にも優雅とはいえない動きではあるが、橘は妖魔たちの猛攻をかすらせもせずにかわしている。

──坊やたちも見事な闘たたかいっぷりだけど、長期戦になればスタミナ切れでこっちが不利になっちまう……このままたたみ掛けるしかないね。

　静華の額ひたいには、既に珠たまのような汗がいくつも浮いていた。

　この先の闘いに余力を残しておくために、変身戦せん闘とうは控え、出掛けに冬とう馬まから渡された朱雀すざく扇せんも使用しないつもりでいたが、そうも言っていられないかもしれない。

　思いつつ、静華は体当たり同然に突っ込んできた妖魔をいなした。すれ違いざまに足を引っかけ、つんのめったところに炎の鞭むちを見舞う。上半身を爆ばく砕さいされ、妖魔は倒れた。

　残る妖魔の数は、およそ三十体。初めは上空に展開していた妖魔たちも、今はほとんどが地上に下りてきている。

「次っ！」

　翻ひるがえった静華は、視線の先に捉とらえた二体の妖魔に向けて指弾を連射した。

　振り返りざまであったのが災いしたのか、わずかに狙ねらいがそれた。

　一体は頭と腹に喰くらわせてやることができたのだが、もう一体は片腕しか吹き飛ばせなかった。

「──ちっ！」

　すぐさま次の指弾を放とうとした静しず華かだが、それよりも早く敵が仕掛けてきた。

　口こう腔こうから発射された赤しやつ光こうが、刹せつ那なの速さで静華の脇わき腹ばらをかすめた。

　衝しよう撃げきが全身を駆け抜ける。

「──っ！」

　声にならない声を発して、静華はよろめいた。利き手に握られていた鞭むちが火の粉ことなって消える。

　倒れまいと踏ん張ろうとしたが、その瞬しゆん間かんに脚からガクッと力が抜けて、静華は崩れ落ちた。

「……あ……ぐっ……」

　脇腹の傷を押さえ、静華は悶もだえた。焼きゴテを押しつけられているかのように傷口が熱い。

「姐あねさん！」

「静華ちゃん！」

　鷹たか秋あきと橘たちばなが叫んだが、静華の耳には入らなかった。

「く……そ……」

　意識だけは失うまいと歯を食いしばる静華に、片腕のない妖よう魔まがにやにやと笑みながら歩み寄ってきた。




　由ゆ花かの目を覚まさせたのは、鷹秋と橘の叫びだった。

　うっすらと瞼まぶたを開けた由花は、「ん……っ」、小さな声を洩もらして首を動かした。

　黒々とした瞳ひとみに戦場となった交差点が映る。

　交差点の中央には、無数の妖魔の骸むくろに混じって人が倒れていた。

　由花は、まだ半分ほどしか開いていなかった目をいっぱいに見開いた。

──静華さん……！

　倒れている人物が静華であると気づいた瞬間、霞かすみがかっていた由花の意識は一気に鮮せん明めいになった。

　静華の表情は苦く悶もんに歪ゆがめられており、こともあろうに妖魔の一体が鈎かぎ爪づめをギラつかせながら彼女に迫っていた。

「静華さん！」

　由花は橘の胸をぐっと押しやって、彼の腕から飛び下りた。

「由花ちゃん、いけない！」

　橘の制止の声も手も振りきって、由花は静華の許もとへと走った。

──静しず華かさん！　静華さん！　静華さんっ！

　心の中で、由ゆ花かは静華の名を連呼した。

　静華は、育ての親を亡くし、帰る家さえもない由花に居場所を与えてくれた、かけがえのない人だった。

　由ゆ花かにとって静華は、実母の里り花か、養母の里り穂ほに続く、三人目の「お母さん」なのだ。

　立ち塞ふさがろうとした数体の妖よう魔まの間をすり抜けて、由花は静華にとどめを刺そうとしていた妖魔の脚に、体当たりするようにしがみついた。

　鬱うつ陶とうしげに首を巡らせた妖魔の眼めを、力いっぱいに睨にらみつける。すると、

　ぶんっ。丸太のような妖魔の腕がしなり、由花は弾はじき飛ばされた。

　横よこっ面つらをまともに殴られ、全身をアスファルトにしたたかに打ちつけたにもかかわらず、由花はすぐさま起きあがって、再び妖魔の脚にしがみついた。

　目には涙を、口の端には血を滲にじませながら、由花はさらに激しく妖魔を睨む。

　苦く悶もんしている静華に今まさにとどめの爪つめを振り下ろそうとしていた妖魔は、忌いま々いましげに牙きばを剝むいて、由花の頭を鷲わしづかみにした。

「……守るんだもん……」

　爪に頰ほおと首筋を傷つけられ、頭ず蓋がいがみしみしと軋きしむほどに圧迫されても、由花は怯ひるまなかった。

「静華さんは……お母さんは、あたしが守るんだもん……」

　実母の里花は、自分を生んだがために命を落とした。

　育ての親であった里穂は、かつて自分に宿されていた妖魔の力によって死なせてしまった。

　もう、お母さんは死なせない。

　三人目のお母さんだけは、守り抜いてみせる。

　ただそれだけを考えていると──。

　バチッ。不意に由花のまわりに青白い火花が散った。雷光だ。

　由花の頭を鷲づかみにしていた妖魔は、訝いぶかしむように首を傾けた。圧迫が緩ゆるむ。

　バチッ、バチッ。由花の小さな身体からだから発せられる火花は、徐々にその量と輝かがやきを増してゆく。

　今まさに、由花は目覚めようとしていた。

「お母さんは──」

　ともに十代にして獣じゆう聖せいに数えられるほどの使い手であった両親から受け継いだ──人じん狼ろうの力に。

「──お母さんは、あたしが守るんだからあああっ！」

　ありったけの声で叫ぶ由花。刹せつ那な、その全身から凄すさまじい雷光が迸ほとばしり、しがみついていた妖魔を灼やいた。

　断だん末まつ魔まの声さえあげる間もなく黒焦げになった妖よう魔まは、しゅうしゅうと全身から白煙を昇らせながら倒れた。

「はあ……はあっ……は……っ」

　閃せん光こうが薄うすらいでゆく中、由ゆ花かは糸の切れた操あやつり人形のようにくずおれた。

「お、お母……さん……を……守ら、なく……ちゃ……」

　両手をついて倒れ込むまいと頑張ったが、駄目だった。

　急速に目の前が白く染まってゆき──由花は意識を失った。




　静しず華かは、ただひたすらに驚おどろいていた。

　由花が人じん狼ろうの力に目覚めたことと、並の人狼では歯が立たないような妖魔を倒してしまった、その力の大きさに。

　人狼族の多くは、十代半ばから後半までの間に力に目覚める。

　十歳になって間もない子供が力に目覚めることは、滅多にない。

──資質のある者ほど早く目覚めるっていうけど……そのいい例みたいだね、この子は……。

　資質でいうなら、由花は自分や静しず馬まを遥はるかに凌りよう駕がしているだろう。今後、修練と経験を積んでゆけば、獣じゆう聖せい以上の使い手となるに違いない。

「……由……花……」

　右手でジャケットの内ポケットを探りながら、静華は左腕を伸ばして娘の頰ほおに触れた。

　慣れない力を過度に放出したために、由花の顔は血の気を失って蒼そう白はくになっていた。

　由花の頰から手を離した静華は、戦況を把握すべく視線を巡らせた。

　妖魔は未いまだ二十数体も残っている。

　鷹たか秋あきと真ま矢やが妖魔がこちらに攻めてこないよう立ち回ってくれていたが、二人とも消耗により動きが鈍り、苦戦していた。

　橘たちばなは、相変わらず器用なのか不器用なのかよくわからない動きで妖魔の攻撃を避け続けている。

「ザコどもが……なめるんじゃないよ……」

　呻うめき混じりに言いながら、静華はゆっくりと立ちあがった。

　脇わき腹ばらの傷は、獣じゆう気きで痛みを和らげてもなお額ひたいに脂汗が滲にじむほどに疼うずいているが、こらえて静華は内ポケットから鳥の羽根を取り出した。朱雀すざく扇せんだ。
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　空に掲げる。

　次の瞬しゆん間かん、静華と由花を囲うように膨ぼう大だいな量の炎が虚空より湧わき出た。

　それと同時に、静華は耐え難い脱力感に見舞われた。

　鉛を吊つるされたかのように手足が重くなり、静華はガクッと片かた膝ひざをついた。

　意識も持っていかれそうになったが、静華は常人離れした強きよう靱じんな精神力で、なんとか意識を保った。

──あいつの言ったとおり、獣じゆう気きの消耗量が半端じゃないね……こいつは。

　朱雀すざく扇せんを渡す際、冬とう馬まは言った。

　朱雀扇と神鳥は強力な武器になるが、余程のことがない限りは使わないで欲しい、と。

（桜さくらは顔色一つ変えずに何十羽も神鳥を召しよう喚かんしていたけど、あれは桜だからできた芸当なんだ。並の人じん狼ろう族じゃあ一羽だって召喚できないだろうし、姉様レベルの使い手だって、そう何羽も召喚することは無理だと思う。だから、あくまでも切り札……というか、お守りのつもりで持っていて欲しいんだ）

──こんな物を涼しい顔して使いこなしてたっていうのか……桜って野郎は。親父おやじが殺やられるわけだ……。

　脳裏に父の姿を甦よみがえらせながら、静しず華かは再び立ちあがった。

　そして朱雀扇を揺り動かすと、炎は渦巻きながら頭上へと集まり、そこで一羽の巨大な鳥となった。

　凄すさまじい熱気があたりに陽かげ炎ろうを昇らせる。

「家うちの娘を泣かせてくれた落とし前、きっちりつけさせてもらうよ」

　静華が言うと、頭上の神鳥が高らかに鳴いた。

　神鳥は緋ひ色の翼つばさを何度か羽ばたかせると、垂直に空へと昇っていった。

　その姿は、あっと言う間に分厚い雲の向こう側に消えた。

　数秒後──。

　神鳥が消えた雲の彼方かなたから、幾羽もの神鳥が急降下してきた。

　神鳥といっても、鷲わし程の大きさしかない──小型の神鳥だ。数は妖よう魔またちとぴったり同じ。

　圧倒的な威力の神鳥だが、敵味方が入り混じっての乱戦では扱いづらい。

　敵と同じ数の神鳥など静しず華かの力では到底召しよう喚かんできないし、味方を爆ばく発はつに巻き込んでしまう可能性もある。

　そこで静華は、一羽の神鳥を分裂させて使役することにしたのだ。

　小型の神鳥たちは矢のように妖魔たちに突き刺さり、そして炸さく裂れつした。

　二十数個の炎の花が一斉に夜の闇やみに咲く。

「だああっ、危ねえっ！」

「味方のことを考えろ！」

「わーっ!?」

　重なってあがる、鷹たか秋あき、真ま矢や、橘たちばなの声。

　相対していた妖魔たちの突然の爆発に仰天しながらも、三人ともしっかりと余波からは逃れていた。

　小型とはいえ、神鳥の威力は静華の炎に数段勝る。

　妖魔たちは粉々に吹き飛び、肉片の一つも残さず燃え尽きた。

　灰かい燼じんと火の粉こが夜風に溶ける。

　その場に片手と片かた膝ひざをついて、静華は大きく息を吐いた。

──たいした威力だね、こいつは……。

　手元の羽根をまじまじと見つめながら、静華は思った。

　威力が凄すさまじかった分、獣じゆう気きの消耗量も半端ではなかったが。

──ザコの片付けが終わったら、すぐにでも冬とう馬まを追うつもりでいたけど……しばらくは無理そうだね。あたしも男どもも……。

　荒い息をつきながら、鷹秋たちを順に見てゆく。

　鷹秋は青せい龍りゆう刀とうをアスファルトに突き刺してその隣となりに腰を下ろしており、真矢は街がい路ろ樹じゆに全体重を預けていた。

　橘に至っては、仰向けに倒れて目をぐるぐる回している。

　由ゆ花かも含め、今すぐ動けそうな者は一人もいなかった。

「……お母さん……」

　不意に由花が身じろぎした。

　一いつ瞬しゆん、目を覚ましたのかと思った静華だが、由花の瞼まぶたは閉じられたままだった。

　静華はふっと微笑ほほえむと、乱れていた由花の前髪を指先で整えてやった。

　そして彼方かなたの空に目を向ける。

「冬とう馬ま……」

　神鳥によって熱されていた空気が冷えてゆく中、静しず華かはぽつりと呟つぶやいた。

「静しず馬まのこと、任せたよ……」













　　　　第四章　聖夜（Ⅷ）







「私、強くなりたいんです。強くなって、力のない人たちのために闘たたかいたいんです」

　それが、麻ま里りの口くち癖ぐせだった。

　小学生と間違われるぐらいに顔つきも身体からだつきも幼く、包丁を握れば両手の指が絆ばん創そう膏こうだらけになってしまうほどの不器用で、学校の成績も下から数えた方が早い。

　戦士としての資質にも恵まれず、ともに修行していた面子メンツにお荷物扱いされてばかりいたが、それでも彼女はめげることなく修行に励んでいた。

　そんな麻里を嘲ちよう笑しようする者もいたが、静しず馬まには彼女を笑うことはできなかった。

　強くなって、力のない人たちのために闘いたい。

　麻里の口癖と同じ気持ちを、静馬も胸の内に秘めていたから。

　母の死をきっかけに、静馬は『院いん』に入った。

　人じん狼ろうの力は、人を傷つけ、不幸にするだけのものではない。

　使う者の心一つで、人々を守る力にもなりうる。

　静しず馬まはそれを、自ら戦士となって闘たたかうことで証明したかったのだ。

　しかし、修行のために訪れた奈な良らの地で、静馬はある不安に囚とらわれることになった。

　いつか自分も人じん狼ろうの力に溺おぼれ、道を誤ってしまうのではないか、という不安だ。

　力に溺れ、凶行・愚行に走ってしまう獣じゆう人じんは少なくない。否いな、多い、というべきか。

　静馬の同期の中にもいた。

　彼は、仲間からも慕われる、いたって善良な青年だった。

　しかし、ささいなきっかけで、彼は殺さつ戮りく者へと変へん貌ぼうした。二十数名もの若い女性が犠ぎ牲せいになった。

　刺客として立ちはだかった静馬に向け、彼は心底楽しそうに舌なめずりしてみせた。

「俺おれたちは特別なんだ。俺たちに刃は向むかえる人間なんていやしないんだ。おまえももっと自由に生きてみろよ？　気持ちいいぜ？　本能任せに生きるってのは」

　そう言った彼の濁にごった眼まな差ざしは脳裏に焼きついて離れなくなり、静馬は不安に囚われた。

　いつか自分も、彼と同じようになってしまうのではないか。

　自分と彼の間に、決定的な違いなどあるのだろうか。

　彼と同じになってしまう要素は、『血』という形で自分の中にも間違いなく存在している。

　芽生え、根づいてゆく不安と恐怖。

　振り払ってくれたのは、皆にお荷物扱いされていた少女だった。

「そんなつまらないことで悩んじゃダメですよ、先せん輩ぱい」

　抱えていた不安を話した静馬に、麻ま里りは屈託のない笑顔で言った。

「先輩は大丈夫ですよ。だって先輩は、月つき森もり先輩だから……だから、先輩がヨゴレ者になったりすることなんて、絶対にありません！　私が保証します！」

　静馬は一いつ瞬しゆん目をぱちくりさせた後、「ありがとう」、頷うなずいた。

　根拠は？　などと聞き返したりはしなかった。

　嬉うれしかった。

　抱えていた不安を、「そんなつまらないこと」と笑い飛ばしてもらえたことが。

　そしてなにより、信じてもらえたことが。

　麻里と一緒にいるうちに、静馬の不安は淡雪のように解けていった。

　いつの間にか、自分が不安に押し潰つぶされそうになっていたことも忘れ、静馬は麻里と二人、他愛のない話で笑い合っていた。

　思えば、いつだってそうだった。どんなに落ち込んでいても、殺さつ伐ばつとした気分でいたとしても、麻里と一緒にいると、気づくと笑っている。

　戦士としての資質こそ恵まれなかった麻里だが、彼女には人を笑顔に変えてしまう力があった。

　それは、闘たたかう力よりも、遥はるかに尊い力のように、静馬には思えた。

　保ほ純ずみ麻ま里りという少女が、静しず馬まにとって特別な存在となっていったのは、多分、この頃ころからだ。




《龍りゆう》となった響ひびきの力は、静馬の想像を超えていた。

　同時に、龍りゆう魂ごんの剣の力もまた、静馬の想像を──こちらは遥はるかに超えていた。

　故ゆえに、二人の闘たたかいは熾し烈れつなものとなった。

　カッ。暗あん澹たんとした空に青い光が奔はしった。

　雲間から降ってきた幾筋もの稲いな妻ずまが、一束になって響の背中で爆はぜた。

　閃せん光こうが闇やみを裂き、響のあげた叫びが衝しよう撃げき波はとなって、瓦が礫れきや車両を木の葉のように吹っ飛ばした。

　正面から飛んできたライトバンを跳ちよう躍やくして避けた静馬は、大きく振りかぶった龍魂の剣を、「はっ！」、裂れつ帛ぱくの声とともに振り下ろした。

　次の瞬しゆん間かん、響の周囲に強烈な雷光が生じ、漁網のように響の巨体に絡みついた。

（ぐああああああっ！）

　龍魂の剣によって威力を桁けた違いに増幅された静馬の雷光は、漆黒の体毛に覆おおわれた響の皮ひ膚ふを破り、肉を裂いた。

　着地すると、静馬はすかさず駆け出した。水晶の如ごとく透き通っていた龍魂の剣の刃やいばは、雷光を帯びて激しく輝かがやいている。

　使い手の能力を増幅する能力──それが治ち癒ゆ効果とは別に秘められた、龍魂の剣の真の能力だった。

　雷の使い手であれば雷を、炎の使い手であれば炎を、術者であれば術の威力を、それぞれ爆ばく発はつ的に増幅させることができる。

　斬ざん撃げきと雷撃を同時に撃うち込むべく、静馬は響の十数メートル手前で跳んだ。

　剣の切っ先を響の背中の中央に定め、降下する。と──。

（なめるなあっ！）

　全身を激しく動かして、響が絡みついていた雷光の網を引きちぎった。雷光は青白い燐りん光こうとなって夜気に解ける。

（死ね！）

　振り仰いで、響は大きく口を開いた。みるみるうちにその口内に赤しやつ光こうが満ちてゆく。

　咄とつ嗟さに静馬は、龍魂の剣の柄つかに添えていた左手を前に突き出した。銀の体毛がバチバチと青白い火花を散らし、周囲の空間に歪ゆがみが生じる。

　刹せつ那な、響の口から赤光が放たれた。

　そのさらに刹那、静馬の腕からも雷光の奔流が放たれた。蒼そう龍りゆうだ。本来なら溜ために時間のかかる技だが、龍魂の剣のおかげで溜めの必要なく撃つことができた。無論、威力も増幅されている。

　赤と青。二色の光は静しず馬まと響ひびきの中間で激突すると、一いつ瞬しゆんのせめぎ合いの末、炸さく裂れつした。

　中心街全体を揺さぶるような大だい爆ばく発はつ。

　その凄すさまじい爆圧に、中空の静馬は抗せず吹き飛ばされた。

　ひび割れたアスファルトに全身をしたたかに打ちつける。大剣を手にしていたために、中途半端な受け身しか取れなかった。

「……く……っ」

　龍りゆう魂ごんの剣を杖つえにして立ちあがる。滴したたり落ちた血がアスファルトに無数の染みを作る。

　裂傷に火傷やけど、それに打だ撲ぼく。静馬は全身に傷を負った。右肩と左脇わき腹ばらの傷が深い。どちらもざっくり裂けている。龍魂の剣に癒いやしの力があるとはいえ、すぐには治らないだろう。

──手足が吹き飛ばされなかっただけでも、良しといったところですか……。

　もうもうと立ち込める爆煙の向こうにいる響への警けい戒かいは怠ることなく、静馬は方々に視線を巡らせた。

　酷ひどい有り様だった。若者やビジネスマンで溢あふれていた渋しぶ谷やの街並みは、今は見る影もない。

　建物の大半は崩ほう壊かいし、瓦が礫れきさえもが塵ちりと化して吹き散らされている。

──これ以上、長引かせるわけにはいきませんね。

　静馬と響の闘たたかいが始まってから──時計で確認したわけではないので正確にはわからないが──およそ十五分。渋谷中心街はすっかり荒野と化していた。

　このまま長期戦になれば、渋谷区全域──いや、都心部そのものが消えてしまいかねない。

　乱れていた呼吸を整えるために深く静かに息を吐きながら、静馬は龍魂の剣を下段に構えた。

（さすがにしぶといな）

　濃こく漂う爆煙の向こうで、巨大なシルエットが揺れた。

（確実に仕留めたと思ったが……まさか大技を盾にするとは思わなかったぞ）

　漆黒の巨体が爆煙よりゆるりと現れる。

　静馬同様、否いな、静馬以上に、響も満まん身しん創そう痍いになっていた。

　首、胴、四肢──あらゆる箇所に赤い肉がのぞくほどの深い傷ができており、四枚の翼つばさもズタズタに裂けている。

（どこで拾ってきたのか知らないが、たいした剣だな、そいつは。おかげでこっちはご覧らんの有り様だ）

　まるで傷を見せびらかすように、響は大きく胸を反そらした。

「──？」

　その行動の意図がわからず訝いぶかっていると、

（いいものを見せてやる）

　突然、響の身に異変が起きた。

　全身の傷が、一斉に、しかも目を見張る勢いで塞ふさがり始めたのだ。

　静しず馬まは絶句した。ものの数秒で漆黒の巨体から跡形もなく傷が消えた。翼つばさも再生されている。

（せっかくいいところまで追い詰めたのに……残念だったな？）

　グルグルと響ひびきは喉のどを鳴らす。笑っているのだ。

「……」

　静馬は歯は嚙がみした。

　見せつけられた響の再生能力は、龍りゆう魂ごんの剣のそれとは比べものにならないほどに凄すさまじい。

　一いち撃げきで仕留めない限り、響はどんなに深い傷を負わせたとしても、あっと言う間に起きあがってくるだろう。

　それはつまり、殺さずして響の凶行を止めることはできない、ということだ。

──迷うな。

　自らに言い聞かせる。

　迷えば、負ける。

　今ここで自分が負ければ、響はこの国のすべてを灼やき尽くすだろう。

　それに──。

（忍しのぶくんのこと、よろしくお願いします）

　麻ま里りと交わした最後の約束をも破ることになってしまう。

──麻里ちゃん……。

　心の中で、静馬は、今はもう記き憶おくの中にしかいない少女の名を呟つぶやいた。




　降りしきる雪の中で、静馬は葛かつ藤とうした。

　思考を放棄したくなるほどに、葛藤した。

　麻里か、子供か。

　荒い呼吸を繰くり返しながら、そびえるように立っている魔ま物ものを睨ねめつける。

　隆々と太い魔物の左腕には、子供が捕らえられている。そして根元から切断された右腕に代わって肩から伸びたどす黒い数本の触手は、麻里の胴に絡みつき、彼女を苦く悶もんさせていた。

　静馬は葛藤した。

　睨にらみ合いが始まって、既に三分近くが経過している。

　魔物には再生能力があった。このまま睨み合いが続けば、響が重傷を負うのと引き換えに与えたダメージが無駄になってしまう。

　そうなれば、体力も獣じゆう気きも尽きかかっている静馬に勝ち目はなくなる。

　静馬が倒されれば、魔物は麻里と子供を喰くい殺して逃げ延びるだろう。そして、この先も人間を喰らって生き続ける。

　それだけは、あってはならない。

　静馬は葛藤した。

　右手に握られた雷の刃やいばを、さらに強く握りしめる。

　魔ま物ものに通じるのは、この御み剣つるぎによる斬ざん撃げきのみ。他ほかの技では威力が足らず、怯ひるませることすらできない。

──今の僕ぼくの速さで助けられるのは、一人が精一杯だ……。

　魔物の腕を斬きり落とし、子供を助けるか。

　触手を断ち斬って、麻ま里りを助けるか。

　静しず馬まが少しでも動けば、魔物は二人を容赦も躊ちゆう躇ちよもなく殺すだろう。

　一方を助けている間に、もう一方は確実に殺される。

　静馬は葛かつ藤とうした。

　と──。

「月つき森もり先せん輩ぱいっ！」

　麻里が叫んだ。その顔は苦痛に歪ゆがめられている。

「私たちは……私たちの力は、力のない人たちを守るためにあるんです！　だから──」

　そこで、麻里の表情が、ふっと微笑ほほえみに変わった。

「だから──」

　それは、まるでこれから起きるすべてを受け入れたような、穏おだやかな微笑みだった。

　数秒の沈ちん黙もくの末に、静馬は頷うなずいた。そして駆け出す。

　盾にするつもりなのだろう、魔物が子供を突きつけてきた。

──好都合だ！

　青白い雷の刃が夜気とともに魔物の左腕を斬り裂く。

　半ばから切断された腕は、子供をつかんだまま地に落ちた。

──麻里ちゃんを……！

　息もつかず、静馬は魔物の腹を薙ないだ。

　魔物が半身を撚ひねっているため、麻里を捕らえている触手には剣が届かない。麻里を殺させないためには、このまま一気に魔物を仕留めてしまうしかなかった。

　返り血が静馬の体毛をしとどに濡ぬらす。

　しかし、魔物は倒れない。

──くそっ！

　静馬は内心で吐き捨てつつ、魔物にさらなる斬撃を見舞おうとして──その音を耳にした。

　肉が裂け、骨が断たれる耳障りな音を。

　中空に血の花が咲いた。

　静馬は目を剝むき、そして吠ほえた。

　狂ったように御剣を振るう。魔物はたちまちのうちにバラバラになった。

　御剣を消し、人の姿に戻って、静馬は麻里の許もとに駆け寄った。

　雪の絨じゆう毯たんの上に仰向けに倒れている麻ま里りには、片腕と下半身がなかった。溢あふれる血が雪の色を染め変えてゆく。

「……麻里ちゃん……」

　傍らに身を屈かがめて呼びかけると、麻里の目がわずかに動いた。虚うつろな瞳ひとみに静しず馬まが映る。

「これで……」

　震ふるえる指先で目にかかっていた前髪をよけてやりながら、静馬は問いかけた。

「これで良かったのかな……？」

　麻里は、注視していなければそうとわからぬほどに小さく、あごを引いた。

　なにか言わなければ。静馬は思った。

　彼女が終わってしまう前に。

　しかし、言葉が出ない。なにを言えばいいのかわからない。

　感かん謝しやか。謝罪か。それとも──。

　迷っていると、赤みを失いつつあった麻里の唇が動いた。

　その口からはもう声は出ない。ただひゅーひゅーとか細い息の音が洩もれるだけだ。

　それでも静馬には、唇のかすかな動きで彼女がなんと言ったのかわかった。

「ありがとう、先せん輩ぱい。忍しのぶくんのこと、よろしくお願いします」

　それが、保ほ純ずみ麻里の最後の言葉だった。

　血に染まった頰ほおに掌てのひらを当あてて静馬が頷うなずくと、麻里は心の底から安心したように微笑ほほえみ、そしてこと切れた。

　麻里の頰に触れたまま、静馬は少しだけ泣いた。




（忍くんのこと、よろしくお願いします）

　彼女は言った。最後に。

　静馬は思う。

　あの時、麻里には、こうなることがすべてわかっていたのではないだろうか、と。

　響ひびきが凶行に走ることも。静馬と響が闘たたかうことも。そして静馬が迷いを捨てきれないことも、すべて。

（忍くんのこと、よろしくお願いします）

　その言葉に込められた意味は、理解している。

　迷いを斬きり払うように、静馬は龍りゆう魂ごんの剣を斜めに払った。

　迷いで人は救えない。これまで過ごしてきた闘いの日々の中で、静馬は嫌というほどにそれを思い知らされてきた。

──私は、負けられない。

　壊こわさせるわけにはいかない。

　麻ま里りが守ろうとしたものを、誰だれよりも──自分などよりも遥はるかに彼女を想おもっていた響ひびきの手によって壊こわさせるわけには、絶対にいかない。

（いい目だ。諦あきらめておとなしく殺されるつもりは、ないようだな）

「諦める？　殺される？　私が？　あなたに？」

　静しず馬まはフッと鼻で笑うと、

「笑わせないでください。図ずう体たいだけの化け物など、私の相手ではありませんよ」

　傲ごう然ぜんともいえる口調で言い放った。

「再生能力などない方がいっそ苦しまずにすんだと、そんな化け物に堕おちたことを後悔させてあげましょう」

　忍び笑いが響の喉のどから洩もれる。それはすぐに高笑いに変わった。

（いいぞ！　いよいよもって貴様らしくなってきた！　そうだ、やはり貴様はそうでなくては面白くない！　殺し甲が斐いがない！）

　叫ぶように言いながら、響は右の前脚を、その巨体からは想像もつかないような速さで振り下ろしてきた。唸うなりをあげて迫る象ぞう牙げのような五本の爪つめ。あまりの速さに静馬はかわすことができなかった。

　龍りゆう魂ごんの剣で受け止める。それが精一杯だった。凄すさまじい衝しよう撃げきが全身を揺さぶった。

　肩が外れてもおかしくない衝撃だったが、静馬は筋肉がはちきれんばかりに腕に力を込めて抗あらがった。

「おおおおおおおっ！」

　吠ほえて爪を弾はじき返すと、すかさず今度は左前脚が迫ってきた。これは体を沈めてかわす。

　静馬に避けることができたのは、ここまでだった。

　攻撃に転じようとして気づく。いつの間にか眼前──地表スレスレに、響の首が下りてきていた。その口こう腔こうはいっぱいに開かれている。

　刹せつ那な、響の咆ほう哮こうが夜気を揺るがした。

　防御も回かい避ひもできず、静馬は紙くず同然に吹っ飛ばされた。できたことはただ、龍魂の剣を放さぬよう、柄つかをきつく握りしめることだけだった。

　獣じゆう気きを身に纏まとっていなかったら、静馬の五体はバラバラになっていただろう。響の咆哮にはそれほどの威力があった。

　響から百メートル以上も離れたところに、静馬は右肩から落ちた。硬いものが砕ける音がした。薄うすく積もっていた雪が煙のように舞いあがる。

　雪煙に視界が白く霞かすむ中、静馬は首と視線を巡らせた。

　建物はあらかた崩ほう壊かいしていたが、そこがハチ公口前のスクランブル交差点であることはすぐにわかった。

「……今のは、さすがにこたえましたね……」

　呻うめきながら、静しず馬まは龍りゆう魂ごんの剣を杖つえ代わりにして立ちあがった。

　全身が鉛のように重くなってはいたが、痛みはさほど感じなかった。それが龍魂の剣の能力によるものなのか、単にダメージが大きすぎて痛覚が麻ま痺ひしているだけなのかは、判然としない。

──右腕は、もう使い物になりませんね……。

　ただでさえ骨に達するほどの裂傷を負っていたうえに、地面に激突した衝しよう撃げきで鎖さ骨こつが粉々になってしまった。脇わき腹ばらの傷も出血が酷ひどくなっている。

「やれやれ……」

　ため息交じりに呟つぶやいたその時、

「し、静馬……さん……？」

　背後から声をかけられた。

「……？」

　振り返り、静馬はきょとんとなった。

　南なん原ばら睦むつ美みが、そこに立っていた。




　吐き気がする。耳鳴りも。

『久く遠おんの月つき』の副作用によるものではない。

　漂う濃のう厚こうな瘴しよう気きと血の匂におい、そして目まの当たりにしてきたいくつもの死体。

　冬とう馬まに吐き気と耳鳴りをもよおさせた原因は、それらだった。

　静しず華かたちと別れてからここまで、一度も立ち止まることなく走り続けてきた冬馬は、大型マンションに挟まれた通りに差しかかったところで、めまいにも似た感覚に襲おそわれて立ち止まった。

「……くそっ」

　前まえ屈かがみになって、冬馬は小さく吐き捨てた。走ってかいた汗と吐き気をこらえてかいた脂汗とが、ない交ぜになって滴したたり落ちる。

　その通りにもまた、これまで走り抜けてきた通りと同様に瓦が礫れきと死体が散乱していた。

　多くは、通りの両側に建っているマンションから避ひ難なんしてきた住民だろう。

　マンションはどちらも炎上し、もうもうと黒煙を立ち昇らせるとともに、夜気に火の粉こを撒まいている。

　一体、この通りだけで何人が死んでいるのだろう。

　数えようとして、冬馬は一秒で断念した。

　どの死体も数えようのないほど潰つぶれたり細切れになったりしていたし、なによりそんな死体を順に正視してゆくことなど、冬馬にはできなかった。

「……くそっ」

　また小さく吐き捨てて、冬とう馬まはのろのろと歩き出した。

　歩いているヒマなどなかったが、吐き気がひどくて走れなかった。今走ったら、間違いなく戻してしまうだろう。

　深呼吸でもすれば少しは楽になるのかもしれないが、ここでそんなことをしても血の匂においで吐き気が増すだけだ。

　なるべく死体が目に入らぬよう歩いていると、爪つま先さきになにかが当たった。

「……？」

　見ると、それはクマのぬいぐるみだった。首に大きなクリーム色のリボンが巻かれていて可愛かわいらしい。

　何の気なしにそれを拾いあげる。

「……まだ新品みたいだな」

　ふとそこで、冬馬は今夜がクリスマスであったことを思い出した。

「もしかしたら、このぬいぐるみもクリスマスプレゼントだったのかもしれないな……」

　微笑ほほえましい気持ちになどなれるはずもなく、冬馬は悼いたむように目を伏せた。

「せっかくのクリスマスなのに……」

　クリスマスは──聖夜は、一年のうちで一番優しい夜であるはずだ。

　街が炎に包まれる夜ではない。人が細切れになって死ぬ夜ではない。

　そんな夜であってはならない。決して。

「兄さんのところに急がないと……」

　ぬいぐるみを手にしたまま歩くのを再開した冬馬は、たった五歩歩いただけでまた立ち止まった。

　見たくなかったものが、その爪先に転がっている。

　五、六歳だろうか──女の子だ。

　冬馬が手にしているぬいぐるみと同じクマが柄としてプリントされたパジャマを着たその女の子には、後頭部がなかった。妖よう魔まに後ろから爪つめで襲おそわれたのだろう。ぽかんと開いた口からは、今もゆるゆると血が流れていた。

　その子の傍らにしゃがんだ冬馬は、

「ごめんな……」

　半開きだったその子の瞼まぶたを閉めてやりながら、詫わびた。

「……ごめんな……本当に……本当に、ごめんな……」

　殺したのは、冬馬ではない。

　けれど、冬馬は詫びた。詫びずにはいられなかった。

　一際に吐き気が込みあげてきた。涙も溢あふれてきた。

　うつむいて泣いていると、ふとどこからか人の声が聞こえてきた。

　冬とう馬まはハッとなってあたりを見回したが、人の姿は見えなかった。

　少なくとも、生きている者は、一人も。

「……？」

　空耳だったのだろうか。訝いぶかっていると、また聞こえた。さっきは一いつ瞬しゆんで消えてしまったが、今度は違った。

　どこから聞こえてくるのかは、よくわからない。遠くから風に乗って聞こえてきたようでもあるし、耳元で聞こえているようでもある。鼓膜を無視して頭の中に直接響ひびいてきているような気さえする。

　ただ、その声には覚えがあった。

《蘭らんの封ふう界かい》での桜さくらとの闘たたかいの最中に、やはりどこからか、それも二度も聞こえてきた、幼い子供の声だ。

　あの時と同じように──泣いている。

「この声は……」

　呟つぶやくと同時に、子供の声はぷつりと聞こえなくなった。

　冬馬は空を仰ぎ見た。いつの間にか雪はやんでおり、分厚い雲の切れ間には月の端はが見て取れた。

　視線を手元のぬいぐるみに移す。

「これは、君のだよね」

　穏おだやかな声こわ音ねで言ってぬいぐるみを少女の傍らに置くと、冬馬は立ちあがって歩き出した。

　吐き気は相変わらずで、まだ走れそうにはなかったが、それでもこれ以上立ち止まっているわけにはいかなかった。

　去ってゆく冬馬の背後で、真新しかったクマのぬいぐるみは、少女の血を吸いあげてどす黒く変色していった。




「睦むつ美み……ちゃん……？」

　静しず馬まは何度も瞬まばたきした。

　紛まぎれもなく、目の前のその少女は、南なん原ばら鷹たか秋あきの妹・睦美だった。

　目と口を丸くしてこちらを見ている彼女の左腕には、見た目四、五歳の男の子が抱かれていた。見覚えのない子だ。男の子は睦美の首にしっかりしがみついて、静馬に警けい戒かいの目を向けている。そして睦美の右手には、長さ一メートルほどの鉄パイプが握られていた。
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　なぜ、睦美がここにいるのだろう。疑問に思っていると、

「ううっ……」

　睦美の目が潤うるみ始めた。みるみるうちにその目は涙でいっぱいになってゆく。

「むつ──」

　声をかける間もなく、睦むつ美みは鉄パイプを放り投げて、へなへなとその場にへたり込んだ。そして親と再会できた迷子のように、大声で泣きじゃくり始めた。男の子もつられたように泣き出す。

　鉛のように重い身体からだを押しやって、静しず馬まは睦美と男の子の側そばまで歩いた。

「……怪け我がはありませんか？」

　訊ききたいことはいくつもあったが、静馬はとりあえずそう訊たずねた。

　しゃくりあげながら、睦美はこくこくと何度も頷うなずいた。男の子も同じように頷く。

「そうですか……良かった」

　怪我はないといっても、睦美も男の子も全くの無傷というわけではなかった。髪や服は灰と埃ほこりですっかり汚れてしまっていたし、顔や手には擦すり傷やアザがいくつも見て取れた。

　ここに至るまでの間に、何度も恐ろしい目に遇あったに違いない。二人とも、しばらくは泣きやみそうになかった。

　髪を撫なでてなだめてやりたかったが、右腕は少しも動いてはくれなかった。左手は龍りゆう魂ごんの剣で塞ふさがっている。

「睦美ちゃん」

　呼びかけると、睦美はずずっと鼻を啜すすりながら静馬の顔を見あげた。

「詳しく説明している時間はないので、手短に話します。私は今、敵と闘たたかっている最中です。ここにいたらあなたもその子も巻き込まれてしまうでしょう」

　二人を庇かばいながら闘たたかう余裕は、ない。

「今すぐ、ここから逃げてください。そうでないと──」

（そうでないと、どうなるんだ？）

　その声は真後ろから聞こえた。

「──！」

　バッと振り返り、静しず馬まは絶句した。

　漆黒の巨体がそこにそびえていた。血の色をした三つの眼めが笑っている。

「空間転移──！」

　小山ほどもある巨体──それが音もなくいきなり間近に現れたのだ。転移したとしか考えられない。

　響ひびきが空間転移まで使えるということを、静馬は知らなかった。

「くっ……！」

　龍りゆう魂ごんの剣を振るおうとした静馬だが、響の方が速かった。

　薙なぎ払われた左前脚の甲が、静馬の胸にまともに入った。

「がっ……！」

　目を剝むいて、静馬は弾はじき飛ばされた。その手から龍魂の剣が離れて飛んでゆく。不意打ちであったために、しっかり柄つかを握っておくこともできなかった。

　横転していたワゴン車のルーフに背中から激突する。そのまま前のめりに倒れ、静馬は喀かつ血けつした。防御と止血のために身に纏まとっていた獣じゆう気きが消え、脇わき腹ばらの傷からどくどくと血が溢あふれた。

　出血とともに体温が失われてゆくのが、はっきりとわかる。

　腸がはみ出てもおかしくないほどに深く裂けた脇腹。へし折れ、あるいは砕けた肋ろつ骨こつ。痛めつけられた内臓。静馬が負った傷は、どれもが充分すぎるほどに致命傷だった。

　それでも静馬が意識を失うことなく立ちあがったのは、「きゃあっ！　ちょっと、なにするのよおっ！」「わあ！」、睦むつ美みと男の子の悲鳴が耳じ朶だに響ひびいたからだった。

　よろめきながら顔をあげた静馬の目に映ったのは、響の満面の笑みと、その左右の前脚に鷲わしづかみにされた睦美と男の子の姿だった。

（選べ）

　響はそう言うと、

（人じん狼ろうの娘と人間の子供……どちらか一方だけは助けてやる）

　楽しげに舌なめずりをした。

（さあ、選べ）

　多量の失血により靄もやがかかり始めていた頭で、静馬は思った。

──あの日の再現か……。

　ふっ、と力のない笑みがこぼれる。

　復ふく讐しゆうの方法としては悪くない。そんな、まるでこの状況が他人ひと事ごとであるかのような考えがよぎる。

（どうした？　早く答えろ）

　せかしてくる響ひびき。静しず馬まは答えず、深呼吸しながら全身に獣じゆう気きを巡らせることに努めた。

　幸い、折れた肋ろつ骨こつが肺に刺さったりはしておらず、呼吸は正常に行えた。

　獣気によって痛みが和らいでゆく。脇わき腹ばらからの出血は止められなかったが、少しは動くことができそうだった。

（迷っているのか？　麻ま里りの時はどうだった？　少しは迷ったのか？　それとも迷いもせずにあいつを見殺しにしたのか？）

　その問いにも、静馬は答えなかった。

　逆に問いかける。口には出さず、心の中でだけ。

──あなたは、私にどちらを選ばせたいのです？

　子供を選べば、「やはり人じん狼ろうの命など、貴様にとっては価値のないものか」、そう嘲あざ笑わらって、響は睦むつ美みと子供を同時に握り潰つぶすだろう。

　睦美を選んでも、結果は同じだ。

「麻里は見殺しにしたくせに、この人狼の娘は救うのか！」、激げつ[image: 昂]こうして、やはり二人とも握り潰すに違いない。

　と──。

「静馬さん！」

　睦美の叫びがあたりに響ひびいた。鷹たか秋あきの妹だけあって、その声はよく通る。

「あたしは殺されたって構わないから、あの子を助けてあげてください！　この化け物をやっつけちゃってくださいっ！」

　その身を圧迫されながらも、睦美は懸けん命めいに訴えかけた。

（黙だまっていろ！）

　響に一喝されても、睦美は黙らなかった。

「黙らないわよっ、この化け物！　人殺し！　卑ひ怯きよう者！　変態！　非モテ！　あんたみたいなへっぽこ怪かい獣じゆう、静馬さんの敵じゃないんだからっ！」

　息もつかずに響に罵ば声せいを浴びせ続ける。闘たたかう力のない彼女にできる、それが精一杯の抵抗だった。

　左脚に捕らわれている男の子は、そんな睦美をきょとんとした顔で見つめている。

　静馬は小さく苦笑した。

　人狼族の少女と一般人の子供が異い形ぎように捕らわれるという、あの日と同じ状況。

　季節も同じ。地が雪に染まっているのも同じ。少女が子供の命を優先してくれと訴えかけてきたのも、同じ。

　けれど、あの日と現在は、決定的に違う。

　静しず馬まは葛かつ藤とうしなかった。

──死なせませんよ。

　人じん狼ろうの少女も。子供も。今度は。

　静馬の全身から青白い燐りん光こうが昇った。と同時に、ゴロゴロと空が鳴った。

──実戦でこの技を使うのは、これが初めてですね。

　そして恐らくは、最後になるだろう。

『雷らい華か夢む想そう・閃ひらめき』──それが静馬の使おうとしている技の名だった。

　六年前のあの日、静馬は、攻こう撃げき速度の不足故ゆえに一人しか助けることができなかった。

　もっと速く──風よりも速く動けていれば、麻ま里りを救うこともできた。

『閃』は、その思いから、五年の修練の果てに編み出した技だ。

　肉体への負担が大きすぎるために、これまで自ら禁じ手としてきた。

（……ん？）

　睦むつ美みの罵ば声せいに口を歪ゆがめていた響ひびきが静馬の動きに気づいた。

（なにかするつもりか？　仕掛けてくるのは勝手だが、一歩でも動けば、その瞬しゆん間かんに二人とも握り潰つぶすぞ？）

　そう言って両前脚をぐっと前に差し出してくる。その拍子に圧迫が強まったのか、睦美の罵声がぷつりと途切れた。

（それとも、こいつらが握り潰される様が見たいのか？　ん？）

　応こたえず、静馬は左腕を天高くに掲げた。そして厳おごそかに技の名を口にする。

「雷華夢想・閃」

　カッ。空が光り、幾筋もの稲いな妻ずまが掲げられた静馬の掌てのひらめがけて落ちてきた。

　強烈な閃せん光こうが静馬を中心にして広がる。その余りの眩まぶしさに、響の三つの眼めが細められた。睦美と男の子も悲鳴をあげて硬く目をつむった。

　閃光の中心に立つ静馬は、その全身に激しく輝かがやく雷光を纏まとっていた。

「──っ！」

　糸のように細く、針のように鋭するどい呼気を発して、静馬は地を蹴けった。

　その瞬間、静馬は一条の青い光と化した。

　自らの体内に吸収した雷光を一気に噴ふん出しゆつすることで爆ばく発はつ的な推進力を得る──『閃』を使用した静馬のスピードは、黄おう金ごん狼おおかみさえも遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　ほんの一瞬、それも一直線に走ることしかできないが、比類なき速さを得た静馬にとって、一瞬は充分過ぎる時間だった。

　響に反応することすら許さず肉にく薄はくした静馬は、跳ちよう躍やくし、響の額ひたいの眼に左の鈎かぎ爪づめを突き刺した。五本の指が根元まで埋まるほどに深く押し込み、そのまま手首を内側に撚ひねる。

　我が身になにが起きたのか全く理解できなかったのだろう。響ひびきが絶叫したのは、静しず馬まが鈎かぎ爪づめを引き抜き、着地してから、さらに一呼吸分の間の後だった。

（がああああああああああっ！）

　その時には既に、静馬は次の行動を終わらせていた。

　響の傍らに落ちていた龍りゆう魂ごんの剣を拾い、振るう。それが静馬が着地するや否いなや取った行動だった。

　無数の稲いな妻ずまが矢のように響の背中や翼つばさに突き刺さり、次々に炸さく裂れつした。

　響は、今度は声にならない叫びをあげて身み悶もだえた。緩ゆるんだその手から睦むつ美みと男の子が落ちる。

　静馬にとって、そして睦美と男の子にとって幸いだったのは、雷光が炸裂した際に、響の両前脚が地表からそう離れていない位置にあったことだった。

　静馬は男の子の許もとまで走ると、龍魂の剣の柄つかを口にくわえて、左腕で男の子を抱き止めた。

　一方の睦美は、「またお尻しりぶつけたぁ！」、尻しり餅もちをついて半泣きになっていた。

　睦美に駆け寄った静馬は、くわえていた龍魂の剣をひとまず足元に落とし、

「睦美ちゃん、この子をお願いします」

　そう言って、男の子を差し出した。睦美はゴシゴシと袖そでで目元を拭ぬぐってから、「はいっ！」、力強く頷うなずいて男の子を引き受けてくれた。

「走りなさい！」

　龍魂の剣を拾いつつ、静馬は声を張りあげた。

　男の子を庇かばうようにしっかりと抱いて、睦美は駆け出す。

（貴様ああああああああああっ！）

　首や尻尾しつぽを振り回して悶えていた響が、怒号と殺意に満ちた眼めをぶつけてきた。半狂乱になっているためだろう。抉えぐられた額ひたいの眼や背中に負った傷は未いまだ再生されていない。

　飛び退のきながら、静馬は龍魂の剣を振り下ろした。刀身から迸ほとばしった雷光が響を捉とらえて炸さく裂れつする。

（があっ！）

　首をもたげてよろめいた響めがけ、静馬は龍魂の剣を縦じゆう横おうに振るった。

　威力の増幅された雷光を立て続けに喰くらった響は、大きく後じさって、その巨体をぐらりと傾けた。

　同じくして、静馬も崩れた。

　目には見えない、しかし巨大ななにかに吸い込まれるように、すうっと意識が遠のいてゆく。

──まだ……まだだ……！

　奥歯を食いしばり、龍魂の剣をきつく握りしめて、静馬は消えようとしている自らの意識を懸けん命めいにこの世界に繫つなぎ止めた。

『閃ひらめき』の使用が、既に致命傷を負っていた静しず馬まの肉体に、決定的な追い打ちを与えていた。

　血は半分以上が失われてしまっていたし、走った際に折れた肋ろつ骨こつが肺に刺さり、呼吸さえもままならなくなっている。

　そんな、生きていられるはずのない静馬を今もって生かしていたのは、龍りゆう魂ごんの剣の癒いやしの力と、「まだ死ぬわけにはいかない」という、意志の力であった。

「まだだ……まだ、私は受け止めきれていない……」

　響ひびきの憎しみを。

「……まだ、果たせていない……」

　麻ま里りとの約束を。

　人じん狼ろうという存在そのものに向けられてしまった響の憎しみ──それは、すべて静馬が受けなくてはならないものだ。

　あの日、静馬は響に言った。

　麻里を見殺しにしたのは、彼女が人狼族だったからだ、と。

　そして言わなかった。

　見殺しにされることを望んだのが、麻里自身であったという事実を。

──私は責めて欲しかったのだ、響に。

　響に責められ、憎まれることで、静馬は麻里を救えなかったという罪の意識を少しでも軽くしようとしたのだ。

　しかし、その結果、響の憎しみは静馬だけではなく人狼の存在そのものにまで向けられるようになり、揚げ句、罪も関係もない人々が犠ぎ牲せいになった。

　これは、静馬の咎とがだ。

「……私は、まだ、死ぬわけには、いかない……」

　力を、否いな、生命を振り絞るようにして、静馬は立ちあがった。

　その時、中心街のみならず渋しぶ谷や区全域にまで響ひびき渡るような巨大な咆ほう哮こうが、静馬の百数十メートル前方であげられた。

（もういい！）

　咆哮の残ざん響きようがやまぬうちに、響は叫んだ。

（おちょくるのもおちょくられるのも、もう終わりだ！　消してやる！　貴様も！　この街も！　人狼も！　人間も！　みんなこのオレが消滅させてやる！）

　吠ほえるや否や、響は、静馬の雷光によってズタズタに裂かれた翼つばさを四枚とも大きく広げた。さらに静馬に向かって口こう腔こうを限界まで開く。

　その喉のどの奥には、血よりも濃こい赤い光が見えた。

　夜気に満ちていた濃のう厚こうな瘴しよう気きが、渦巻きながらその赤しやつ光こうに吸収されてゆく。

──来るか。

　これまでのものとは桁けたが違う。

　あの赤しやつ光こうが炸さく裂れつすれば、響ひびきが宣言したとおり、渋しぶ谷やは跡形もなく消滅するだろう。

　撃うたせはしないと、静しず馬まは龍りゆう魂ごんの剣を薙なぎ払って稲いな妻ずまの雨を響に降らせた。しかし、すべて見えない壁かべに阻まれて打ち消されてしまった。

──止めることはできない……か。

　心の中で呟つぶやいて、静馬は振り向いた。

　懸けん命めいに走る睦むつ美みの背中が小さく見えた。

　遠ざかってゆくその背中に、静馬は目だけで微笑ほほえみかけた。

　守り抜いてみせる。

　あの日、守れなかったもの。

　静馬は、龍魂の剣を左手一本で正せい眼がんに構えた。

　バチッ。青白い雷光の火花が、上半身を覆おおう──今は血に汚れて白金の如ごとき美しさを失ってしまった体毛より散った。

　そっと瞼まぶたを閉じる。

　体毛より生じた雷光は、龍魂の剣の能力によって、その強さと輝かがやきを凄すさまじい勢いで増してゆく。

　静馬を中心とした半径にして二十メートルはあろうかという範はん囲い内の空間に、歪ゆがみが生じた。

　蒼そう龍りゆうを以もつて、静馬は響の赤光を迎え撃うとうとしていた。

　蒼龍は先にも放ったが、あれは溜ための時間を省略することに龍魂の剣の能力の大半を割いた、いわばスピード重視の一いち撃げきだった。

　だが、今回の蒼龍は違う。威力の増幅にのみ龍魂の剣の能力をつぎ込んだ──正真正銘の最大攻撃だ。

　止めることができないのならば、迎え撃ち、押し返すか相そう殺さいするかしかない。

　それしか睦美たちを守る術すべはない。

（消えろおっ！）

　響の声が轟とどろくとともに、限界まで開かれたその口こう腔こうから、血よりも赤い光の奔流が撃ち出された。

　静馬はカッと目を見開くと、無音の雄お叫たけびをあげて、正眼に構えていた龍魂の剣を最上段から振り下ろした。

　静馬の周囲で激しく迸ほとばしっていた青白い光が数十倍に膨ふくれあがり、文字どおりの蒼あおい巨龍となって奔はしった。

　赤と青。二つの光は、地表を削りながら肉にく薄はくし、真っ向から激突した。

　その瞬間、大地に衝しよう撃げきが走った。

　突きあげるような揺れに耐えるために、静馬は龍魂の剣を地に突き立てた。

　そして念じる。

　押し返せ、突き進め、と。

　赤しやつ光こうと蒼そう龍りゆうは、響ひびきと静しず馬まの中間より、やや静馬に寄った位置でせめぎ合っていた。が、静馬の念が龍りゆう魂ごんの剣を媒介にして蒼龍にさらなる力を与え、じりじりと蒼龍が赤光を押し返し始めた。

　街一つ容易たやすく消滅させてしまえるほどの力の激突。言わずもがなその余波は凄すさまじかった。

　余波によって大気は荒れ狂い、せめぎ合う二色の光の周辺の大地には深い爪そう痕こんが次々に刻まれている。

（消えろ、消えろ、消えろ、消えろ、消えろおっ！　オレの前から消えてなくなれええっ！）

　響が吠ほえると、応じたように赤光がその勢いを増し、じりじりと赤光を押していた蒼龍を押し戻してきた。

「……くっ！」

　砕けるほどにきつく牙きばを食いしばりながら、静馬はさらに強く念じた。

　押し返せ、突き進め。

　そこに余波が見えない刃やいばとなって飛来し、周囲の地表と静馬の全身を斬きり裂いた。血ち飛沫しぶきが風に巻きあげられて宙に踊る。

　目に映る光景が白く霞かすみ、手足の存在感が失われてゆく。

　剣を握りしめているという感覚も、自分が地に立っているという感覚も、もはやない。

　それでもなお、静しず馬まは倒れなかった。

　押し返せ、突き進め。

　かつての友の矛先を違えた憎しみを斬きり払うために。

　力は人を傷つけるだけのものではないと信じさせてくれた、少女との約束のために。

　静馬は咆ほう哮こうした。

　青い光が増大した。
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　響ひびきは、静馬に潰つぶされた額ひたい以外の眼めを、驚きよう愕がくと戦せん慄りつに見開いた。

　響の赤しやつ光こうに圧倒されつつあった静馬の蒼そう龍りゆうが、突然、その輝かがやきと大きさを倍増させたのだ。

　赤光は一気に押し返され──。

（があああああああああっ!?）

　響は、自身のあげた絶叫もろとも蒼あおき巨龍に吞のみ込まれた。




　消えていた。

　建物も、道路も、そこにあったはずのすべてが跡形もなく消えていた。

　戦場にたどり着いた冬とう馬まが目にしたものは、一面の平地と、そのただ中に突き立った一振りの大剣。

　そして、兄・静馬の姿だった。突き立った剣の傍らに仰向けに倒れている。

　百数十メートル彼方かなたには漆黒の巨きよ獣じゆうが横たわっていたのだが、その姿は爆ばく煙えんに覆おおい隠されていて冬馬の目には映らなかった。

　数分前──吐き気と耳鳴りに苦しみながらも静馬の許もとへ急いでいた冬馬は、夜空を貫くように伸びる青白い光の柱を目もく撃げきした。

──兄さん……！

　その瞬しゆん間かん、冬馬はこれまでに感じたことのない、胸を抉えぐられるような激しい不安に襲おそわれて、その場にうずくまった。

「は、早く、兄さんのところへ……」

　シャツの胸元を握りしめながら立ちあがった冬馬は、首筋に噴ふき出していた脂汗も拭ぬぐわずに、走った。

　しかし──。

　一分以上もの間、表情なく立っていた冬馬は、凍える風に上着の裾すそと髪を揺らされながら、静馬の許へと歩いた。

　急ぐ意味はもうなかったから、ゆっくりと歩いた。

　静馬は、人じん狼ろうではなく、人の姿で倒れていた。

　その血にまみれた全身には、鋭えい利りな刃物で斬きり裂いたような傷がいくつも見て取れた。どれも深い。肉の裂け目から骨がのぞいている傷もある。

　並の神経の持ち主では三秒と正視していることはできないだろう。それほどに静しず馬まの姿は変わり果てていた。

　打ち捨てられたボロ布のようだった。

「また……だな」

　冬とう馬まは抑揚なく呟つぶやいた。

「……どうして……どうして、こうなっちゃうんだろうな……」

　また、失ってしまった。

　家族を。

　その場に崩れ落ちて、冬馬は嗚お咽えつを洩もらした。涙が溢あふれてきた。

　深み雪ゆきを取り戻し、縁ゆかりを説得するために《蘭らんの封ふう界かい》へと赴いた。しかし、その目的はどちらも叶かなわず、代わりに父が殺された。

　兄を死なせまいと、渋しぶ谷やにやってきた。冬馬を急がせるために、静しず華かたちは妖よう魔ま群の相手を引き受けてくれた。にもかかわらず、冬馬は間に合わなかった。

「俺おれはラグナウルフなのに……！　古き月の力があるのに……！　なのに、誰だれも……なにも……っ！」

　冬馬は、哀かなしみと自分自身への怒りに打ち震ふるえた。

　嗚咽は大きくなり、慟どう哭こくに変わった。

　父を殺された時のように、感情を押し殺すことはできなかった。

　拳こぶしで地面を何度も何度も殴りつけ、激しく頭を振りながら泣きじゃくる。

　そうしているうちに、これまでに見てきたたくさんの人の死が脳裏に甦よみがえってきた。

　冬馬の爪つめに胸を貫かれながらも、優しく微笑ほほえんでいた母。

　やっと逢あえる──最後にそう言って、塵ちりとなって消えた御み堂どう巽たつみ。

　一度は捨ててしまった娘のために、死病に冒された身を押して闘たたかい、香か沙ざ薙なぎ桂けいの凶きよう刃じんに倒れた綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこ。

　由ゆ花かに殺された愛まな娘むすめの姿を重ねながら逝った陣じん内ない甲こう牙が。

　息子の未来を守るために実弟である桜さくらに挑み、その首を刎はねられた蘭らん。

　桜に率いられた人じん狼ろう族によって皆殺しにされた香沙薙の里の人々。

　心臓だけとなってしまった父。

　後頭部を失い、ゆるゆると口から血を流していた名も知らぬ女の子。

　そして、兄──。

「ううっ……」

　呻うめいて、冬馬は頭を抱えた。

　涙が、哀かなしみが止まらない。

　胸が詰まって、息ができない。

　怒りに目が眩くらむ。

　許せなかった。

　自分が。

　人が死んでゆくことが。

　冬とう馬まは頭を抱えたまま横たわり、胎児のように身体からだを丸めた。

　そして瘧おこりのように震ふるえていると、どこからか幼い声が聞こえてきた。

　それは、《蘭らんの封ふう界かい》と新しん宿じゆくからの道中で耳にした、あの声だった。

　泣いていた。

　哀しそうに──本当に哀しそうに、泣いていた。

「あ……」

　唐突に、冬馬は理解した。

《蘭の封界》での時のように漠然とではなく、克明に。

　声の主の正体。そして、その哀しみの理由も──すべて。

　仰向けになって、涙に濡ぬれた虚うつろな瞳ひとみを空にやる。

　分厚い鉛色の雲は、先程の青白い光とその余波によって綺き麗れいに消し去られ、鮮あざやかに輝かがやく金色の月が見えた。

　声の主は、そこにいた。

　いや、それこそが声の主だった、というべきか。

　遠い昔──人間という存在がこの星に生まれる、ずっとずっと以前から、声の主は、この星を、この星に息づく生命を、遥はるか空の彼方かなたから見つめ続けてきた。

　そして今、泣いている。

　月つき森もり冬馬という一人の人間の『目』を通じて見た、人の死を──哀しみ、憐あわれんで、泣いている。

「ごめんな……」

　仰向けになったまま、冬馬は片方の掌てのひらを月にかざした。

　彼方から声が返る。

　それは、この星でただ独り、冬馬にしか聞こえない──月の声。




「ああ……俺おれも君と一緒だよ。哀しくて、許せなくて……」




「みんな生きていたかったんだ……みんな大切な人がいて、叶かなえたい夢があって、未来が、可能性があったんだ……」




「そう……そうだね……こんなに哀かなしいことはない……」




「うん……いるよ」




「ああ、守りたい……」




「力を貸してくれるかい？」




「うん、わかった」




「……ありがとう」

　かざしていた掌てのひらを握りしめて微笑ほほえみ、冬とう馬まは立ちあがった。

　濡ぬれた頰ほおに風が凍みる。

　ふーっと肺に溜たまっていた瘴しよう気きを息と一緒に吐き出すと、冬馬は上着を脱いだ。土つち埃ぼこりを払い、兄の亡なき骸がらにそっとかける。

　そして言った。

　万感の想おもいを、その一言に込めて。

「お疲れさま……兄さん」

　その時、視界の片隅でなにかが動いた。

　見やり、冬馬は表情を険しくした。

「まだ、生きていたのか」

　風により薄うすくなった爆ばく煙えんの中から、巨大な黒い塊が這はい出てこようとしていた。

　冬馬には、それが響ひびき忍しのぶであるということが一いつ瞬しゆんでわかった。

　匂においで悟ったのではない。

　月が──古き月の力が教えてくれた。

　深く静かに息を吐きながら、冬馬は胸の前で腕を交差させた。

『久く遠おんの月つき』が虹にじ色に輝かがやき、全身から黄金の光が噴ふき出す。

　最後の変身。

──ここで闘たたかえば、深み雪ゆきさんを迎えに行けなくなるかもしれない……けど……。

　響忍を──人として生きることを放棄し、殺さつ戮りく者へと堕おちた男を、このまま放っておくわけにはいかない。

　変身を完了させた冬馬は、爪つま先さきで軽く地を蹴けって、その身を宙へと躍おどらせた。




　低く鈍く、響ひびき忍しのぶは唸うなっていた。

──オレは、気絶……していたのか……？

　一体、我が身になにが起きたのか。

　響にはわからなかった。

　覚えているのは、目も眩くらむような青い光が目の前に広がった、ということだけ。

　それ以前のことも、それからどうなったのかもわからない。思い出せない。

　意識と記き憶おくが混こん濁だくしていた。

　当然だった。響の頭の右半分は、熟れすぎた果実のようにはぜ割れていたのだから。

　頭部だけではない。全身の皮ひ膚ふと肉が裂け、あるいは焼けただれ、響は傍はた目めにはもはや黒い肉の塊にしか見えないような状態になっていた。

（ぐ……あ……）

　ちぎれかかっている前脚に力を入れて這はい進む。後ろ脚は片方が跡形もなく吹き飛び、もう片方は黒焦げになっている。

　もうもうと漂っていた爆ばく煙えんより脱すると、一面の平地が眼めに映った。三つの眼のうち二つは潰つぶれていたが、ものを見るのに支障はなかった。

（……ここ……は……？）

　どこなのだろう。

　口の端から血の混じった唾だ液えきを垂らしながら、響は思考能力の低下した頭で考えた。なにも浮かばない。

（……うう……）

　呻うめいていると、

「響さん」

　声がした。それも上方から。

　焼けただれている首をもたげ、響は潰れていない左眼を大きく見開いた。

　真円の月を背にして、黄金の人じん狼ろうが中空に立っていた。

　数えきれない極彩色の光の粒が、さながら蛍のようにその周囲を飛び交っている。

（……人……狼……）

　意識にかかっていた靄もやが晴れてゆく。

（……人狼……）

　人狼。

　そう、人狼だ。

　忌いむべき、そして絶やすべき存在。

　人狼であったがために、麻ま里りは月つき森もり静しず馬まに見殺しにされたのだ。

　思い、響はきょとんとなった。

──麻ま里り……？　月つき森もり静しず馬ま……？

　脳裏に浮かびあがってきた二つの名前。

　その名前の主が誰だれであるのか、響ひびきにはわからなかった。

　意識は鮮せん明めいになったが、未いまだ記き憶おくは混こん濁だくしたままだった。

　思い出そうとしたが、酷ひどい頭痛がしたので、やめた。

──名前のことなど、どうでもいい！

　今は、あの空の人じん狼ろうを殺すことが先だ。

　光の蛍に囲まれて立つ黄金の人狼は、静かな眼まな差ざしで響を見下ろしている。

　折れずに残っていた牙きばを剝むいて、響はグルグルと唸うなった。

──まずは、この身体からだを……！

　這はうことでしか前に進めないような身では到底闘たたかえないと、響は再生能力を働かせようとした。

　どれほど深い傷であろうと、ものの三秒で完全再生される──はずだった。

（──!?）

　再生能力は、しかし働かなかった。

（な、なぜだ──!?）

　響は驚おどろき、そして焦った。

　静しず馬まの蒼そう龍りゆうを押し返そうと一度に過度の魔ま力りよくを放出した反動で、響の再生能力は失われていた。

（く……くそっ！　治れ、治れええっ！）

　悶もだえるように身体を揺らし、ちぎれかかった尻尾しつぽを振り回していると、それまでただ中空に立っているだけだった黄金の人狼が片手を振り下ろすのが見えた。

　次の瞬しゆん間かん、不可視の力が響の脳天から尻尾の先までを真っ二つに斬きり裂いた。さらに次の瞬間──。

　ごうっ。右半身だけが熱のない炎に包まれた。炎の色は──極彩色。

（な……！）

　炎は響の半身をあっと言う間に骨も残さず灼やき尽くすと、火の粉ことなって灰ともども夜気に溶けた。

　張り裂けんばかりに左眼めを剝むいて、響は倒れた。切断面から噴ふき出した血が巨体の下にどす黒い染みを広げてゆく。

　その血だまりに漆黒の珠たまが転がった。これまでずっと響の傍らに浮遊していた、『最さい後ごの月つき』だ。

（ぐおおおっ……おお……っ！）

　ビクッ、ビクッと響は痙けい攣れんした。無論、意志とは無関係に。

　立ちあがろうとしたが、叶かなうはずもなかった。

（ああ……ぐっ……こ、殺す……人じん狼ろうを……オ、オレは……汚れた血を……灼やき……あってはならない……人狼を、オレは……殺し……）

　だらだらと唾だ液えきを垂れ流して痙けい攣れんする響ひびきに、黄金の人狼は無言で掌てのひらを向けた。

（……！）

　響は恐怖した。

　本能が告げていた。

　殺気も闘とう気きもなく中空から見下ろしている黄金の人狼は、決して勝てる相手ではないと。

　あれは次元の違う存在だと。

　響の中で憎しみが叫ぶ。

　人狼を殺せ、その血を絶やせ、と。

　同じように恐怖が叫ぶ。

　逃げろ、逃げろ、と。

　二つの感情がせめぎ合う。が、どちらが勝ろうが同じことだった。

　闘たたかおうにも、逃げようにも、半分になってしまった身体からだでは、もうなにもできない。

（ううっ……ああああああっ！）

　黄金の人狼への、そして死への恐怖が憎しみを上回り、響はのたうった。

（い……嫌だ……オ、オレは……こ、殺し……死ぬのは……い、嫌……ま、まだ……消えたく……ない……）

　響に向けられていた黄金の人狼の掌の中心に、ぽうっと極彩色の光の点が灯ともった。

　吸い込まれるように、響はその光を見た。

　たくさんの色が入り混じり、渦巻くその小さな光の点は、見つめる響の心に不思議な懐なつかしさと安らぎを与えた。

　恐怖が、憎しみが、痛みが、現実感とともに薄うすれてゆく。

　極彩色の光の中に、たくさんの雪だるまが見えた。

　耳たぶを真っ赤にしながら笑っている少女が、そこにいた。

　響は、その少女にこっちを向いて欲しいと思い、彼女を呼ぼうとした。しかし、

（あ……）

　少女の名前がわからなかった。

　忘れてしまった。

　ついさっきまで覚えていたはずなのに。

（ああ……）

　悔しくて、哀かなしかった。

　血の色をした眼めから涙がこぼれた。




　冬とう馬まの掌てのひらから極彩色の光の点が離れた。

　光はゆっくりと響ひびきの胴の上に落ちると、光と同色の炎となって一面に広がった。

　炎は、響と、そして静しず馬まの亡なき骸がらを跡形もなく焼き尽くすと、ぱあっと火の粉こに変わって空へ昇った。

　残ったのは、地に突き立てられたままの龍りゆう魂ごんの剣と、響が死ぬと同時に漆黒から金色に戻った、『最さい後ごの月つき』だけだった。




　極彩色の火の粉が空へと昇ってゆく。

　さながらそれは、地上に舞い下りた雪が天へと還かえってゆくような幻想的な光景だった。

　音もなく地に降り立った冬馬は、悼いたむように目を伏せ、独白した。

「汚れた血なんて……そんなもの、ありはしないのに……」

　生まれながらにして存在が許されない命など、あっていいはずがない。

「なのに……」

　切なさに胸をしめつけられながら、冬馬は伏せていた目を空に──月にやった。

「ありがとう、俺おれに力を貸してくれて」

　月と心を重ねることのできる者が月より与えられるという、古き月の力。

　たくさんの人の死が、それによって感じた怒りと哀かなしみが、冬馬に古き月の力の本質を理解させた。

　そして理解は、解放をもたらした。

　桜さくらとの闘たたかいの中で攻めの力として撃うてるようになったものの、それでも一端しか扱うことのできないでいた古き月の力を、冬馬は全解放し、かつ自在に扱えるようになったのだ。

　その力は、《龍りゆう》と化した響に本能的な恐怖を抱かせてしまうほどに大きなものであった。

「終わらせるよ、今度こそ。これ以上、君を哀しませないためにも……」

　月に向かって微笑ほほえみかける。

「今の俺の力なら、終わらせることができるはずだ」

　獣じゆう人じんの力の源である獣気とも、術者たちの扱う魔ま力りよくや霊れい力りよくとも全く質の異なる古き月の力──駆使できるようになった今なら、縁ゆかりの肉体を傷つけることなく桜の精神だけを滅ぼすことも、燐りんにかけられた傀儡くぐつの術を解くことも不可能ではないはずだ。

「もう、誰だれも死なせない。哀しませない」

　月から視線を落とした冬馬は、胸の前で両手をぐっと握りしめようとして、目を大きくした。

　金色の体毛に覆おおわれているはずの手が、生身に戻っていたのだ。

「……？」

　いつの間にか、変身が解けていた。

　桜さくらを倒すまでは、変身したままでいなければならないというのに。

　きょとんとした顔で掌てのひらを見つめていると、その上にポタポタと赤いものが滴したたり落ちた。

「あ……」

　冬とう馬まは左手を顔にやり、生温かなその液体が鼻血であることに気づいた。

「え……あ……？」

　まさか。

　そう思ったのと、胸の奥から込みあげてきた血がぶちまけられたのは同時だった。

──病びよう巣そうが……。

　血まみれになってしまった顔の下半分を両手で覆おおって、冬馬はよろめいた。

　見えない糸に繰くり寄せられているかのように、ふらふらと後じさっていると、目の端になにか光るものが引っ掛かった。

　数メートル離れたところに転がっているそれは、『最さい後ごの月つき』だった。月明かりにさらされてぼんやりと光っている。

「拾わないと……」

　使用者に眠る力を限界まで引き出すという宝ほう珠じゆ──。

　古き月の力を全解放した冬馬には必要のないものではあったが、あれは、元は父の心臓だ。

　拾いにゆこうとそちらに身体からだを向けようとして、冬馬はある音を耳にした。

　ぶつっ、という、なにかが切れる音を。

　とたん、意識が朦もう朧ろうとなった。

──待ってくれ……まだ……！

　冬馬は心の中で叫んだ。

──まだ……まだ終わっていないんだ！　終われないんだ！

　訪れた『それ』に、冬馬は懇こん願がんした。

　待ってくれと。もう少し時間をくれと。

　しかし、『それ』は無慈悲だった。

「……あ……ぐ……っ」

　苦しい。息ができない。

　薄うすれてゆく。意識が。

「……み……ゆ……」

　虚空に腕を伸ばす。

　その時、だった。

「冬とう馬まさん！」

　声が聞こえた。

　聞きたかった声。

　愛いとしい人の声。

　振り返る。

　深み雪ゆきがいた。

　栗くり色の髪を振り乱しながら駆けてくる。

　その後ろには、大きな鳥のような生き物と、その傍らに立っている白髪に褐かつ色しよくの肌の青年の姿が見えた。

「冬とう馬まさんっ！」

　悲痛な叫び。

　応こたえたかったが、名を呼び返すことも冬馬にはできなかった。

　脚から力が失われ、視界から深雪が消える。

　瞳ひとみに月を映しながら、冬馬の意識は深い闇やみにさらわれていった。
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　　　　あとがき







　肉まんをおかずにしてごはんを食べるのは、やっぱり間違っていると思います[image: ][image: ]一いつ色しき銀ぎん河が先生。




　お久しゅうございます。志し村むらです。

　まずはともかく、前巻から一年もの間が空いてしまったことをお詫わびしなければなりません。

　心待ちにしていてくれた方、本当にごめんなさい。

　持病の喘ぜん息そくの悪化、睡眠障害、謎なぞの胃炎によるダウン……と、立て続けに体を壊しているうちにペースを見失い、いつもの倍以上の時間がかかってしまいました。

　苦い一年でした。健康に勝る宝はなし、です。




　さて、ここで業務連絡。

　これまで全五巻完結です、と言ってきた本シリーズですが、既に本文を読まれた方はご存じのとおり、この巻ではまだ完結していません。全六巻に延びました。悪しからず御了承ください。

　六巻はなるべく早く刊行されるよう頑張りますので、気長に待っててください（言動に矛盾あり）。




　それでは、今回はこの辺で。

　愛あい想そうのないあとがきですみません（平伏）。




　二〇〇一年　秋


志し村むら一かず矢や　
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女と花束を』で選考委員特別賞を受賞。犬には懐かれるが何故か猫には嫌われる。ろくすっぽ触ったこともない。どなたか猫に好かれるコツ教えてください。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫では本シリーズの他、『なずな姫ＳＯＳ』（著／阿智太郎）等でビジュアルを担当。現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！










月つきと貴女あなたに花はな束たばを5




聖せい夜や狂きよう瀾らん








志し村むら一かず矢や
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